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　　　ＣＡＳＥ１　発明少女と季節外れの大寒波




　むにゅ、と控え目に膨ふくらんだ小振りな胸が柳なぎ楽らの腕に当たる。背後から抱きしめる格好になってしまったが……何も柳楽の意思でこうしているわけではない。

　深い理由があるのだ。──いや、そんなに深くないけどさ。

　場所は人通りの少ない裏うら路ろ地じ。男女が抱き合う場所としては不適当だ。

　……だけど、柳楽は少女を抱きしめていた。

　相手は髪の長い小こ柄がらな少女だ。小柄だが歳としは柳楽と同じくらい。……たぶん。

　シャンプーの香りなのか、それとも香水なのか、少女からはバニラの香りがした。

　初夏の空気を感じさせない裏路地はじめっとしているものの気温はそれほど高くない。

　だから少女の体温をはっきりと感じることができた。

　──夢ゆめ心地ごこちだ……女の子ってすごく柔らかいなぁ。いい匂においするなぁ……。

　至し福ふくの時間を過ごしていると、急に少女が肘ひじを動かし──

「──ほげぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ──っ!?」

　絶妙な角度で柳楽の顔がん面めんに入った。

　そして少女がここで一言──

「い、い、い、いつまで抱きついてるのよ！　し、し、し、死んでよ！　もうぅぅぅぅ！」

　舌足らずな喋しやべりでとびっきりの罵ば声せいを吐いた。

　──死ねと言われても……このままだと死んでも放はなしそうにないんだけど……。

　不可抗力ってこういうことを言うんだろうな、と柳楽は他ひ人と事ごとのように思った。




　　　　☆　☆　☆




　その日、午前十時ごろに目を覚ました柳楽はリビングで遅い朝食をとっていた。

「砂さ糖とうを三杯……ミルクも入れてっと……」

　今日きようは日にち曜よう日び。久しぶりになんの予定も入っていない安あん息そくの日曜日だ。

「フフフ、徹てつ底てい的てきに自じ堕だ落らくに過ごしてやるぜ！　誰だれも俺おれを止めることはできない！」

　苦にが味みよりも甘味が強いコーヒーを舌と喉のどで味わうと、フォークを器用に操あやつり、カリカリに焼けたベーコンとふわふわの卵を口に運んだ。優ゆう雅がに朝食をとっていると、テーブルの上のケータイが震ふるえ出した。柳楽は手を伸ばしてケータイを引っつかみ相手を確かく認にんした。

「……リリアンさんか」

　名前の響ひびきは可愛かわいらしいが、彼女はその性格に『可愛らしさ』を微み塵じんも含んでいない。見てくれはそこそこいいのだが、やることなすこと一方的で、柳楽はいつも苦労している。

　リリアンは宇宙最強の軍事国家、『クレメンツ』の生まれで、彼女が地球にやってきたのは婚約者を探し求めて宇宙のあちこちを旅している『王女様』の側近だからだ。

　柳なぎ楽らはその『王女様』に目をつけられ、一ひと月つきほど前に結婚を迫られたのだが、『まずは恋人から始めましょう』と提案することでなんとか結婚を回かい避ひすることができた。

　だが、その結果、『王女様』と側近のリリアンは地球に滞在することになって──

　……そして、『あれこれ』あって、今に至る。『あれこれ』については聞かないで欲しい。

「うーん、なんの用だろう。……また厄やつ介かい事ごとなんじゃないかなぁ……」

　できることなら無視したいが、たぶん電話に出なかったら本人がすっ飛んでくる。というわけで出ることにした。しかし、せっかくの休日を潰つぶされるのはごめんなので──

「えー、ただいま柳楽淳じゆんは留守にしています。ピーという発信音のあとに、できるだけエッチなメッセージをお願ねがいします。ピー……」

『×××の中に×××して××××を広げて×××の中に×××を入れて×××を突っ込んで、さらに×××を×××の奥に何度も何度も××××××××××××！』

「…………ご、ご用件はなんでございましょうか」

　誰だれでもいいからこの羞しゆう恥ち心しんの欠落した女の弱点を教えて欲しい。

『明日あした、貴様のクラスに転入生がやってくる』

「……また唐とう突とつっすね」前もって知らせてくれただけでもマシか。「例によって宇宙人？」

『察しがよくて助かる』

　話によると、その転入生は『ド・ジッター』と呼ばれる大企業の社長令れい嬢じようで、父親が全宇宙で五指に入る資産家なのだという。推定資し産さん額がくは日本の国家予算の約百五十倍。

　……その気になれば個人の財力だけで地球を制圧できそうだ。

「そんな大物がなんのために地球に？」

『正せい確かくなところはよくわからないが、その方はモニカ様と面めん識しきがあってな……』

　モニカとは件くだんの『王女様』のことだ。現在の柳楽の『恋人』でもある。

「へぇ、知り合いなんだ」

『友人というわけではないんだが……しかし、「ド・ジッター」はクレメンツと深い繋つながりがあってな。不ふ遜そんな扱いは許されない。丁てい寧ねいに応対するよう、上からも指示を受けている』

「ふーん。……で？　どういう感じの人なの？」

『モニカ様とは真ま逆ぎやくの性格だ。素す直なおじゃない。……私の苦にが手てなタイプだな』リリアンがため息をつく。『まあ、面めん倒どう事ごとが一つ増えると思って間違いない。十分に気をつけろ』

「ちょっと待って。なんで俺おれに被害が及ぶかのように言うの？」

『……さあな』何かを隠しているような声こわ色いろだった。『それからもう一つ。オリヴィアにその社長令嬢の護ご衛えいを任せるつもりでいる』

「オリヴィアって……あのオリヴィア？」

『心配するな。私の「躾しつけ」は完かん璧ぺきだ。オリヴィアは今や私の忠実な僕しもべだ』

　遊園地でのオリヴィアの横おう暴ぼうは忘わすれ難がたいエピソードだ。

　彼女はモニカの暗殺を目的に地球へやってきたのだが、最後の最後でヘマをやって、結局、暗殺は失敗に終わり……逆にリリアンの『おしおき』を受けるハメになった。

　さらにリリアンは、「オリヴィアは組そ織しきを裏切り王女側に寝返った」という作り話をオリヴィアの仲間にリークした。その結果、彼女は根無し草に──故郷に帰る術すべを持たないオリヴィアはリリアンに従うしかないというわけだ。少し可哀かわい想そうだが自じ業ごう自じ得とくである。

『詳しいことは明日あした話そう。……モニカ様がトイレに入ったきり、出てこない。……もしかしたら、眠ってしまったのかもしれない』

「……お疲れ様です」

　通話を終了させると、両手を組んで大きく背伸びをした。

　せっかくの日にち曜よう日びだし、もう一度寝なおそうか、と考えていたが予定変更だ。

「この一週間で溜ため込んだストレス……発散しておこう」

　明日からまた厄やつ介かい事ごとが一つ増えるという。ならば今のうちにガス抜きをしておかねば。

　柳なぎ楽らはテーブルの上のケータイを再度つかむと、ある人物とコンタクトを取った。

「あ、もしもし。灰はい谷たに先せん輩ぱいですか？」

『……その声はジュンだな』

「声じゃなくて番号で判断してくださいよ」

『……番号は全部手帳に記き録ろくしているが……お前の番号は暗記していない』

「典型的なアナログ人間ですね。ケータイのメモリ機き能のうすら使っていないとは」

『用件を聞こう』

「先輩、今日きようはナンパの日です」

『……ナンパ……だと？』戸と惑まどいがうかがえる声こわ色いろだった。

「はい、ナンパです。難なん破ぱじゃなくて軟派のほうです。都つ合ごう悪いですか？」

『……い、いや……お前がどうしてもと言うのなら……行ってやらなくもない』

「あ、そうですか」簡かん単たんに落ちた。「じゃあ、二時くらいにいつもの駅で落ち合いましょう」

『約束はしないぞ。気が向いたら行くというだけの話だ』

「そんなのわかってますよ」

　来ると言っているようなものだ。

　イケメン、堅かた物ぶつ、空から手てバカ──この三つのキーワードで評される灰谷亮りよう介すけという人物は柳楽の実家近くに住む一つ年上の先輩だ。付き合いが長いので幼おさな馴な染じみみたいなものである。

　南雲なぐも高校の二年Ｂ組に所属していて、空手部の副主将を務めている。県内トップクラスの実力を誇る『空手バカ』は成せい績せきのほうも優ゆう秀しゆうで、欠点は一つもないかのように見えるが、実は灰谷は女性が大の苦にが手てなのである。恋愛スキルは小学生止まりだ。

　もっとも、『苦にが手て』だからといって『嫌い』ということにはならないわけで……。




　　　　☆　☆　☆




　駅前広場で灰はい谷たにと合流すると電車で繁はん華か街がいに移動した。

　車内で雑ざつ談だん中ちゆう、灰谷が、「猫ねこ矢やは一いつ緒しよじゃないのか？」と訊きいてきた。

　以前、三人でナンパをしたことがあるので、今日きようも同じメンバーだと思っていたのだろう。

「ねこやんはお払い箱です。百害あって一利なしということわざがあいつの全すべてですよ」

「……なんだ？　喧けん嘩かでもしているのか？」

「喧嘩？　はんっ！　そんな生なま易やさしいものじゃないですよ！　冷戦中です！　あいつは俺おれを怒らせた！　断じて許すことはできません！　あいつは盗人ぬすつとですよ！　犯罪者です！」

　先日、苦心して手に入れた学食の人気商品、「くりーむじゃむあんぱん」をこともあろうに猫矢は柳なぎ楽らがトイレに向かった隙すきに無断で食べてしまったのだ。

「あいつはレギュラーから外はずしておきましたから、今回から極端に登場頻ひん度どが落ちますよ」

「……なんの話だ？」

「本当は『存在そのもの』を消すことも検討したんですけど、なんとか踏ふみ止とどまりました」

「……よくわからん」

　食べ物の恨うらみは恐ろしいのである。物語の初期設定を揺るがすほどに。




　多数の暇ひま人じんが徘はい徊かいする繁華街に到着すると、灰谷がそわそわし始めた。道行く女性を一いち瞥べつしてはため息をついている。空から手ての試合よりもナンパのほうがよほど緊きん張ちようするのだろう。

「先せん輩ぱい、リラックスですよ、リラックス」

「…………女は苦手だ」

「でもカノジョは欲しい……ですよね？」

「…………恋人は……いないよりもいたほうが、人生が豊かになる」

「それ先輩の持じ論ろんですか？」

　──素す直なおに「女と戯たわむれたいです」って言えばいいのに。まあ先輩らしいけど。

　灰谷は高校に進学してから、かれこれ三十人ほどの女性に告白されている……らしい。

　ところが、極度の緊張から誰だれに対してもイエスともノーとも言い返せなかった……らしい。

　灰谷に告白した女性たちは一様に「無視された」と感じたようで──

　その結果、校内に広まった噂うわさが『灰谷ホモ説』である。

　汚名を返上するためにはカノジョでも作るしかない。

　──でも先輩って昔から女運ないから当分はカノジョなんてできないだろーな。

　ちなみに柳楽は灰谷が一緒にいるとき以外、ナンパを決行したことはない。最初に「ナンパをしよう！」と言い出したのは猫ねこ矢やで、「灰はい谷たに先せん輩ぱいを利用しよう！」と言い出したのも猫矢なのである。今年ことしの春休みのことだ。柳なぎ楽らは灰谷がなんらかの女性遍へん歴れきを得られたら、という気持ちでいつもナンパに臨のぞんでいる。つまり、武者修行のようなものだ。本気で女の子を引っかけようと思っているわけではない。あくまで灰谷のためのナンパなのだ。

「お、おい……ジュン。あそこを見てみろ。ものすごい美人がいるぞ」

「え？　どこですか？」

「あそこだ。あのビルだ。入口の階段のところを見てみろ」

　灰谷が指差したのは繁はん華か街がいの中でも一ひと際きわ背の高いファッションビルだった。大だい胆たんにシースルー化が施ほどこされた白い外がい壁へきのビルで、外側に湾曲した二つの階段が建物の入口まで延びている。

「先輩って目いいですよね。俺おれは目を凝こらさないと……………………あ、あれ？」

「どうした？」

「……いや、別に……なんでも……」

　灰谷が言う美人とはモニカとリリアンのことだった。二人ふたりは階段の途中で立ち止まり、何やら話し込んでいるようだ。よく見るとリリアンが一方的にまくし立てているだけのようで、もしかしたら何かトラブルが起きてモニカを説得している最中なのかもしれない。

「ジュン……声をかけてみないか？」

　他た力りき本ほん願がんな先輩様が柳楽の肩をポンと叩たたいた。期待の眼まな差ざしだ。

　──先輩……モニカさんのこと知らないのかな……？　今や校内でモニカさんを知らない生徒はいないと思うんだけど……まあ、先輩は昔から流行に疎うといからな……。

「どうした？　いかないのか？」

「いやいやいや、先輩、無理ですよ。よく見てください。彼女たちは外国人です」

「……外国人」灰谷がモニカたちを凝ぎよう視しする。「……たしかにそのようだな」

「難なん易い度どが高すぎますよ。ここは素す直なおにスルーしておきましょう」

「しかし、お前は英語が話せるだろう？　親おや父じさんにあちこち連れ回されているから──」

「甘いですよ、先輩。彼女たちがフランス人だったらどうするんですか？　フランス人は英語で話しかけてもフランス語で返してくるんですよ？　メチャクチャ意地悪なんですよ？」

「お前はフランス人に何か恨うらみでもあるのか？」

「左の女……赤いシャツの女を見てくださいよ。──どうですか？　見るからに邪じや悪あくですよ。性格も悪いに決まってます。あの手の女はだいたいそうなんですよ。間違いなくドＳです」

「……性せい癖へきまでわかるのか」

「と、とにかくこの場を去りましょう！　というか逃げましょう！」

「……お、おい！　どうして逃げる必要があるんだ!?」

　せっかくの休日を潰つぶされたくないから逃げるのだ──




　繁はん華か街がいの中ほどまで移動すると、改めてナンパを開始した。

「ジュン、あそこにいる三人組はどうだ？　なかなか可愛かわいいと思うのだが」

　灰はい谷たには動体視力が優すぐれているので、わずかな時間で優ゆう良りような女の子を捕ほ捉そくすることができる。

　まさに神かみ業わざ。なんの自じ慢まんにもならないが……。

「三人組って『アザーワールド』の前にいる女の子たちのことですか？」

「ああ、そうだ。見たところ高校生か……？」

　アザーワールドというのはアミューズメントパーク（有あり体ていに言えばゲーセン）の名前である。大手のアミューズメントパークだから規き模ぼは大きい。中高生に人気のあるスポットだ。

「手前のショートカットの子がケータイをいじっているな。中に入るわけではなさそうだ」

「いかにも高校生って感じですね……………………あ、あれ？」

「どうした？」

「……いや、別に……なんでも……」

　三人の中に見覚えのある顔が混じっていた。

　一いち之の瀬せ智とも香か。中学時代からの腐くされ縁えん……柳なぎ楽らのクラスメイトだ。

「先せん輩ぱい、あの三人組は止やめておきましょう……」

「…………なぜだ？」

「あ、いや、知り合いなんですよ。あのポニーテールの女だけですけど」

　二度も理由を告げずに逃走するわけにはいかないので、正直に白状した。一之瀬は小うるさい女ではあるが、常じよう識しきは弁わきまえているので見つかってもどうということはないはずだ。

「ふむ……知り合いなら仕方ない」

「でしょー」

　その場を去ろうと一之瀬たちに背を向けると、

「おーい、柳楽。何やってんの？　買い物？」

「……げっ」

「何が『げっ』なの？」

「……よ、よぉ」

　腐れ縁の女がいつの間にやら目の前に立っていた。私服なので若じやつ干かん違和感がある。

　黒いショートパンツに白いキャミソール。シンプルな組み合わせだ。

　一之瀬の後ろに控えるショートカットの子とロングヘアーの子は見覚えがない。テニス部の友達か何かだろうか。二人ふたりとも派は手でさはないが十分に可愛いと言える。

「何？　買い物？」

「まあ……そんなところだ。……お前は？」

「私もショッピング。今から『佐さ倉くら屋や』に行くの。あそこ好きなブランド入ってるから」

　一之瀬が言う『佐倉屋』とはデパートの名前である。全国的に有名なデパートだ。

「へぇ、『佐さ倉くら屋や』ねぇ。……俺おれ、ああいうとこ滅めつ多たに行かないんだよな……」

　しばらく一いち之の瀬せと他愛たわいもない世せ間けん話ばなしをしていると、急に後ろの二人ふたりが前に出てきて、

「あ、あの、灰はい谷たに先せん輩ぱいですよね？」

「……………………」灰谷は無言で頷うなずいた。

「すごーい。アヤの言う通りだった」「ね？　やっぱり本物だったでしょう？」

「……………………」灰谷の視し線せんが斜め下に向く。早くもノックダウンか。

　友人二人は灰谷の側そばできゃあきゃあ言っている。もともと校内の女子生徒の間では人気があった灰谷だが、ホモ疑ぎ惑わくが浮上してから余計に騒さわがれるようになった。

　──うちの姉ねえちゃんもそうだけど、女ってみんなホモが好きなのか？　うーん、まあ女にとっては害のない存在なんだろうけど。……っていうか、男にとっては脅きよう威いでしかないよな。

「柳なぎ楽らって灰谷先輩と友達だったの？」一之瀬が耳打ちしてきた。

「友達っていうか、幼稚園のころからの付き合い。家が近所なんだよ」

「へえ、そうなんだ」

「興きよう味みなさそうだな。灰谷先輩、超イケメンなのに」

「まあ……カッコイイとは思うけど……でも………………も……なんでしょう？」

「あ？　も？　なんだそりゃ？」

「……もじゃなくて……ほ……も……よ」

「ほ……も……」ようやくわかった。「……ああ、ホモな」

「ね、ねえ？　柳楽……大丈夫なの？」

「……心配してくれるのはありがたいが、どうして頬ほおを赤らめながら言う」




　一之瀬たちと別れたあと、別の通りに移動し、本格的に行動を開始した。

　だがその日は何をやっても上う手まくいかなかった。

「……ジュン……そろそろ帰らないか？」

「先輩、早くも弱よわ音ねですか？」

「……しかし、四連敗だぞ……？」

「たかが四連敗です」

　あっという間のできごとだった。

　最初に声をかけた女性には「間に合っています」の一言で断られ、その次のターゲットは灰谷の顔に釣られて立ち止まったものの、すぐに灰谷の口くち下べ手たがバレて、「退屈な男は嫌い」とバッサリ斬きられ、高校生だと思って話しかけたら小学六年生だった発育のいい少女には「おっさん消えろよ」と罵ば倒とうされた。そして最後に現れた女子大生には、「あのね。今時、この通りでナンパする奴やつはいないから。メチャクチャ浮いてるよ、キミら」とありがたい忠告を受けた。

「でもまあ……今日きようはイマイチですね」

「…………ナンパは難むずかしい」

「んー、ひとまずこの通りから離はなれましょう。俺おれたち浮いてるらしいですから」

「……うむ。異い論ろんはない」

　二人ふたりは脇わき道みちに入った。薄うす暗ぐらい路ろ地じで人通りはまったくなかった。シャッターの閉まった建物の前に自動販はん売ばい機きがあったので、「少し休きゆう憩けいしませんか？」と灰はい谷たにに提案した。

「おい……ジュン。自販機の側そばに誰だれか倒れているぞ」

「──は？」

「なんだか妙な服を着ているが……あれは女だな」

　灰谷が自販機の近くまで小走りで移動する。柳なぎ楽らも慌あわててあとを追いかけた。

　倒れていたのは灰谷が言うように女の子だった。

　ありえないほどツバが大きい帽子。露ろ出しゆつの激はげしい奇抜なデザインのワンピース。

　色はパステル調ちようの青と可愛かわいらしいが、外を出歩く格好にしてはデザインが前ぜん衛えい的てきすぎる。

　パリコレに出演する予定でもあるのだろうか、といった感じ。

　帽子のツバが邪じや魔まで顔はよく見えないが、若いことはたしかだ。

「……先せん輩ぱい、安易に助けないほうがいいですよ」

　柳楽は警けい告こくを促うながした。モニカという前例があるからだ。

　もっとも、モニカ以上にインパクトのある出会いがそうそうあるとは思えないが、ここのところ『変わった女の子』との遭そう遇ぐう率りつが高いので、気をつけるに越こしたことはない。

「……見過ごせというのか？　それは人としてどうなんだ？」

「先輩、行き倒れの女ほどヤバイものはありません！　歴史が証明しています！」

「……お前がそんなに冷たい男だとは思わなかったぞ」

「なんとでも言ってください！　これ以上の厄やつ介かい事ごとはたくさんですよ！」

「見み損そこなったぞ、ジュン。昔は正義感溢あふれる、純情な少年だったのに……」

「人間は綺き麗れい事ごとだけでは生きていけないんですよ！　俺は過去の自分を反面教師にして、現実主義者に生まれ変わったんです！　それに、触らぬ神に祟たたりなし、って言いますし！」

「俺は助けるぞ。お前がなんと言おうと……」

　自販機の前で言い争っていると、うつ伏せの状態で倒れていた少女が急に上半身を起こし、

「さ、さ、さ、さっきから……！　人の足元で何をゴチャゴチャ言っているの……！」

　怒ど鳴なられた。どうして怒鳴られたのかはわからない。

「議ぎ論ろんしている間に私が死んでしまったらどう責任を取るつもりなの……!?」

　もっともなご意見だ。でもそんなに元気ならまず死ぬことはないと思われる。

「あ、あ、あ、足！　ほら、足……！　私の足、折れてるのよ!?　早く助けてよ──っ!?」

「……た、たしかに右足がありえない方向に曲がっているな……」

　柳楽は少女の側で片かた膝ひざをついた。灰谷が柳楽の肩越しに、「……何をやっていたら足が折れるんだ、こんなところで……」と疑問を呈ていしたが、少女からの返答はなかった。

「折れてるのは足首か？　暗くてよくわからんな。ちょっと触るぞ」

　柳なぎ楽らが少女のか細い足に触れようと手を伸ばすと──

「き、き、き、気安く触らないでよ！」

「……お、おい。暴あばれるなよ。つーか、助けろと言ったのはそっちだろ？」

「わ、わ、わ、私の身体からだに触れるのは不許可……！」

　潔けつ癖ぺき症しようか何かだろうか。それとも男嫌いか。どちらにしろものすごい拒絶反応だ。

「んなこと言われたってさぁ……」

「簡かん単たんなことじゃない！　触らずに助ければいいのよ！」

「どうしろと!?」──俺おれは超能力なんて使えないからな。

　そのとき少女のかぶっていた帽子が地面に落ち、隠されていた素顔が露あらわになった。外見が見るに耐えなかったら放置するつもりだったが、少女の容よう姿しは予想以上に優すぐれていた。

　──け、けっこう……可愛かわいいな。……い、いや、外見に惑まどわされるな……。この子が『普通の女の子』だという保証はないんだ。さっさと病院に連れていって……って、そのパターンはモニカさんのときと一いつ緒しよじゃないか！　……別の手を考えるか？　でも、どうするよ？

　少女はボリュームのある長い髪を手で撫なでながら柳楽を睨にらんでいる。敵意丸出しだ。顔立ちは日本人的と言えなくもないが、インパクトのある碧へき眼がんは外国人を連想させた。

「……バッグの中から赤いスプレー缶を……」

「え？　何？　スプレー缶？」

「……そこに転がっている黒いバッグのことよ」少女が自じ販はん機きの脇わきを顎あごで示した。

「これか？」

　柳楽が動く前に灰はい谷たにが鞄かばんを拾い上げた。革製のハンドバッグのようだ。自販機が発する光がそのハンドバッグに反射して表面が黒光りしている。

「スプレー缶というのは……これか……？」

　灰谷がハンドバッグから制せい汗かんスプレーのようなものを取り出した。バッグ側面のポケット部分に挿さし込んであったようだ。

「あれでいいのか？」

　灰谷が少女と顔を合わせようとしないので代わりに柳楽が確かく認にんした。

「……持ってきて」

「…………ジュン。渡してくれ」

「へーい。……お、けっこう軽いですね」

　直接渡せばいいのに、と思うが、先せん輩ぱいはシャイだからしょうがない。

「ほいよ」

「……て、手渡しは厳げん禁きんよ。地面に置いて……」

　こちらの少女もそうとうなものだ。男アレルギーＶＳ女アレルギーといった感じ。

　──まあ、先せん輩ぱいはアレルギーとはちょっと違うか。……この子もよくわからんが。

　柳なぎ楽らは少女の表情をうかがいつつ、スプレー缶をアスファルトの上に置いた。

　少女は息を吐き出すとそっとスプレー缶を手に取り、折れた右足にノズルを向けた。

　──しゅぅぅぅぅぅぅ……っ！

　ノズルから白い煙が噴ふん射しやされる。コールドスプレーか何かだろうか。

　だとしたら対処法を間違っている。冷やして効果があるのは捻ねん挫ざや打だ撲ぼくのときだ。

　折れた足を冷やしても意味はないはずだが──

「…………え？」「…………何？」

　噴射された煙が空気中に霧む散さんすると、二人ふたりの目の前に信じられない光景が待っていた。

　不自然な方向に折れ曲がっていたはずの少女の右足が本来の形を取り戻していたのだ。少女はその上、自然な動作でその場から立ち上がり、拾い上げた帽子を深くかぶりなおした。

「お、おい、ジュン……どういうことだ？　骨折していたはずだろう？」

「どう考えても折れてましたよ」

　直感的に思う。この女、もしかしたら地球人ではないのかも──

「……さて」

　少女がバッグを腕に絡め路ろ地じの奥に向かってのろのろと歩き始めた。

　もうお前たちには用はない、と言わんばかりのふてぶてしい態度だ。

「お、おい……礼の一つもなしかよ……」

　柳楽は去っていくパリコレ少女のあとを追いかけ、何気なく肩をつかんだ。

「……きょ、きょ、許可した覚えはないわよ！」

　少女は途と端たんに激げつ昂こうし、柳楽の手を払いのけ、臆おく病びような小動物のように後ずさりをした。

「許可？」

「き、気安く触らないで！　さっきも言ったでしょう！」

「安心してくれ。俺の手はトイレの便座よりは綺き麗れいだ」

「き、き、き、汚いじゃない！　汚いわよ、それ！　比較対象がそもそもおかしいわ！」

　少女の顔がみるみるうちに赤く染まっていく。出会った当初、顔を真まっ赤かにして叫んでいたのは「興こう奮ふんしていたから」という理由だけではなかったらしい。ここで赤面するということは潔けつ癖ぺき症しようではない。潔癖症なら真まっ青さおになって怒ど鳴なるはずだ。

「えっと、男が苦にが手てとか？」

「…………違うわ」

「だったら、なぜ目をそらす？」

「…………そ、それは……あなたの顔が醜みにくいから……」

「マジかよー」なかなかの毒どく舌ぜつだ。「どうもこの子は先輩のお仲間みたいですね」

「…………先せん輩ぱい？」

「そこにいる人のことだよ。女の子が大の苦にが手てでね。学校ではホモの疑いがかけられてる」

「…………残念な人ね」

　少女が横目で灰はい谷たにを一いち瞥べつする。

　会話を聞いていた灰谷は、「……ジュン、恨うらむぞ」とぼやき、うな垂れてしまった。

「…………もう行くわ」

　少女は小声でつぶやくと、柳なぎ楽らたちに背を向けた。そして薄うす暗ぐらい裏うら路ろ地じを歩き出す。

　柳楽はもう止めはしなかった。これ以上、関かかわり合いになりたくなかったからだ。

　ところが、そこで事件が起きた──

　路地の奥から現れた柄がらの悪そうな六人組の男たちが少女に難なん癖くせをつけ始めたのだ。

　しかし、本気で少女を責め立てているわけではなさそうだ。それが証拠に男たちは一いち様ように笑っている。ナンパにしては強ごう引いんな手口だな、と柳楽は思った。

「先輩、どうしますか？　助けます？」

「……六人か。さすがに辛つらいな」

「先輩なら楽勝でしょう？」

「バカ言え。あれだけの人数……同時にかかってこられたら、さすがの俺おれでもなす術すべはない」

「物理的に不可能ってことですか？」

「……まともにやったらな」灰谷の目の色が変わった。「不意打ちを狙ねらったり、持じ久きゆう戦せん狙いで立ち回れば勝しよう機きはある。だが、あの手の輩やからはしつこいからな……あまり相手にしたくないが」

「でも助けるんでしょう？」

「……まあな」

　灰谷は冷静に頷うなずくと、すり足で男たちの背後へと移動し始めた。

　なんて勇ましい男だろうか。自分が女だったら間違いなく惚ほれている。

　さて、現場はどうなっているだろうか──

「……ち、ち、ち、近寄らないでよ！」

　パリコレ少女はレンガの塀へいを背にして大声で叫んでいた。

「そんなもんでどうしようってんだ？」先頭の男が少女を威い嚇かくする。

「……近寄るなと言っているのが聞こえないの!?　あなたたちはバカなの!?」

　少女は黒い物体を両手で握りしめていた。ケータイか何かのように見える。

　──警けい察さつでも呼ぶつもりなのか？　でも、それだったらケータイを相手に向ける意味がわからないな。……もしかして、ケータイじゃなくてスタンガンだったりするのか？

　行方ゆくえを見守っていると、少女が『ケータイのようなもの』を先頭の茶髪の男に差し向けた。

　次の瞬しゆん間かん、薄ら笑いを浮かべていたその茶髪の男が、

「？　だ　ん　て　っ　う　よ　し　う　ど　で　ん　も　な　ん　そ」

　明らかに日本語ではない言語を口にした。聞いたことがない言葉だった。

「……わ、わ、私の前から消きえ失うせて！」

　少女はもう一度、その謎なぞの機き具ぐを操そう作さした。

　すると突然、茶髪の男が後ろ向きのまま走り出し、あっという間に路ろ地じの奥に消えてしまった。まるでビデオの『巻き戻し』みたいな動きだった。

　──不自然な動きだったな。……あの子が何かやったみたいだけど……なんなんだ……？

「お、おい……なんなんだよ、今のは……」

　残された五人の間に動揺が走る。

「──ちょ、ちょ、ちょっとでも動いてみなさい！　こ、こ、こ、この『人間リモコン』で倍速巻き戻しよ！　い、い、い、潔いさぎよく立ち去りなさい！」

　少女が口にした『人間リモコン』という単語が柳なぎ楽らは気になった。

　──そのままの意味だとすると……うん、そういうことになるよな……。

『人間リモコン』なるものが、柳楽の想像通りの道具だとしたら、危機が迫っているのはむしろあの不良たちのほうだ。……というかすでに一人ひとりどこかへ行ってしまった。

「わけわかんねーこと言ってんじゃねぇよ」「調ちよう子しに乗りやがって！」「黙だまらせろ！」

　男たちが左右にバラけた。取り囲んで一斉に襲おそいかかる腹なのだろう。少女の構える謎の機具には何か特別な『力』があるようだが、五人の男を同時に相手にするのは難むずかしいはずだ。

「…………っ！」

　そのとき、灰はい谷たにが男の一人を蹴けり飛とばした。きっと、行くなら今しかない、と悟ったのだ。

「なんだこいつ!?」「知るかよ！」「ぶっ殺せ！」

　あっという間に乱らん闘とう騒さわぎになった。

　──さすが先せん輩ぱいだ。勇ゆう猛もう果か敢かんとは先輩のためにあるような言葉だな……。

　武力行使はお強い先輩殿どのに任せて、今のうちに少女を連れてこの場を離はなれることにした。

「おい、大丈夫か？」

　手を差し出すが、案あんの定じよう、拒否された。

　状況を考えてくれ、と文句の一つも言いたくなる。

「お前もこいつらの仲間か──っ!?」

　もたもたしていると、男のうちの一人が柳楽に襲いかかってきた。

　顔中、ピアスだらけの不気味な男だ。外見はともかく、男はかなり上うわ背ぜいがある。

　素人しろうと同士の喧けん嘩かは体格差がモロに勝敗に響ひびく。特別運動神経がいいわけではない中肉中背の柳楽には荷が重い相手だ。それも不意打ちの攻こう撃げき。このままでは一方的にボコられる──

　──あ、あ、朝あさ霧ぎりさーん──っ！　助けて──っ！

　柳楽の護ご衛えい役やくを務める朝霧シズホはいついかなるときも柳楽の半径十メートル以内で待機している……はずだった。柳楽がピンチに陥おちいるといつもどこからともなく現れるのだが──

「──柳なぎ楽ら君！」

　噂うわさをすれば影かげ──

　上空から菫すみれ色いろの着物を身にまとった朝あさ霧ぎりが降ってきた。

　着地点は柳楽の目の前に迫りつつあったピアス男の後頭部。

　朝霧は着物がめくれ返るのも構わず、脚きやく線せん美びを見せつけるように目もつ下かの標的を攻こう撃げきした。

「──うおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!?」

　上空から奇き襲しゆうを受けたピアス男は固いコンクリートに叩たたきつけられた。ピアス男を踏み台にして飛び上がった朝霧は空中で一回転し、めくれた着物の裾すそを片手で握りしめ、起き上がろうとするピアス男の背中をきりもみしながら思いっ切り蹴け飛とばした。

「──ふぎゃあああああああああああああああああ!?」

　ピアス男は地面をゴロゴロ転がっていき、自動販はん売ばい機きにぶち当たった。

　──ガラガラガタン！　ガラガラガタン！　ガラガラガタン！

　赤い自動販売機が次々に飲み物を吐き出す。あまりの衝しよう撃げきにイカれてしまったのだ。

「柳楽君！　この場は私に任せて、その方を連れて先に逃げてください！」

「あ、ありがとう、朝霧さん！　助かったよ！」

「いえ、柳楽君をお守りするのは私に与えられた責務ですから！」

　朝霧はそれだけ言うと戦いの場へ身を投じた。

　非ひ常じよう識しきな力を持つ朝霧と空から手てで県内トップクラスの実力者に数えられる灰はい谷たにが組めばまさに天下無敵。最強のタッグと言える。この場は二人ふたりに任せるべきだろう。

「さあ、とっとと逃げよう」

　柳楽は拒否されるのを承知で少女の腕を強引につかんだ。どんな言葉で諭さとしたところで、「触るな！」の一点張りに決まっている。ここは無理やり連れて行くしかない。

「──き、汚い手で触らないで！」

「お、おい！　暴あばれるなって！　奴やつらに気づかれるだろ！」

「う、う、う、うるさい！　この性犯罪者！　強ごう姦かん魔ま！　とっとと放はなしてよ！」

　ここで放すような柳楽ではない。他人からの罵ば倒とうには慣なれている。

「ど、どうしても放さないと言うのね！　だ、だったら私にも考えがあるわ──」

　少女が空あいている左手で例の『人間リモコン』を操そう作さした。

　すると柳楽の意思とは無関係に身体からだが勝手に動き出した。

　──う、うお、なんだこれ!?　……まさか、あのリモコンに操あやつられてるのか？

　柳楽は少女に詰め寄った。もちろん自分の意思ではない。

「……あ、あれ？　ど、どうなってるの!?　──こ、この！　この！　この！」

　少女が何度も同じボタンを連打する。どうやら意図通りに動かせないでいるらしい。

　リモコンが壊こわれているのだとすれば、柳楽の奇行はもはや誰だれの意思でもない。

　操あやつり人にん形ぎようと化した柳なぎ楽らは素す早ばやい動きで少女の背後に回り込み、両手を前に伸ばした。

　そして、伸ばした両手を左右に広げ、少女のか細い腰に思いっ切り抱きついた。
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「──きゃ、きゃあああ！　何するのよ！　放はなしてよ！」

「んなこと言われても！（三倍速）」

「な、な、なんなのよ、その早口は！　私をバカにしているの!?」

「お前のリモコンのせいだろ！（やっぱり三倍速）」

「──もう、なんなの……ひゃっ！　ちょ、ちょっと……変なところ触ら……ひゃあああ!?」

　操られているとはいえ、少女から伝わってくる体温と胸の鼓こ動どうは本物だ。女性特有のぷにぷにした肌の感触と甘ったるい体臭はたちまち柳楽の思考を鈍にぶらせた。相手の同意を得ずに背後から抱きつく、という背徳的な行為に対する罪悪感は少なからずあったが、「でも自分の意思で動いてるわけではないからな」という欲望を満たすための建前が罪悪感を打ち消していた。

　──俺おれには、今という有限の時間を楽しむための権利があるんだ！　当然の権利だ！

「いやぁ！　止やめて！　放して！　触らないで！　──ひゃっ、ひゃあああああー！」

　少女の絶叫が路ろ地じ裏うらにこだまする。もはや警けい察さつに通報されてもおかしくないレベルに達していたが、朝あさ霧ぎりたちが乱らん闘とう騒さわぎを起こしているため、それほど目立つ声ではなかった。

「い、い、い、いつまで抱きついてるのよ！　し、し、し、死んでよ！　もうぅぅぅぅ！」

　少女がジタバタと暴あばれ始めた。いかにも非ひ力りきそうな少女だが、束そく縛ばくされていない腕を使って肘ひじ打うちを繰くり出した。その肘打ちが意外と威い力りよくがあって、しかも柳なぎ楽らの顔がん面めんにモロに突き刺さった。柳楽は、「ほげぇぇぇぇぇぇ!?」と悲鳴を上げたものの少女の身体からだは放さなかった。本当は解放したいのだが、身体が言うことを利かないこの状況ではどうしようもない。

　──でも……さすがにこれ以上はまずいよな……どう考えても……。

　柳楽が我われに返ったころ、不意に腕の力が弱まった。

　──お？　なんだ？　元に戻ったのか？

　身体に自由が戻ったのも一いつ瞬しゆんのこと。再び動き出した柳楽は、抱きすくめられてへなへなになっている少女の身体を両の腕でひょいっと抱きかかえた。俗に言うお姫ひめ様さま抱っこだ。

「な、な、な、なんの真ま似ねよ!?　どうするつもり!?　下ろしなさいよ──っ!?」

「だから勝手に動くんだって！（やはり三倍速）」

「この！　この！　停止！　停止！　止まって！　止まってよ！　もう……なんで！」

　柳楽は少女を抱きかかえたまま表通りに飛び出した。

　ただでさえ目立つ少女だ。否いや応おうなしに通行人の視し線せんが集まる。

「何？　テレビの収しゆう録ろく？」「なんで全力疾しつ走そうしてるんだろ……」「コントじゃない？」「ねえ、あの子の格好ってコスプレかな？」「モード系の極きわみって感じ」「前ぜん衛えい的てきだねぇ」

　止まりたいが止まれない。柳楽は人波を器用に避けながら繁はん華か街がいを突っ走る。

　──どこまで行くんだよ！　早く止まってくれ！　注目浴びまくりだから！

　願ねがいが通じたのか、繁華街の歩行者天国を抜け、その先の交差点に差しかかったところでようやく柳楽は動きを止めた。しかし、身体の自由は奪われたまま。文字通りの停止状態だ。そして周囲には通行人がいるわけで……しかも交差点で立ち止まったものだから、信号待ちをしていた人々が、なんだなんだ、と少女をお姫様抱っこする柳楽に注目した。

　──こいつを抱きかかえたままなら、止まらないほうがマシじゃねーかよ！

　柳楽は、「早くひと気のないところに移動してくれえええ！」と内心で叫んだ。

　だがリモコンは交差点の前で柳楽の動きを止めて以降新たな展開を見せない。

　──くそぉ、誰だれでもいいから助けてくれよぉ……。

　柳楽は少女を抱きかかえたまま周囲を見回した。すると──

「…………………………あれ？」

　真横を向くと、そこに見知った顔があった。

　見知った、というか現在の柳楽にとって、もっとも重要な人物……つまりは──

「……柳楽さん……？」小首を傾かしげたモニカと目が合う。

　柳楽は過去最悪のシチュエーションでモニカと顔を合わせることになった。

　この有あり様さま（見知らぬ女の子を街中で抱きかかえている）では言いい逃のがれは難むずかしい。

「……柳楽さんが……柳楽さんが……見知らぬ女性とランデブーです……!?」

「ち、違うんだ！　違うんだよ、モニカさん！（三倍速）」

「肯定ですか!?　肯定なのですか!?　否定してくれないのですか!?」

「いやいやいや！　否定してる！　全力で否定してるから！（三倍速）」

　三倍速状態では上う手まく言葉が伝わらないようだった。

　ジェスチャーを交えようにも未いまだ身体からだの自由は奪われたままだ。

「これが噂うわさに聞く、修しゆ羅ら場ばというものなのですね!?　そうなのですね──っ!?」

　そうこうしているうちにモニカの悲しみが限界を突破した。

「──モニカ様、気をたしかに！」

　側そばにいたリリアンが悲しみに打ちひしがれるモニカの身体を支える。

　が、すでに『ヴォルフの血』は暴ぼう走そうを始めていた。

　青空はどこへやら。わずか数秒で積せき乱らん雲うんが繁はん華か街がいの上空を覆おおい尽くした。

　いつかのように大雨が降るのかと思った。もしくは嵐あらしがやってくるのかと。

　だが実際に空から舞まい降りてきたのは氷の結晶──雪だった。

　季節外はずれにもほどがある。もうすぐ七月に入るというのに。

　雪は激はげしさを増していき、ものの数分で吹雪ふぶきへと発達した。

「──おい、貴様！　何をやっているんだ！」

　ものすごい形ぎよう相そうでリリアンが詰め寄ってきた。殴られるのを覚悟で身構えていると、

「……あ、あなたは……まさか……」

　リリアンが目前で動きを止めた。パリコレ少女の存在に驚おどろいているようだった。

「な、なんだ？　知り合いか？（三倍速）」

「……モニカ」吹雪の中、少女が消え入りそうな声でつぶやく。「……やっと会えたわ」

「やっぱり知り合いなんだ………………って、うわああああああああ！（三倍速）」

　事情をたしかめようとしていたら、再び『人間リモコン』が柳なぎ楽らの身体を操あやつった。

　柳楽は、繁華街を駆かけ抜けたときと同じようにパリコレ少女をお姫ひめ様さま抱っこしたままスクランブル交差点を斜めに横断した。歩行者用の信号が赤だったため、あちこちからクラクションが鳴らされた。だけど柳楽は止まらない。幸い車と衝しよう突とつしなかったからよかったものの、本来なら自殺行為だ。

「この！　この！　この！　いい加減に……止まってよ！」

　リモコンのコントロール機き能のうが奇跡的に回復したのは、大手デパートの『佐さ倉くら屋や』の前を通りかかったときだった。リモコンの呪じゆ縛ばくから解放された柳楽は、「お、おお！　動く！　動くぞ！」と喜びを表現したが、その直後──

「は、は、離はなれてよ──っ!?　も、もう、なんなのよ──っ!?」

　パリコレ少女に思いっ切り突き飛ばされた。

「い、痛ってぇ──っ！　おい、こら──っ！　いきなり何するんだよ──っ！」

「……だ、黙だまってよ」パリコレ少女は不満げだ。「…………変態」

「なんだよ、その言いい草ぐさは。元はと言えばお前のそのリモコンが原因だろ？」

「それは……あなたが私に触ろうとするから……」

「いや、あの場合、仕方ないだろ。逃げなきゃ巻き添え食ってたかもしれないし」

「…………う、後ろから……抱きついてきたし……胸も……触られたし……」

「……ああ」女ってのはずるい。「……そうだよ。全部俺おれのせいだよ。悪かったな」

「…………そ、そうよ！　全部あなたのせいよ！　精神的苦痛を受けたわ！」

「はいはい、わかったわかった。損そん害がい賠ばい償しようの請せい求きゆうはあとにしてくれ」

　今は責任の所しよ在ざいを追及している場合ではない。早くこの雪をなんとかしなくては。

「──って、うわっ！　なんか雹ひようまで降ってきたし！　なんだよ、このバカでかい雹は！」

　それはもう雹とは言えない代しろ物ものだった。一言で言い表すなら長い氷柱つらら。殺傷能力を秘めた天然の凶器だった。それが証拠に巨大氷柱が降ってきた直後、繁はん華か街がいにそびえ立つ多くのビルの窓ガラスが割れ始めた。走行中の車のフロントガラスにまで突き刺さっている。

『お、俺のボルシェが──っ！　まだローン残ってるのに──っ！』

『このままじゃ約束の時間に間に合わないっ！　初デートなのに！　絶対、フラれるぅぅ！』

『私がリンボーダンスの世界王者ではなかったら、今いま頃ごろ、雹が私の脳を貫かん通つうしていただろう！』

『きぇぇぇぇぇ！　自然現象風ふ情ぜいが調ちよう子しに乗りおってぇぇ！　こうなれば俺様が編あみ出した究極の格かく闘とう技ぎ、「スピッツァー」の餌え食じきにしてくれるぅぅ！　死ねやぁぁぁ、こらぁぁぁ！』

『おらぁぁぁ！　社員一いち丸がんとなって立ち向かうぞぉぉ！　ガラス代弁償しろやぁぁ！（社長）』

　街は大混乱に陥おちいっていた。一部、テンションのおかしな人々がいるようだが。

「これはモニカの仕し業わざね」

『佐さ倉くら屋や』の東ひがし館かんと西館の間にある屋根付きの通路に避ひ難なんすると少女が言った。

「さっきも言ってたけど、知り合いなのか？」

「……あの女は私の天敵よ」

「て、天敵？　っていうか……キミ、宇宙人なんだよね？　どこの惑わく星せいの人？」

「………………」

「なんだよ、だんまりか」

　柳なぎ楽らは身を震ふるわせながら街並みに視し線せんを投じた。

　季節外はずれの雪ゆき景色げしきが目の前に広がっている。信しんじ難がたい光景だ。道路は車が行き来しているからまだマシだが、歩道にはすでに数センチほどの雪の絨じゆう毯たんが敷しかれている。

「……アリサ・シャムロック」

　ふいに少女がつぶやいた。小声だったのでほとんど聞き取れなかった。

「え？　なんだって？」

「アリサ・シャムロック。……私の名前よ。二度も言わせないで……」

「あ、自己紹介ね。えっと……俺は柳楽淳じゆん。キミの星ではどうだか知らないけど、地球では俺みたいなのをイケメンと言うんだ。覚えておいて損はないと思うよ」

　ウケを狙ねらってみたものの、アリサはくすりとも笑わなかった。

「今のダメ？　面おも白しろくなかった？」

　親交を深めようと一歩近づいてみると、アリサはほとんど反射的に一歩後退した。

　やはり一定の距きよ離りを保たないとダメらしい。

「何歳？」

「……今年ことしで十六歳よ」

「あ、同おない年どしか。じゃあ、呼び捨てでもいいよな？」

「……嫌いやよ」

「よろしくな、アリサ」

「……減点一。十ポイントになったら……あなたの身に大変なことが起きるわよ」

「いや、もうとっくに大変な目に遭あってるんだが」

　必要以上に近づかなければ会話は成立するようだが、相手の顔を見ながら話すことはできないようだ。女性が相手ならまた違うのかもしれない。

「ところで、この大雪だけど……」

「モニカの仕し業わざでしょう」

「こ、このままじゃ……まずいよな。早くなんとかしないと……」

「平気よ。……私がなんとかする」

「へ？　どうやって？」

「…………あなたに説明する義理はないわ」

　アリサは騒そう動どうの原因となった『人間リモコン』をバッグの中にしまうと、柳なぎ楽らを放置してデパートの中に入っていった。

「──うぉい！　無視すんなよ！」

　柳楽は慌あわててアリサのあとを追いかけた。

　東ひがし館かんの一階はお客で埋まっていた。おそらく本来のお客に加えて外の大雪から避ひ難なんしてきた人々が混じっているのだろう。

「──おい、アリサ！」

　アリサは化粧品売り場のど真ん中に突っ立っていた。

　側そばに寄ると、おもむろにバッグの中に手を突っ込んだ。

　彼女が取り出したのは明らかにバッグの容量を超えた巨大なメカ。

　軽く五倍はあった。家庭用金庫くらいの大きさはある。

「……某ぼう国民的アニメのワンシーンを彷ほう彿ふつとさせるな」

「リスペクトと言って」なぜか知っていた。「これは作品ナンバー１６」

「作品ナンバー？」

「私が生み出した１０７の発明品のうちの一つ、『ジユウジザイ』よ！」

「じゆうじざい……」

「抜群のネーミングセンス……才能がほとばしっているわ！」

「そうか……？」

　少なくともネーミングセンスはないと思う。まあ、『人間リモコン』ほど安あん直ちよくではないが。

「……にしても……お前、キャラ違くないか？」

　発明品を取り出した直後からアリサのテンションは目に見えて高くなっていた。

　趣しゆ味みや特技の話になると途と端たんに饒じよう舌ぜつになる人がいるが、アリサもその類たぐいだろうか。

「げっ……なんかギャラリーが」

　いつの間にか周囲に人だかりができていた。アリサが妙な機き械かいを取り出したせいだろう。

　化粧品売り場だけあって見物人には女性の姿が目立つ。行ぎよう儀ぎよく立ち見しているのは新製品のデモンストレーションか何かと勘かん違ちがいしているせいかもしれない。

「──ちょ、ちょっと柳なぎ楽ら。あんた何やってんのよ？」

　人だかりの中に一いち之の瀬せの姿があった。彼女は柳楽の存在に気づくと、周囲の視し線せんを気にしながら恐る恐る近づいてきた。今日きようはやけに知り合いとの遭そう遇ぐう率りつが高い。

「……そういや、さっき会ったとき、『佐さ倉くら屋や』に行くって言ってたな……」

「ね、ねぇ……その子、誰だれなの？　さっきから何か話してるみたいだけど……？」

「い、いや、別に知り合いってわけでは……」

　一之瀬は昔から柳楽の女関係にうるさいところがあるし、最近、モニカと仲がいいみたいだから、告げ口されると厄やつ介かいだ。……もっとも、すでに見られてはいけないところをモニカに目もく撃げきされてしまったが……。

「よく聞きなさい、愚ぐ民みんども！　このかつてないほど偉大な発明、『ジユウジザイ』は──」

　ご丁てい寧ねいなことにアリサはギャラリーに向かって発明品の解説を始めた。

　──頼むから事を大げさにしないでくれ……！

　柳楽の願ねがいも虚むなしくアリサはノリノリで自じ慢まんの発明品を誇示する。

「この『ジユウジザイ』を使えば……局所的にだけど……天候を人工的にコントロールできるのよ！　動作に必要なものは、なんと空気と水のみ！　とってもエコロジー！　アインシュタインが生きていたら『ほげぇぇぇ!?』とか言いながら失禁しているところだわ！」

　おおー！　とギャラリーから歓かん声せいが上がる。見物人がまた増えそうだ。

　──つーか……なんでアイシュタイン知ってんだよ……地球人だぞ、彼は……。

「跪ひざまずきなさい、愚民ども！　この『ジユウジザイ』は日本円に換かん算さんすると約百億円の価値があるのよ！　そこの柳楽淳じゆんとかいう男の百億倍は価値があるという計算になるわ……！」

「──俺おれ、一円かよ！」

「訂正するわ」アリサは容よう赦しやがない。「一千億倍の間違い」

「──なお悪いわ！」

　ギャラリーから笑いがこぼれる。仕込みの一つだと思ったのかもしれない。

　アリサとコンビを組んだ覚えはないが、ギャラリーはそう理解してしまったようだ。

「ともかく！　このグレートな発明品を駆く使しすれば外の大雪もたちどころに止やむはずよ！」

「大丈夫なんだろうな？」

「私は天才少女よ？　愚ぐ問もんだわ」

「自じ画が自じ賛さんかよ！」

「し、し、し、失礼な！　客きやつ観かん的てき事実よ……！」

　先ほどのリモコンの件があるからイマイチ信用できない。

　もっとも、あんな機き械かいを自作してしまうくらいだから、頭がいいのはたしかなのだろう。

「それでは実際にこのマシンの効果を………………あ、水がない……」

「──おい……！」すかさずツッコミを入れる。「俺おれをコンビニまで走らせるつもりか！」

「ついでにおにぎりも買ってきて。ツナマヨネーズがいいわ」

「百億円分、買ってきてやるよ！」

　──もう嫌いやだ！　俺にも……俺にも……俺にもボケさせろ！　ツッコミ役はもう飽あきた！

　どうして自分の周りには無自覚なボケ役が多いのだろう。

「あのさ……なんだかよくわからないけど……私、水なら持ってるよ。……これで足りる？」

　一いち之の瀬せがバッグの中からミネラルウォーターを取り出し、アリサに差し出した。

　余計なことを、と柳なぎ楽らは思う。

「続きは外で実演するわ」

　水が手に入ると、アリサは何を思ったのか『ジユウジザイ』を鞄かばんの中に戻した。

「言い忘れていたけど、この『ジユウジザイ』は屋外専用なのよ」

　──だったら、なんのためにデパートに入ったんだよ……。

　見物人たちと共ともに化粧品売り場をあとにする。ぞろぞろとうっとうしい行列。

　猛威を振るった雹ひようはもう止んでいたが、空が白く霞かすんでしまうほどの雪が降り注いでいた。

　大きな屋根があるデパートの入口に場所を移すと、通行人が新たにギャラリーへ加わった。

　大雪が降っているとはいえ、『佐さ倉くら屋や』は大通りに面しているので、周辺の交通量はかなりのものだ。あっという間にデパートの中とは比較にならないほどの人だかりができあがり、さらに渋じゆう滞たいで動かない車の中から見物する人間まで現れた。

「それでは……ここに水を入れて……スイッチオン！」

　ひゅー、と甲かん高だかい音を奏かなでながら『ジユウジザイ』が起動した。アリサはすかさずコンソールの前に移動し、キーボードを高速で叩たたき始めた。ディスプレイにいくつか折おれ線せんグラフが表示されているが、柳楽には何がなんだかわからない。

　──ぷすぷすぷす……！

　しばらく行方ゆくえを見守っていると、『ジユウジザイ』が妙な音を発し始めた。

　──ガタガタガタ……！

　今度は横揺れ。洗せん濯たく機きみたいな動きだ。

「ね、ねぇ……あれ、大丈夫なの？　なんか煙とか出てるし、ガタガタ揺れてるし……」

「俺おれに訊きくなよ」肩を叩たたく一いち之の瀬せの手を払う。「あいつに訊いてくれ」

「……わっ！　火花！　火花散ってるって、柳なぎ楽ら！　あの子、危ないって！」

　一之瀬が人込みの中から抜け出し、『ジユウジザイ』に駆かけ寄った。

　アリサを助けようと思ったのだろう。しかし、一之瀬はアリサを救出する前に、『ジユウジザイ』が吐き出した謎なぞの黒煙の餌え食じきとなった。イカが墨すみを噴ふん出しゆつするような感じだった。

「や、やあああああああああああああああ！　何よこれぇ──っ！」

　謎の黒煙は一之瀬の上半身を黒く染め、特に顔周辺を汚染した。

「見えない──っ！　前が見えない──っ！　もういやあああああああ──っ！」

　じっとしていればいいのに、一之瀬は両手を前に突き出し、辺あたりをウロウロ彷徨さまよい始めた。

　止めに行こうか、と柳楽は一いつ瞬しゆん考えたが……そのうち一之瀬は、道路脇わきの雪だるま（誰だれが作ったのかは知らない）に顔から突っ込み、ピクリとも動かなくなった。お尻しりと足だけが寒空の下に晒さらされる形になる。

「……アホだろ、あいつ……」

　体育会系の同級生は放っておき、『ジユウジザイ』のほうへ向きなおる。

「お？　なんかまともに動いてる？」アリサの側そばに近づいてみる。「おい、大丈夫なのか？」

「……わ、私に意見するなんて……百億万年早いのよ」

　接近しすぎたせいか、アリサは俯うつむいたまま刺とげ々とげしい言葉を吐いた。

「百億万年って……なんだよ。ありえない単位だぞ」

「──ほら、見なさい！」アリサが上空を指差した。「効果が現れてきたわ！」

　アリサの声に呼こ応おうするようにギャラリーから歓かん声せいが上がった。

　──あ、あれ……？　雪が……止やんでる？

　空を見上げるまでもなかった。雲間から夕日が差し込んでいたからだ。

　その雲もギャラリーからの歓喜の声が止むころには東の空の彼方かなたに消え去っていた。

「……そうよ……私は天才。モニカには絶対に負けないわ……」

　アリサはコンソールの前で一人ひとりほくそ笑えんでいる。なんだか近ちか寄より難がたい雰囲気だ。

　──すごいな、あの機き械かい。モニカさんの暴ぼう走そうをこうもあっさりと食い止めるなんて……。

　どうやら彼女の発明品には当あたり外はずれがあるらしい。さっきの『人間リモコン』には致命的とも言える欠けつ陥かんがあったが、この天候を操あやつる『ジユウジザイ』というメカは、多少のもたつきはあるにしても、動作のほうは問もん題だいないようだ。

　──ピピピピピピッ！

　空をぼんやり眺めていると、ポケットにしまってあるケータイが電子音を奏かなでた。

「あ、リリアンさん？」おそらく大雪の件だろう。「さっきまで降ってた雪だけど……」

『大変だったんだぞ』

「──え？　大変だった？」

『モニカ様をなだめるのが……だ』リリアンはため息を漏らし、『即そつ興きようでこういう作り話を考えた。貴き様さまは路上で怪け我が人にんを発見したのだ。怪我人は両足を骨折していた。幸い近くに病院があったので、貴様は怪我人を抱きかかえて病院へ搬はん送そうした……という話だ』

「……それをモニカさんに？」

『大だい絶ぜつ賛さんだったぞ。「柳なぎ楽らさんはイエス・キリストの生まれ変わりか、ブッダの子孫に違いありません！」とおっしゃっていた。……ところで、今どこにいる？』

「………………………………………………やっぱり欠けつ陥かん品ひんじゃねーかよ」

『モニカ様が貴様に会いたがっている。今すぐ合流しろ。……おい、聞いているのか？』

「へいへい……聞いてますよ」

　柳楽は浮かれるアリサを放置して、モニカたちのもとへ向かった。




　　　　☆　☆　☆




　ストレスを発散しようと灰はい谷たにを誘ってナンパを決行。途中、妙ちくりんな女と出会い、その妙ちくりんな女の妙ちくりんな発明品で散さん々ざんな目に遭あい……解放されたのは午後四時半。

　その後、駅の構内でモニカたちと合流したのだが──

　──俺おれのバカバカバカ！　自宅だけは安あん住じゆうの地ちだったのに！

　きっと気を抜いていたのだと思う。これ以上、悪いことが起きるはずがないと──

　些さ細さいなミスだった。

　同じマンションに住んでいることをモニカに悟られないよう、いつもはエレベーターの前で別れているのだが、その日は軽けい率そつにも一いつ緒しよにエレベーターに乗り込んでしまった。

　まあ、そこまでなら「部へ屋やの前まで送るよ」ですむ話だが、疲れていたのか柳楽は、階数ボタンに手を伸ばし、自分の部屋がある『七階』をついつい押してしまった。

「柳楽さん……どうして七階なのですか……？　私たちの部屋は十七階ですよ……？」

　モニカに言われてようやく状況を把握した。全身が冷たくなっていくのを感じる。

「あ……えーと……」

　友達が七階に住んでいるんだよ……という嘘うそを咄とつ嗟さに思いついた。

　が、それを口にする前にリリアンが、

「モニカ様、お喜びください。彼はこのマンションに引っ越してきたのです」

「……そうなのですか？」

「つい二日前のことです。……彼は常々、私に漏らしていました。モニカ様の側そばにいたいと」

　──ざけんなババア！　殺すぞババア！　面と向かっては言わないけどな！

「柳なぎ楽らさん！　今の話は本当なのですか！　事実なのですか！」

「………………どうかな」

「モニカ様、彼は何を隠そう照れ屋なのです。あまり苛いじめては可哀かわい想そうですよ」

「ふぇー、なるほどですー。……あ、だから柳楽さんは愛のささやきが少ないのですね？」

　──誤解を招くような発言は止やめてくれ……。




　と、いうわけで──

　ついに宇宙人二名の自宅への進入を許してしまった。モニカが、「遊びに行ってもいいですか？」と捨て犬のような目で哀あい願がんするものだから、断るに断れなかった。どうせ断っていたとしても、いずれは押しかけられていたと思うが。

　──ま、モニカさん一人ひとりよりはマシかな。リリアンさんもトラブルは御ご免めんだろうし。

　姉の恵めぐみは彼氏とお出かけ。帰りは遅くなると言っていたから当分は大丈夫だろう。

「柳楽さん、キッチンをお借りしてもいいですか？」

　リビングでお茶を飲んでいると、モニカがおもむろにソファーから立ち上がった。

「キッチン？　またどうして？」

「手料理なのです。手料理を柳楽さんに食べてもらうのです」

「モニカさんが作るの？」

「作ります！」と珍しく強気にガッツポーズ。「最近、お菓子作りにハマっているのです。柳楽さんはケーキが大好物でしたよね？」

「うん、ケーキは好きだよ。……ってお菓子なんだ」

　手料理と言うからてっきり夕食を作ってくれるものとばかり思っていた。

　──うーん……ケーキ作りってけっこう時間かかるよな。

「どんなケーキ作るの？」

「えーと……ほっぷ……ほっけ…………ほっとけーき……です？」

「ホットケーキか」それなら短時間で製作可能だ。「俺おれ、好きだよ。ホットケーキ」

「本当ですか？　──ではさっそく材料を買いに！」

「──あ、大丈夫だよ。材料なら揃そろってるはずだから」

　柳楽の姉、恵がホットケーキを好むのだ。しかも食べるのは決まって残業で遅くなった日。

　深夜にリビングで一人、ホットケーキをむさぼる姉の姿はとてもシュールだ。

「えっと……こんなもんかな」

　用意した材料は……市販のホットケーキミックス、卵、牛乳、バター、塩、はちみつ──

　モニカにとっては他人の家。何がどこにしまってあるのかわからないはずなので、ボールやホイッパーなどの調ちよう理り用具一式なんかも一いつ緒しよに準備した。

「すぐに完成させますから！　柳なぎ楽らさんはリビングで待っていてください！」

「あ、うん……」

　トラブルの予感がしたので、できれば側そばで見ていたかったが、「製作過程は非公開です！」とモニカが言うので、仕方なくリビングに引き返した。




「──え？　じゃあ、あの子が『ド・ジッター』の社長令れい嬢じようなの？」

「その通りだ。偶ぐう然ぜんとは恐ろしいな」硬い表情でリリアンは言った。

「なんつーか、難なん儀ぎな性格してるよな、アリサって」

　朝、電話で話したとき、「苦にが手てなタイプだ」とリリアンは言っていたが、たしかにリリアンとアリサの組み合わせはちょっと具合が悪そうだ。オリヴィアのように正面からぶつかることはないだろうが、会話が成立しないような気がする。

「幼いころから発明一筋だったようで、同年代……特に異性には不ふ慣なれだという話だ。学校にもまともに通っていなかったそうだ。箱入り娘という奴やつだな」

「発明一筋ねぇ……」

「ああ、言い忘れていたが、彼女は自分の発明品のことになると途と端たんに饒じよう舌ぜつになるからな。あと、才能はあるらしいが、『妙な発明品』を量産しているようだからくれぐれも注意しろ」

「…………もっと早く言ってくれ」

　キッチンから時折、「かき混ぜます！」とか「ここで隠し味を！」とかいったような声が聞こえてくるので、いちいち様よう子すをうかがわなくてもモニカの状況は丸わかりだ。

「あー、そういやさ、アリサが『モニカは私の天敵です』とかなんとか言ってたんだけど」

「……そうか。やはり根に持っていたか」

「どういうこと？」

「ああ、それがな──」

　──ピンポーン！

　そのときリリアンの言葉を遮さえぎるようにチャイムが鳴った。

　──誰だれだよ、こんなときに……。

　セキュリティーのしっかりしたマンションだから、訪問販売の類たぐいがやってくることは考えられない。とすると考えられるのはたまにアポなしでやってくる猫ねこ矢やか……世帯主の姉だ。

「やばいな……姉ねえちゃんかも」

「身内がチャイムを鳴らすか？」

「え？　ああ……そういえばそうか……」

　だったら猫矢だろうか？　姉の友人という可能性もあるが……。

「どうした？　行かないのか？」

「……行くよ」

　何を焦あせっているのだろうか。チャイムを鳴らしているのが姉以外の訪問者なら普通に応対すればいいだけの話だ。警けい戒かいなんてする必要はない。

「……でも、なーんか……嫌いやな予感がするんだよな……」

　重い足取りで玄関に向かう。玄関マットの側そばでスリッパを脱ぎ、サンダルに履はき替えたとき再びチャイムが鳴った。柳なぎ楽らは「はいはい」と応こたえながらチェーンを外はずした。ドアをゆっくり開くと、戸口の前に斬ざん新しんなファッションに身を包んだ発明少女が立っていた。

「……お、お前は……」

「………………」

「……えーと、なんでここに？」

「………………」

「……なんとか言えよ？」

「……………………………………なんとか」

　わけがわからなかった。アリサがどうしてここにいるのかも、何がしたいのかも。

「な、なんなんだ……一体……」

　唖あ然ぜんと立ち尽くしていると、アリサが両手を前に突き出してきた。

　空からの手ではない。彼女は両手で珍妙なものを抱えていた。

「……ざる……の上に……蕎そ麦ば……？」

　しらーっと他ひ人と事ごとのように傍ぼう観かんしていると、アリサがさらにざるを前に突き出し、柳楽の腹をコンコンとノックし始めた。受け取らなければ腹を突き破るぞ、と言わんばかりに。

「早く受け取りなさいな。引越し蕎麦ですわ。知りませんの？」

　背後から銀ぎん髪ぱつの女がしゃしゃり出てきた。見覚えがあるな、と思ったらオリヴィアだった。

　いきなりの登場に柳楽は面食らったが、すぐにリリアンの言っていたことを思い出す。

「……えっと、たしかアリサの護ご衛えいやってるんだっけ？」

「その通りですわ。リリアンの命令に従う理由など一つもありませんけど……アリサ様は故郷のスター的存在。私以外の人間にアリサ様の護衛役は務まりませんわ。何しろ私は『王室守護者ロイヤル・ガーデイアン』始まって以来のビッグな逸いつ材ざいですから。写真集バカ売れですから」

「ツッコミどころ満載だが、あえて指摘しないでおいてやるよ。……っていうか、お前の故郷はクレメンツじゃないのか？　故郷のスター的存在ってことはアリサと同郷ってことだろ？」

「私とアリサ様はクレメンツの同盟国『シュメール』の出身ですわ。アリサ様のお父とう様が一代で築きずき上げた『ド・ジッター』の本社があるのも『シュメール』です」

「ふーん……そうなのか」

　──そういや、なっくんが言ってたな。クレメンツには二十の同盟国と、二百の属国が存在するって。同盟国の『シュメール』か……それなりに力のある国なんだろうな。

「それにしても、隣となりに住んでいるのがまさか王女の婚約者だなんて──」

「は？　隣？　今、隣って言ったのか？」

「７０４号室ですわ」

「…………偶ぐう然ぜんだよな……」

　なんだか作さく為いめいている。７０６号室にはすでに朝あさ霧ぎりが住んでいるわけで、７０４号室にアリサたちが越してくるとなると、柳なぎ楽らのお隣さんは両隣とも宇宙人ということになる。

「にしても……引ひつ越こし蕎そ麦ばとはまた古風な」

　柳楽は両手を前に突き出したまま固まっているアリサに目を向けた。

　俯うつむいている。顔を真まっ赤かにして俯いている。耳まで真っ赤だ。

　繁はん華か街がいでは自じ慢まんげに発明品を誇示していたが、今は小動物のようにおとなしい。

　異性に不ふ慣なれ、というリリアンの話は本当のようだ。

「アリサ様、戻りましょう。このような腐くされ外げ道どうといつまでも一いつ緒しよにいると、バカがうつってしまいますわ。──ああ、嫌いやですわ。嫌ですわ。バカと同じ空気を吸うのは苦痛ですわー」

「その、ですわ口く調ちよう……マジ腹立つんだが……」

　いろいろ言ってやりたいことはあったが、アリサが抱える蕎麦に罪はない。

　ここは無む下げに突き返さず、素す直なおに受け取っておくことにしよう。

「今日きようの夕飯は蕎麦で決まりだな」

　──バタバタバタバタバタ！

　ざるを受け取り、蕎麦の分量を目で量っていると、背後から足音が近づいてきた。

　やけに慌あわただしい。モニカが何かやらかしたのだろうか。

　一いち抹まつの不安を抱きながら、背後に首を回すと──

「柳楽さん！　未知の生物が！　キッチンに未知の生物が現れました！」

「──ひ、ひぃ──っ!?」

　振り返った瞬しゆん間かん、全力で駆かけてきたモニカに押し倒された。両手を離はなれたざるは蕎麦もろとも空中に舞まい上がった。蕎麦は空中でバラバラに分解され、その後アリサの頭に降り注ぎ、ざるはいい角度でオリヴィアの後頭部を直ちよく撃げきした。「きゃあっ!?」とアリサが短い悲鳴を上げ、「──痛っ!?　なんですの!?」とオリヴィアが後頭部を手で押さえた。

「動きが速くて長い触角があって！　艶つやのある黒いボディがグロテスクなのです！」

「ちょ、ちょっとモニカさん！　落ち着いてよ！　暴あばれないで……ってマウントポジションは止やめてよ！　うげっ……首……首は絞めないで……息ができないから……」

　モニカの手をどかそうと必死にもがいたが、つるん、とつかんだ手がすぐに離れてしまう。そのときになってようやくモニカの手がオイル塗まみれだということに気づく。フライパンに油を引いているときに、その『未知の生物』とやらが現れたのだろう（たぶんゴキブリ）。

　さらにモニカは黄き色いろ味みがかったドロドロの液体を頭から派は手でにかぶっていた。

　おそらくホットケーキの生き地じ……ホットケーキミックスに牛乳と卵を混ぜたものだ。
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「モニカさん……いい加か減げんにどいてくれない……かな？」

　首絞めは止やめてくれたが、モニカの寝ね技わざが解かれる気け配はいは未いまだない。それどころか、「グロテスクです、グロテスクです」とつぶやきながら柳なぎ楽らの腰に抱きついてきた。ぷにぷにした肌の感触と生温かさが徐じよ々じよに柳楽から正常な思考を奪っていく。

　──ああ、女の子は柔らかいなぁ……反則的に柔らかいなぁ……。

　抵抗を忘れ、なすがままに身を委ゆだねようと全身の力を抜くと──

「う、うお……そこはやばいって！　さすがに股こ間かんは……！」

　絡まったモニカの右足が柳楽の股間をぐいぐいと圧迫する。

　──お、お、お、俺おれはノーマルだ！　こんなプレイに興きよう味みはない……！

　力ちから尽ずくでモニカを引っくり返そうと、体育のとき習った柔道の寝技を思い出す。相手を引っくり返そうと思ったら脇わきや腕を取ったり、足を絡めて反転するしかない。

「まあ、なんてふしだらな！　あなた方は毎日、そのようなハレンチ行為を？」

　オリヴィアが声を荒げて柳楽たちをなじる。

　どこか演技臭い言い方だから、本心ではないだろう。面おも白しろがっているのだ。

　一方、アリサは冷静ではいられないようで──

「ふ、ふ、ふ、ふ、不ふ潔けつ──っ！　不潔よ、あなたたち！　不潔は犯罪でしょう──っ!?」

「──あ、アホか！　誰だれがどう見たって不可抗力だろうが！」

「ふ、ふ、不可抗力ですって!?　そ、そ、そんなラブコメの主人公みたいな弁解がこの私に通じるとでも思っているの!?」

「なんでラブコメって単語がすんなり出てくるんだよ!?　お前は日本人か!?」

「う、うるさいわね！　黙だまりなさいよ！　ええーい、こうなったら──」

　アリサはワンピースのポケットに手を突っ込むと──物ぶつ騒そうなものを取り出した。

　ピストルだ。レンコン状の回転式弾だん倉そうがついているから自動式のピストルではない。

　回転式拳けん銃じゆう──リボルバーだ。

「私の天才的頭脳が生み出した、十万三千の発明品のうちの一つ！　作品ナンバー２９！　はーとぶれいく！　バージョン２・３５よ！」

　アリサが自じ慢まんげに語る。どうやらスイッチが切り替わったようだ。

「十万三千ってどっかで聞いた数字だな、おいっ！　ってか、１０７じゃなかったのかよ！」

　アリサの発明品だから、本物の銃みたいに弾丸が発射されることはないだろう。

　が、どうせロクでもない道具に決まっている。本来の効果を無視して、本人の意図の埒らち外がいで暴ぼう走そうするオチが目に浮かぶ。

「ここに弾だん薬やくをセットし、引き金を引くと、火薬が発火して弾丸が発射！　シンプルな構造だけど、この灯台下もと暗しとも言えるアイデアを思いついたのはおそらく全宇宙で私が最初よ！」

「まんまピストルじゃねーか！」

「はーとぶれいくよ！」アリサが銃を構える。「さあ、潔いさぎよく死になさい！　この変態男！」

「や、止やめろ！　撃うつな！」

　無常にも引き金に手がかかる。アリサはなんのためらいもなしに発砲した。

　予想に反し、ぴゅいーん、という可愛かわいらしい音が室内に反はん響きようした。

　──あ、あれ？　痛くない？　当たってない……のか？　ってか、ぴゅいーん？

　恐る恐る目を開くと、眼前に朝あさ霧ぎりと思おぼしき後ろ姿があった。

　彼女は白いバスタオルを身体からだに巻きつけているだけで──衣服を身につけていなかった。

「こ、この！　この！　この！　この──っ！」

　再び発せられる間の抜けた発砲音。ぴゅいーん、ぴゅいーん、と連続して二回発砲された。

　──コトン、コトン。

　超人的な運動神経を誇る朝霧は発射された弾丸を素手であっさりと払い落とした。

　アリサはその後も懲こりずに発砲したが、全すべて朝霧の手によって防がれた。柳なぎ楽らがモニカの下した敷じきから抜け出すころには朝霧の完勝で（一方的な）銃じゆう撃げき戦せんは終了していた。

「……あ、朝霧さん……その格好は？　──というか、一体どこから現れ……って壁かべに穴が開いてる──っ!?」

「すみません。柳楽君を助けるためにはショートカットするしか方法がありませんでした」

「しょ、ショートカットって……」

「ちなみに私、シャワーを浴びていました。ですから、この穴はバスルームに続いています」

　隣となりの７０６号室との間に推定三十センチほどのトンネルが開通していた。素手でピストルの弾を払い落としてしまう化け物じみた少女にとって、これくらい造ぞう作さもないことなのだろう。

「まあ、あとで修理しますので心配しないでください」

「……修理？　できるの？」

「工作は得意なんですよ、わりと」伝でん家かの宝ほう刀とう、『わりと』が出た。朝あさ霧ぎりの口くち癖ぐせだ。

　朝霧は持参していた二本の刀のうち一本を抜ばつ刀とうした。

　異常に刀身の長い刀だ。室内で振り回すには適当ではない長さに思えるが──

「おい、なんだ。今の『ぴゅいーん』とかいうマヌケな効果音は？　ギャグのつもりか？」

　リビングに続く扉とびらが開き、細長い廊下の端にリリアンが現れた。

　暢気のんきにティーカップを傾けている。今の今までお茶を飲んでいたというのか。

「……なんだか……面めん倒どうくさいことになっているな」

　リボルバーを構えるアリサと、それに対たい峙じする朝霧の姿を見て状況を理解したのか、リリアンはティーカップを廊下の隅すみに静かに置き、片手を腰に当てて前に歩き出した。

「私の邪じや魔まをする人間は何なん人ぴとたりとも許さないわ！」

　アリサが再度、銃じゆうを発砲する。当初の目的を見失い、標的はいつの間にか朝霧に切り替わっていた。自じ慢まんの発明品を素手でさばかれて逆上したのかもしれない。

　──カキン！　カキン！

　朝霧は両手で構えた刀を微妙に動かし、飛んでくる弾丸を全すべて弾はじいた。

「──はっ！」

　その隙すきにリリアンが天てん井じようスレスレの高さまで跳ちよう躍やくし、柳なぎ楽らたちの頭上を越えてアリサの背後に着地した。回り込んで銃を叩たたき落とそうとしたのだろうが、リリアンの行動を予測していたかのようにオリヴィアが彼女の前に立たち塞ふさがった。

「なんの真ま似ねだ、オリヴィア？」

「私はアリサ様の護ご衛えいですわよ？　相手が誰だれであろうと……アリサ様に危害を加えようとする輩やからはこの私が排除しますわ！　それが私に与えられた使命！」

「何が使命だ！　面倒事を引き起こしたのはアリサ嬢じようだろうが！」

「事態を混乱に導みちびく引き金を引いたのは王女のほうではなくて？」

「──貴様、まさか……アリサ嬢を後うしろ盾だてにしてまた反乱を起こす気なのか!?」

「フフフ、さすがのあなたも『ド・ジッター』の社長令嬢に手を上げることはできないのではなくて？」

「この小悪党が──っ！　再教育してやる──っ！」

　新たな小こ競ぜり合いが発生しそうだったので、柳楽はオイル塗まみれのモニカの手を引っ張って、廊下の奥に避ひ難なんした。モニカはまだ「黒いのが、黒いのが……」と泣きべそを掻かいている。

「リリアンさん、これを使ってください！」

　朝あさ霧ぎりがもう一本の刀をリリアンに向かって放り投げた。

「──んっ、これはいい刀だな。借りるぞ」

「その刀は伝説の名刀、『雷らい切きり』………………のレプリカです」

「レプリカか。──だが、気に入ったぞ！　デザインがいい！」

　リリアンは抜ばつ刀とうするなり狭い廊下で素振りを始めた。

「フフフ、そんなナマクラで私の『シュチェルビェツ』と対等に渡り合えますこと？」

　オリヴィアが不敵に笑いながら両もろ刃はの剣つるぎを構える。

「おいおいおいおいおいおい！　家の中で物ぶつ騒そうなもん振り回すなって！」

　柳なぎ楽らは銃じゆう刀とう法ほう違反の宇宙人たちに向かって制止の声を飛ばしたが──

「死ぬ気でかかってこなければ命を落とすことになりますわよ？」

「ふん、行くぞ！　オリヴィア！　再教育の時間だ！」

　誰だれも柳楽の言うことなど聞いちゃいない。狭きよう小しような室内で壮絶なバトルが開始された。

「止やめてくれ！　お願ねがいだから止めてくれ！　……家が、家がぁぁぁぁぁ──っ！」

　一時間後──

　なんとかオリヴィアとアリサの撃げき退たいに成功したリリアンたちだったが、その弊へい害がいと言うべきか、７０５号室は完全に廃はい墟きよと化してしまった。




　さらにその一時間後──

　工作が得意な朝霧の手によって室内の修しゆう繕ぜん作業が行われた。

「ふぅ、これで終わりですね。傷一つないはずです。前より綺き麗れいかもしれません」

「どうしてカナヅチ一本で直せるの!?　いろいろと無理があるよね!?」

　工作はわりと得意、と本人は言っていたが、これはもう『わりと』の範はん疇ちゆうを超えている。

「実は自分でもびっくりしています。世の中って不ふ思し議ぎですね」

　──恐るべし、朝霧工務店……。




　　　　☆　☆　☆




　その日、午後八時ごろ、灰はい谷たにから電話があった。

「あのあと、大丈夫だったか？」

「ええ、まあ……こっちはなんとか。そっちはどうでしたか？」

「なんの問もん題だいもなかった。……あ、朝霧……さんの加勢があったからな……」

　朝霧の名前を口にしたときの灰谷の声の裏返りようは尋じん常じようではなかった。

「やっぱりね。朝あさ霧ぎりさん、メチャクチャ強いでしょう？」

「ああ、強い。圧倒的に強い。それに………………美しい」

「……は？」

「か、か、か、彼女のケータイ番号か……メールアドレスを教えてくれ」

「……先せん輩ぱい……まさか？」

「お、お前も知ってるだろう。俺おれは強い女性が好きなんだ。精神的にではなく、物理的にだ」

「…………あー、先輩って格ゲーやるときも、だいたい女キャラですよね」

「戦う女性はカッコイイ。この世の定説だ」

　いつになく灰はい谷たには多弁だった。電話をかけてきたのは柳なぎ楽らが心配だったからではなく、朝霧のことが気になって仕方がなかったからだろう。でなければこんな時間に電話をかけてくるはずがない。本当に心配なら不良たちを一いつ掃そうしたあとに連絡をよこすはずだ。

　──まあ、先輩が朝霧さんに惚ほれちゃうのも無理はないよなぁ……実際、朝霧さんは美人だし、格かく闘とう技ぎにも精通してるし。……でも、先輩が朝霧さんとどうこうなるってのは想像がつかないなぁ。先輩って昔から女運悪いし……片思いで終わっちゃうんじゃないかなぁ……。

「……一つ、気になったことがあるんだが……質問してもいいか？」

「うん？　なんですか？」

「朝霧さんに『柳楽とはどういう関係なんだ？』と問いかけたんだ」

　よくその質問を口にすることができたな、と柳楽は感心する。

「なんて言ってました？」

「それが、『私は柳楽君の奴ど隷れいです』と真顔で言われたんだが……どういうことだ？」

「………………冗じよう談だんだと思いますけど」

「そ、そうだよな。さすがに本気であんなことは言わないよな」

　きっと朝霧は冗談でそう言ったのではなく、『奴隷』みたいなものです、と言いたかったのだと思う。彼女は肝かん心じんなところで極端な言い方をするから誤解されやすい。柳楽はそのことを、身をもって経けい験けんしている（愛人云うん々ぬんとか妾めかけ云々とか……）。




　灰谷との通話を終わらせると、今度はリリアンから電話がかかってきた。

　用件は訊きくまでもなくわかった。アリサのことだ。もっと言えばモニカとアリサの関係。

　茶ちや々ちやを入れる気力など残っていなかったので柳楽は静かにリリアンの話に耳を傾けた。

『以前、ある惑わく星せいでアリサ嬢じようの発明品が一般公開されることになったんだ。一年くらい前の話になるな。その席にモニカ様も招待されて、ご出席なさったのだが……』

「まさか……暴ぼう走そうしちゃったとか言わないよね？」

『そのまさかだ』

　リリアンが電話口でため息をこぼした。妙に色っぽいため息だった。

『なぜモニカ様が暴走してしまったのか……はっきりした理由は今でもわかっていないのだが、アリサ嬢じようはそれ以来、モニカ様に対して辛しん辣らつなのだ。それ以来といっても、その後、二人ふたりが顔を合わせたのは都つ合ごう二度だけだがな。モニカ様はアリサ嬢の顔など忘れているだろう』

「モニカさんが暴ぼう走そうした原因……アリサは知ってるのかな？」

『さあな。……まあ、アリサ嬢としては暴走の原因よりも、暴走によって引き起こされた巨大竜巻に自分の発明品を破は壊かいされたことへの怒りのほうが大きいはずだ』

「……そら、怒るっちゅーねん」なぜか大おお阪さか弁べんになってしまった。「謝しや罪ざいはしたの？」

『公式な見解では突然どこからともなく巨大竜巻が発生したことになっているから表おもて沙ざ汰たにはなっていないが、「ド・ジッター」の上層部の人間は原因を知っているからな。ちょっと色をつけて──日本円換かん算さんで──だいたい五百億円ほどで話をつけた』

「……会社は納得したけど、アリサには不満が残ったってことか」

『そういうことだな』

「リリアンさんは誰だれにも咎とがめられなかったの？」

『ああ……そのときはまだモニカ様の側近ではなかったからな』

「じゃあ、失しつ脚きやくした人間がいたのか……」

　その失脚した人間の代わりにモニカの側近に昇格したのがリリアンなのだろう。

『朝も話したが、アリサ嬢は明日あしたから南雲なぐも高校に通うことになる。そのつもりでいろよ』

「……………………はぁ」もはやため息しか出なかった。




　電話のあと、リリアンからもらった携けい帯たい情報端末を起動した。

　その情報端末は音声対話型で、ナビゲーターの「なっくん」というネコっぽいデザインのキャラクターに質問することで情報を引き出せる。──はっきり言ってあまり使えない。

《いやっほー。なっくん、どえーす》

「……お前、キャラ変だぞ？」

《なぜなになっくんのこーなー、ですか？　それとも、おふろが、さきですか？》

「……あのな、『ド・ジッター』について教えて欲しいんだよ」ツッコミはなしだ。

《ど・じったーは、ぼくの、とくいぶんやですよ。よかったですねー。あなたらっきーです》

「そいつは珍しいことだ」

《えー、ど・じったーは、にちようひんから、ぐんじへいきまで、ありとあらゆるものを、かいはつしている、うちゅうてきにゆうめいな、だいきぎょうです。ど・じったーが、はんばいしているもののなかには、しゃちょうれいじょうの、ありささんが、かいはつしたものも、いくつかあります。でも、かのじょのはつめいひんは、じんどうてきに、もんだいがある、ばあいがほとんどなので、じっさいに、じつようかしたものは、すくないみたいですねー。……あー、ところで、ひらがなばかりだと、よみにくくないですかぁ？》

「読みにくいです」はっきり言ってやった。「…………うーん、人道的に問もん題だいありかぁ。……たしかに人間リモコンなんかは実用化不可能だろうな」

《ちなみに、ぼくも、ありささんの、はつめいひんですよ？》

「──は？　お前が？　マジで？」

《くれめんつこくないで、はんばいするにあたって、しようにへんこうが、あったみたいですけど、きそてきなぶぶんは、ぷろとたいぷと、いっしょですよー》

「……完全に失敗作だと思うぞ、お前は」

《いまのめっせーじ、ありささんに、そうしんします。というか、もうしました》

「うおおおおおおおーい!?　お前、どんだけ鬼き畜ちくなんだよ!?」

《あ、いま、ありささんから、めっせーじが、とどきました。『あなたが実家で可愛かわいがっているネコのみーすけをサバンナに放ちます』だそうですよ？》

「陰湿だ!?　ってゆーか、それ以前になんでネコ飼ってるの知ってるんだよ!?」

　音声対話型携けい帯たい情報端末。通称『なっくん』。

　作品ナンバーは５９……らしい。

　開発者の悪口を言うと、ナビゲーターが密告するシステムになっている……らしい。






　　　ＣＡＳＥ２　柳楽淳最後の日《前編》～イチャイチャラブラブ大作戦～




　昼休み。喧けん騒そうに包まれた一年生校舎の廊下を二人ふたりの少女が歩いている。

　留学生として南雲なぐも高校に編へん入にゆう学がくを果たしたアリサとオリヴィアだ。

　性格に難なんのある二人だが、学内における容よう姿しの評価は高い。同じ時期に二人で編入学したインパクトもあって、早くも一年生男子の間で噂うわさの的まとになっていた。

「なあなあ。お前、話しかけてこいよ」

「無理無理。Ｂ組の『イケメン相あい田だ』が無視されたの知らないのか？　絶対無理だって」

「な、なんだとぉ？　一時期モデルと付き合っていたっていうあの『イケメン相田』が？」

「俺おれ、遠巻きに見てるだけで十分だわ。正直、次元が違いすぎてカノジョにしたいという願がん望ぼうすら湧わいてこねぇーよ」

「あ、その気持ちわかるぜ。神聖すぎるよな、あの留学生コンビ」

「オーラ放ってるよな、オーラ。身体からだに触れたら、俺ら間違いなく溶けるな」

　こんな感じの会話がそこら中でささやかれている。廊下を歩けば男子生徒の視し線せんが一斉に集まる。教室の窓から身を乗り出す生徒までいる始末だ。

　──もっとですわ！　もっと私たちのことを噂しなさい！　そう……喉のどが潰つぶれるまで！

　オリヴィアはご機き嫌げんだった。彼女の隣となりを歩くアリサも薄うす笑えみを浮かべている。

　アリサはそれほどでもないが、オリヴィアは常に周りの人間より一歩リードしていないと気がすまない。常に衆しゆう目もくを浴びていないと落ち着かない。常に優ゆう越えつ感かんに浸ひたっていないと干ひからびてしまう。……そういう性質なのだ。

「例の留学生コンビ……すげぇ美人だよな」

　一年生校舎から特別棟に続く渡り廊下を歩いていると、また二人ふたりのことを噂うわさしている集団を見かけた。柱の裏で話しているようで、こちらの存在には気づいていないようだった。

「高たか嶺ねの花はなって奴やつだよなぁ……」

「あのレベルになると、普通はテレビとか雑誌とかじゃないとお目にかかれねぇからな」

　ここにもオリヴィアたちを神聖視する男子生徒たちがいた。しかし──

「まー、たしかに可愛かわいいけど……俺おれはモニカ様のほうがいいなー」

「そりゃそうだ」すぐに賛さん同どうの声が上がる。「モニカ様は別格だからな」

「十年に一人ひとりの逸いつ材ざいと言っても過言ではないからな、モニカ様は」

　二人は歩みを止めた。聞き捨てならない会話だったからだ。

　──王女のほうが、人気が上だと言いますの？　というか、様付けなんですの？

　オリヴィアは眉まゆをひそめ男子生徒たちの会話に耳を傾けた。

　見知らぬ男子生徒たちはその後も『モニカ談だん議ぎ』で盛り上がった。

「モニカ様って小こ柄がらだけど……けっこう胸のボリュームはあるよな」

「あれ、何カップあるんだ？」

「Ｃくらい？　いや、もっとあるか？」

「やっぱり女は胸だよな。胸が一番重要だよな」

「おいおい、大きさよりも形のほうがずっと大事だぞ。だいたいさ、でかけりゃなんでもいいって考えは危険なんだよ。だって、デブでもオーケーってことになっちゃうだろ？　──って死んだじいちゃんが枕まくら元もとに立って力説してた」

「お前んとこのじいさん生きてるだろ。勝手に殺すなよ」

「ああ、モニカ様の胸に挟まれたい……」

「むしろ俺は挟みたい」

「ああー？　何をだよ？　何を挟みたいんだよ？」

　下品な笑い声が渡り廊下に響ひびき渡わたる。

　──ふ、ふしだらですわ！　これだから未開惑わく星せいの猿どもは！

　ギリリ、とオリヴィアは奥歯を噛かみしめた。下しもネタの意味を悟ったのか、アリサは教科書を両手で持ち上げ顔を覆おおっている。下ネタに耐性がないので、平然としていられないのだ。

「それに比べて、留学生コンビは……ちょっとボリューム不足だよな」

「つーかよ、平均以下だろ、あれは」

「冬服だとわかりづらいけど、夏服だと丸わかりだよな。胸の大きさって」

「二人ふたりともぺったんこってのがな。せめてどちらか一方だけでも大きかったら……」

「別に巨乳好きってわけじゃないけど、さすがにあれはないよな。ほとんど無乳だし──」

　──プツン。

　二人の頭の中で何かが切れた。

「…………オリヴィア」

「ええ、わかっていますわ。私にお任せください。粛しゆく清せい……ですわ」

　オリヴィアは懐ふところから『吹き矢』を取り出し、痺しびれ薬ぐすりが塗られたその矢を柱の裏で談だん笑しようする男子生徒たちに向けて次々と発射した。宇宙人のくせに攻こう撃げき手段が古風なのはオリヴィアが現在時じ代だい劇げきにハマっているからである。しかも夕方の再放送だ。毎日、録ろく画がしている。

　──バタバタバタ……。

　矢は全すべて命中。男たちはその場に崩れ落ちた。

　さらに二人は男たちの額ひたいに「おっぱい」「巨乳大好き」「胸は女の命」「挟ませろ」といった文章を油性マジックで書き連ねた。これで女子から軽けい蔑べつされること間違いなしだ。

「メキメキ日本語が上達していくわ」

　これで通算三十五人目。『ラクガキ被害者』は着実にその数を増やしていた。

「……モニカにだけは負けられない」渡り廊下を抜けるとアリサが深いため息をついた。

「アリサ様、自信をお持ちください。女の価値は胸のみにあらず、ですわ」

「それはわかっているわ」アリサが頷うなずく。「でも……現状はモニカのほうが優ゆう勢せい」

「アリサ様ならすぐに評価を一変させることができますわ」

「ええ……当然よ。近いうちにモニカを私の足元に跪ひざまずかせてみせるわ」

「問もん題だいはどうやって王女を揺さぶるか、ですわね」

「それが問題ね。モニカはああいう性格だから正攻法では難むずかしいと思う」

「たしかにまともにやり合っても疲れるだけですわね。王女は闘とう争そう心しんが薄うすいようですから」

「……何かいい方法はないかしら」

　アリサが眉み間けんにしわを寄せてうつむく。だが彼女は悪事を企たくらむことには向いていない。

　幼いころからひたすら研究に打ち込んできたアリサは『一人ひとりの世界』に没頭することは覚えたが、他人と競きそうことは学ばなかった。周りに敵がいなかったので、自分の中の知的好奇心を満たす行為に没頭するだけでよかったのだ。それ故ゆえ、彼女の根は純粋そのもの。モニカと出会って初めて他人を意い識しきし、そして劣等感を覚えた。

「アリサ様、いいことを思いつきましたわ」

　そんなアリサとは対照的に悪わる巧だくみが得意なオリヴィア。リリアンに言わせれば最後の詰めが甘いらしいが、世せ間けん知らずなアリサにとってオリヴィアは頼りになるお姉ねえさん的存在だ。

「……何？」

「王女の婚約者、柳なぎ楽ら淳じゆんに的まとを絞るのです」

「あの男に的を？　どういうこと？」

「フフフ、柳楽淳をアリサ様の所有物にしてしまうのです！　王女から奪い取るのですわ！」

「えっ！　……で、でも、わ、私は……あんな男に……興きよう味みはないわ……」

　見るからに動揺するアリサ。何か勘かん違ちがいしているようだ。

「いえいえ、そういうことではありませんわ。アリサ様があのような下げ種すな男に本気になるはずがありませんもの。……目的はあくまでも王女の婚約者を落とすこと──ですわ。アリサ様なしでは生きられない身体からだにしてしまうのです」

「わ、私なしでは……生きていけない身体に……？」

　アリサの頬ほおが瞬またたく間にリンゴ色に染まる。男性に免めん疫えきのないアリサだが、その手の知ち識しきは無む駄だに豊富なのだ。稀き代だいの発明家は耳みみ年どし増まなのである。ちなみに二人ふたりが生まれ育ったシュメールという惑わく星せいは、クレメンツと異なり、恋愛の文化が古くから根付いていて、それは地球人の恋愛感とだいたい同じである。もちろん個人差はあるが。

「つ、つまり……モニカの大切なものを奪おうと言うわけね？」

「あの鈍どん感かんな王女も婚約者を奪われればさすがに右う往おう左さ往おうするはずですわ！」

「そ、そうね」なんてあくどいことを思いつくんだろう、とアリサは感心した。「で、でも……私は恋愛に疎うといから……どうすればいいのか……」

「私が教えて差し上げます。はっきり言って男を落とすのなんて簡かん単たんですわ」

「お願ねがい、オリヴィア。私……モニカには負けたくない。それに……男の子とも普通に話せるようになりたくて…………克こく服ふくしたいの、自分の欠点を」

「全すべて私にお任せください」

　男を落とすのなんて簡単……と豪ごう語ごするオリヴィアだが、その発言は根拠のない自信から出たものだった。全宇宙に向けて写真集を出版したオリヴィアだから、それなりに男性は寄ってくる。しかし、オリヴィアの本質を知った者はほぼ例外なく彼女の前から姿を消してしまう。

　外見と中身のギャップ。理想と現実の食い違い。……その辺あたりが主おもな理由だ。

　しかもオリヴィアは極度の面食いだったりする。彼女が興味を抱く男性は百人に一人ひとりくらいなもので、残りの九十九人は全て恋愛対象外なのだ。そんなオリヴィアだから恋愛経けい験けんは皆かい無むと言っていい。知識的にはアリサにさえ劣る。

　──まあなんとかなりますわ。あの程度の男ですもの。

　根拠のない自信ほど危あやういものはないが、本人はえらく楽らつ観かん的てきに構えているようだ。




　　　　☆　☆　☆




　放ほう課か後ご、柳楽が昇降口でモニカを待っていると、知らない番号から電話がかかってきた。

「もしもし？」

『久しぶりだな、ジュンよ』

「ん……その声は兄貴か？」

『番号を変えた。登とう録ろくしておけ。おかしな名前で登録するんじゃないぞ、愚ぐ弟ていよ』

「……へいへい」

　兄の意に反し、『糞くそ兄貴様』という名前で登録することにした。

『そういえば──』

　柳なぎ楽らの兄、柳楽恭きよう平へいはいくらか声のトーンを上げ、

『親おや父じがお前に会いたがっていたぞ。こずえも心配している』

「……親父はともかく、こずえが俺おれの心配をしているとは思えないんだけど」

『もちろん冗じよう談だんだ。二度と帰ってこなければいいのに、とブツブツつぶやいていたな』

「……あいつの独り言は想像しただけで寒気がする……」

『まあ、気が向いたら帰ってこい。──俺は歓かん迎げいしないがな』

「歓迎なんてしなくてもいいから金くれよ～。愛いとしのお兄にいちゃ～ん」

『おい……今度、そんな不気味な声を出したらアキレス腱けん損そん傷しようではすまさんぞ』

「うわーん、恐こわいよー。パパとママに言いつけてやるぅー」

『気き色しよく悪いんだよ、クズ野郎。電話越しにお前の鼓こ膜まく、ブチ破るぞ』

　恭平とは幼いころから不仲で、いつもこんな調ちよう子しだ。柳楽は恭平に何を言われても気にしないことにしている。

　柳楽が実家を出た理由の一つに兄との確かく執しつがある。といっても柳楽は恭平を意い識しきしたことなど一度もない。いつも一方的に絡んでくるのだ。物心ついたころからそうだった。

『そういえば、近ちか頃ごろ、隕いん石せきが降ってきたり、集中豪雨があったり、超大型台風が上陸したり、季節外はずれの大雪が降ったりと、奇妙なことが頻ひん発ぱつしているな』

「……ソウデスネ」

『南雲なぐも市し内ない……とりわけ学校周辺での異常気象が多いようだが』

「……フシギデスネェ」

『お前、何か知らないか？』

「…………知るわけないだろ。ってか、なんで俺に訊きくんだよ？」素すに戻って対応する。

『いやな。最近、ある著名な占うらない師しに手相を見てもらう機き会かいがあったんだが、そのとき、「身内を疑え」と言われたんだ。身内で怪あやしい奴やつと言えばお前以外に誰だれがいる？』

「それ……本当に手相か？」

『何も知らなければそれでいい。何も知らなければ、な……』

「……な、なぁ、兄貴？　今、どこにいるんだ？」

『ん？　まだ校内に残っているが、それがどうかしたのか？』

　恭きよう平へいは柳なぎ楽らと同じ、南雲なぐも高校に通っている。

　三年生の兄と校内で顔を合わせることは滅めつ多たにないが──

「……いや……別に……ただ訊きいてみただけっす」

　電話番号を変えたからといってわざわざ電話をかけてくるような兄ではない。だいたい他ほかにも連絡しなければいけない相手はいるはずだし、普通は手間を省はぶくため、メールで知らせるはずだ。電話をかけてきたということは……何か意図があると見て間違いない。

『用件はそれだけだ。じゃあな──』

　──ブツ。

　一方的に電話が切られた。いつものことだが腹が立つ。

「……ったく、なんなんだよ……」

　恭平はいわゆる『王様気質』で、口く調ちようも態度も常に上から目め線せんだ。しかし、口だけの人間ではない。

　何をやらせても短時間でコツをつかんでしまう天才タイプの人間──

　いつでも柳楽の数歩先を歩いているような印象がある。自分のことなんか無視してガンガン前に突き進めばいいのに、と柳楽はいつも思う。

　──実際に会うとアホみたいにテンション高いんだよな。……あー、電話でよかった。

　ケータイをポケットにしまうと、足音がこちらに近づいてきた。忘れ物を取りに教室へ引き返したモニカが戻ってきたのかと思い、寄りかかっていた下げ駄た箱ばこから離はなれ、顔を上げた。

「………なんだ」

　やってきたのは発明少女だった。本名、アリサ・シャムロック──

　彼女は白いベレー帽を被かぶっていた。学校指定のものではない。というか学校指定の帽子なんてそもそも存在しない。明らかに市販の帽子だったが、白いセーラー服との相あい性しようはよく、どこぞのお嬢じよう様学校に通うご令嬢っぽい雰囲気を醸かもし出していた。

「な、なんだよ？」

　素通りするかと思いきや、目の前で立ち止まったものだから柳楽は動揺した。アリサは手と手がほんのちょっと触れ合っただけで赤面してしまう初う心ぶな少女だ。下へ手たに近づけば罵ば詈り雑ぞう言ごんが次から次に飛び出し、最悪の場合、例の妙ちくりんな発明品の餌え食じきにされる。

　──平時限定なら、アリサよりもモニカさんのほうが何倍も安全だよな。

「………………一いつ緒しよに」

「え？　何？」

「………………一緒に……か……か……か」

「一緒にかかか？　かかかって何？」

「か、かえ、かえ…………帰る」

「カエル？　ゲロゲロっすか？」

　お約束的なボケを披ひ露ろうするとアリサはすかさず反応し、

「カエルなんて一言も言ってないでしょう！」

「えー、言ったよ。絶対言ったって。カエルって。間違いなく言ったよ」

「…………最初からやりなおすから……ここで待っていて……」

　アリサは柳なぎ楽らに背を向けると、一番端の下げ駄た箱ばこへ移動した。気になってアリサの行方ゆくえを目で追いかけてみると、銀ぎん色いろの頭髪が視界の隅すみに映った。下駄箱が邪じや魔まで顔を確かく認にんすることはできないが、声の感じからするとおそらくオリヴィアだ。

　そのうちアリサが戻ってきた。今度は手に何か握っていた。

「……これを見て」紙切れを一枚差し出してきた。二つに折られている。

「な、なんだよ……」

　ほとんど無理やり手渡されたそのピンク色の紙切れを柳楽はこわごわと広げてみた。




『二人ふたりで学校を出る→繁はん華か街がいに移動→楽しくショッピング→素す敵てきなカフェを発見→お茶を楽しむ→海の見える公園に移動→沈みかけの夕日→触れ合う手と手→抱き合う二人』




「抱き合う二人……？」

　疑問を呈ていしたつもりだったが、うんうん、とアリサは必死に頷うなずくのみだった。

「えーと、脚きやく本ほん家かでも目指してるのか？」

　ぶんぶん、と首を振るアリサ。

「違うのか。……んー、ってことは、デートのプラン？」

　うんうん、と頷くアリサ。今度は肯定の仕し草ぐさだった。

「へぇ、誰だれとデートする予定なんだ？」

　ぶんぶん、と首を振るアリサ。今度は否定の意思表示。

「デートじゃないのか？」

　ぶんぶん、と首を振るアリサ。ここで矛む盾じゆんが生じた。一つ前の返事と合わせて考えると、「デートだけど誰ともデートしない」という主張になる。これはおかしい。

「おい、俺おれをからかってるのか？」

　ぶんぶん、と首を振るアリサ。縮ちぢこまって俯うつむいている。不用意に近づくと逆上しかねないので距きよ離りを保っているが、それなりに離はなれているというのにアリサの顔は真まっ赤かだ。

「なんとか言えよ」

「…………なん……とか」

　アリサは小声でそうつぶやくと、下駄箱のほうへ引き返した。

　──またオリヴィアの奴やつと相そう談だんか？　さっきからなんなんだ？

　オリヴィアの差し金でアリサが動いていることはなんとなくわかるが、何をやらせようとしているのか、さっぱりわからない。どうせロクでもないことだと思うが、そろそろ相手にするのも飽あきてきた。

「……逃げるか」

　今いる中央棟は各学年共通の昇降口と購こう買ばい部ぶがあるだけの小さな建物だ。昇降口を抜けてまっすぐ進むと職しよく員いん室しつなどがある特別棟に、右手に進むと一年生校舎に、左手へ進むと購買部があって、さらにその先へ進むと二年生校舎と三年生校舎に続く渡り廊下に出る。

　購買部は一見するとコンビニっぽく見えるが、食料品や雑誌などは販売されておらず、文房具類や雑貨が中心で、教科書や学校指定の制服や水着なども取り扱っている。

「購買部にでも隠れるかな」

　さすがにモニカを置いて帰るわけにはいかない。なんとかまくしかないだろう。

　柳なぎ楽らは左手に進路を取った。購買部はすぐそこにある。

「──こ、こら！　お待ちなさい、柳楽淳じゆん！　アリサ様を無視するなんて許しませんわよ！」

　あっさりとオリヴィアに見つかってしまった。さすが『王室守護者ロイヤル・ガーデイアン』は目ざとい。

「ふっ、ないちちの指図は受けないぜ！　とっとと家に帰ってバストアップにでも励みな！」

　柳楽は振り返ることなく購買部の前までダッシュした。

「どこに逃げようかな…………って、あの後ろ姿はもしや……？」

　購買部の隣となりの空あきスペースで顔見知りを発見した。幼おさな馴な染じみの灰はい谷たにだ。灰谷は空きスペースに並ぶベンチのうちの一つに腰かけジュースを飲んでいた。ベンチの後ろには五台の自動販はん売ばい機きが並んでいる。どうやら休きゆう憩けい中ちゆうのようだ。

「……ん？　何をしているんだ、ジュン？」

「先せん輩ぱい！　グッドタイミング！　いいところへ！」

「なんだ？」

「先輩の空から手てパンチであのやかましい女を痛めつけてやってください！」

「……なんの話だ」

　灰谷の背後に回ったところで、オリヴィアとアリサがやってきた。

「逃げるなんて卑ひ怯きようですわよ！　この腰抜け軟弱短小男！」

「短小ってなんだよ！　何を指し示して短小って言ってんだよ！」

「あらあら、その慌あわてぶり。身に覚えがあるということですわね？」

「ねーよ！　俺おれはあらゆる意味でビッグな男だよ！　先輩、そうですよね!?」

「…………お、女が…………二人ふたりも…………」

　灰谷は早くもグロッキー状態だ。今の灰谷が相手なら柳楽でも完勝できるに違いない。

　──相手が美人であればあるほど緊きん張ちようの度合いが増すらしいからな……。

「あなたは……」

　以前、街で会ったことを思い出したのかアリサの視し線せんが灰谷に注がれる。

「たしか……ホモ谷たにさん……？」

「………………違う」灰はい谷たには頭を抱えた。「………………それは誤解だ」

「ホモ谷？」

　オリヴィアが首を傾かしげた。傾げてくれてよかった、と柳なぎ楽らは思う。

　──先せん輩ぱいを盾たてに使ったのは完全に失敗だったな……。

　だが気をそらすことには成功した。逃げるなら灰谷に注目が集まっている今がチャンス──

「──柳楽さ～ん！　大変で～す！　大変なのですぅ！　机の中にこんなものが──っ！」

　ややこしい状況の中、モニカが大声で叫びながら駆かけてきた。

　その場にいた全員の目が自然とモニカに集まる。

「私には柳楽さんの助言が必ひつ須すなのです！　必須科目なのです！　なのですぅ！」

「ど、どうしたの？　モニカさん？」

　ドタドタと鈍にぶい足取りでモニカが駆け寄ってくる。大おお慌あわてだがマイペースだ。他ほかのメンツは完全に無視──というか、今のモニカの瞳ひとみには柳楽しか映っていないのだろう。何かに夢中になると周囲の風景が見えなくなってしまうのだ。天然だから、ということもあるが。

「これなのです！　見てください、この封筒を！」

「おっ……これはまさかラブレター……？」

「やはりそうなのですね!?　これが噂うわさに聞くラブレターなのですね!?」

「う、うん、たぶんね……」

「もらうのは初めてなんですの？　意外ですわね」

　オリヴィアが会話の隙すき間まに割り込んできた。柳楽は小声で、「……初めてなわけねーだろ。モニカさんが見つける前にリリアンさんが処分してるんだよ」とオリヴィアに耳打ちした。

「リリアンのやりそうなことですわね。……あら、でも今日きようは？」

「あ、そういやそうだな。──ねえ、モニカさん。リリアンさんは？　近くにいないの？」

「今日はお馬さんの日なのです」

「お馬さんって……」

　──あのババア、競けい馬ばかよ！　職しよく務む怠たい慢まんもいいとこじゃねーか！

「柳楽さん。このラブレター、どうすればいいのでしょうか？」

「……どうすればって……中身、読んだの？」

「読みました！　でも、何が書いてあるのかよくわかりませんでした！」

「……えー？」

「ラブレター初心者の私では理解不能です！　柳楽さん、私の代わりに解読してください！」

「……いや、でも、プライバシーの問もん題だいとかあるし……」

「いいじゃありませんの。本人がいいと言っているのですから」

　オリヴィアがモニカからラブレターをひょいと奪い取る。

「──お、おい！　勝手に読むなよ！」慌ててオリヴィアからラブレターを奪う。「わ、わかったよ、モニカさん。俺おれに理解できるかどうかはわかんないけど、解読してみるよ」

　柳なぎ楽らはベンチに腰かけ、膝ひざの上に便びん箋せんを広げると、黙だまって文面に目を走らせた。




『これはラブレターです。正しよう真しん正しよう銘めいラブレターです。果たし状ではありません。決けつ闘とうを申し込もうと思ってこんな手紙を書いたわけではありません。えー、こほん。うわ、やっべ。手紙なのに咳せき払ばらいとかしちゃった。今のなしです。なかったことにしてください。……すみません、のっけから大失態ですね。無ぶ様ざまです。じゃあ、書きなおせって？　ええ、そうですね。それがいいのかもしれません。ですが、僕という人間を知ってもらうためにも消さずにこのまま続けたいと思います。それと僕はメールや手紙になると急にテンションが高くなる人間です。実際の僕はとても根ね暗くらで、会話オンチで、おまけにブサイクです』

　便箋の一枚目はそこで終わっていた。続いて二枚目に移る。

『二枚目です。一枚目……必要なかったですかね？　すみません、本ほん題だいに入ります。えー、いきなりですが、あなたに一ひと目め惚ぼれしてしまいました。まあ、だんだん一目惚れしちゃう奴やつなんていないから「いきなり」なのは当たり前なんですけどね。あ、今の照れです。人間、照れるとわけのわからないことを語り出すものです。……で、ですね、是ぜ非ひあなたと直接お話がしたいなー、なんて思っちゃったわけです。あ、今のも照れです。照れるとふざけた文面になるんですよね。あはは。……って、あははじゃねーよ。なんかいちいち言いい訳わけがましいですね。以降、余計な文章は慎つつしみたいと思います』

　二枚目終了。最後、三枚目の便箋に目を落とす。

『今日きようの放ほう課か後ご、一年生校舎の一階、生物室の隣となりの空あき教室でお待ちしております。一番端の教室ですね。……あ、今日の放課後というのは六月二十三日のことです。もしもあなたの都つ合ごうが悪ければ翌日でも構いません。それでもダメなら明後日あさつてでもいいです。僕は毎日、先ほど指定した教室であなたを待ちますが、一週間経たってもあなたが現れない場合はフラれたものと考えます。僕は根暗で、会話オンチで、ブサイクですけど、諦あきらめはいいほうです。ストーカーとは無む縁えんです。えー、それでは僕のラブレターを終わります。長々と申し訳ありません』

　本当に長いラブレターだった。大半は独り言だったような気がする。

　──もっと短くまとめろよな。……一枚目どころか二枚目も大半いらなかったぞ……。

　ツッコミどころ満載のラブレターだ。本人がいないのでツッコめないが。

「んー、名前はどこにも書いてないな。書き忘れたのか、それとも恥ずかしかったのか……」

「柳楽さん、生物室はどこですか？」

「──え？　まさか会うつもりなの？」

「毎日、私のことを待つ、と書いてありました」

「あ、うん……そうだね」

「可哀かわい想そうです。時間は有限なのです。だから会います。会ってお断りします」

　手紙の送り主に配はい慮りよしたつもりなのだろうが、けっこう残ざん酷こくな仕打ちだ。

　──モニカさんは発言がストレートだからな……誰だれだか知らないけど可哀想に……。




　柳なぎ楽らたちは中庭に移動し、一年生校舎の側そばに立っているソメイヨシノの陰に陣取った。

　モニカはラブレターの相手に指定された空あき教室でスタンばっている。

「……なんでお前らまでついてくるんだよ？」

「たまたま通りかかっただけですわ。言いがかりは止やめて欲しいですわね」

　オリヴィアが偉そうに胸を張る。と、その隣となりにいるアリサが、

「……ねぇ、オリヴィア……どうするの……？」

「作戦変更ですわ、アリサ様」小声でボソッとつぶやく。「あのラブレター、最初はとんだ邪じや魔ま者ものが入ったと思いましたけど、もしかしたら我われ々われにとってプラスに働くかもしれませんわ。王女は断るつもりのようですけれど、相手がどう反応するかはわかりませんもの」

「…………なるほど……そうかも」

「しばらく様よう子すを見ましょう。面おも白しろい展開が待っているかもしれませんわ」

「…………わかったわ」

　うんうん、と真ま面じ目めな顔で頷うなずくアリサ。柳楽には二人ふたりの会話がよく聞き取れなかったが、どうもアリサはオリヴィアの意見だけは（だけとは限らないが）聞き入れるらしい。そんな女の言うこと真まに受けるなよ、と柳楽は思うのだが。

　──ってか、こいつら見物する気……満々じゃないか。早く帰ればいいのに……。

　しかし、横よこ槍やりが入ってある意味よかったのかもしれない。アリサが逆ギレし、オリヴィアが調ちよう子しに乗って暴あばれ出し、さらにモニカまで暴ぼう走そうしてしまったら柳楽一人ひとりではどうすることもできない。ラブレターを送ってきた男子には悪いがここは生いけ贄にえになってもらうとしよう。

「ところで灰はい谷たに先せん輩ぱいは……なぜそんな離はなれた場所に？」

「…………俺おれのことは気にするな」

「自分が告白されたときの参考資料にでもするつもりでしょう？」

「…………俺のことは気にするな」

　灰谷は中庭のベンチの陰に身を潜ひそめている。他ひ人と事ごとなのに表情は真剣そのもの。前ぜん線せんで死し闘とうを繰くり広げている兵士のような目つきで、空き教室の様子をうかがっている。

「ま、見学するだけならいいか。……俺も同罪だしな」

　十分が経過した。時刻は午後四時四十三分。未いまだ相手は現れない。

　二十分が経過した。時刻は午後四時五十三分。やはり相手は現れない。

「……いくらなんでも遅すぎないか？」

「そうですわね。この学校は午後四時に放ほう課かですから……もうすぐ一時間になりますわね」

　そして三十分が経過した。そろそろ我が慢まんの限界である。

「用事ができて先に帰ったんじゃないのか？　まあ、これ以上待っても時間の無む駄だだな」

　柳なぎ楽らは中庭側からモニカがいる空あき教室へと移動した。アリサとオリヴィア、灰はい谷たにもあとからついてきた。教室の中に足を踏み入れると──

「柳楽さん！　大変です！　またラブレターを発見しました！」

「…………え？　またって？　どういうこと？」

「これです！　真ん中の机の上に置いてありました！　今さっき気づきました！」

　モニカからラブレターを受け取る。さっき読んだものと同じデザインの封筒だった。

　けっこう凝こったデザインの封筒だからさすがに別の人間からのラブレターではないだろう。

「モニカさん……これ、もう読んだ？　封が切られてるみたいだけど？」

「読みました！　今度は内容も理解しました！」

「……えっと……なんて書いてあった？　あ、言いたくないなら無理に言わなくても──」

「メールアドレスです！」モニカにためらいなどなかった。「えーと、たしかですね……『やっぱり直接お会いするのは恥ずかしいので、まずはメールでお話しましょう。この手紙を読んでいるということは僕と会ってもいいということですよね？　それってつまり、僕と言葉を交わしてもいいってことですよね？　ですよね？　ですよね！』と書いてありました！」

「なんですのそれ。人を呼び出しておいて……男らしくありませんわね」

　オリヴィアが不満を口にする。同じ意見なのは癪しやくだが柳楽も同感だった。

「じゃあ、メールアドレスが書いてあったの？」

「はい、そうです！　これはたぶんケータイのアドレスですね！」

「……メル友から始めましょうってことかな……」

「それでは、さっそくメールを送りたいと思います！」

「えええ？　今から？　帰ってからでもいいんじゃない？」

「可か及きゆう的てき速すみやかにメールを送るように、と書いてありました！　だから今すぐ送信します！」

「………………その文面、なんか変じゃない？　うーん、どういう人なんだろう……」

「最近、ケータイの扱いにも慣なれてきたので、メールくらい楽勝なのです！　柳楽さん、見ていてください！　……え、えっと……このボタンを押して……押して……『私には柳楽さんがいるので友達以上の関係は期待しないでください』と。……これでおーけーです！」

　そんなメールを送っても返事は期待できないだろうな、とモニカ以外の四人は思った。

「それではいきます！　送信──なのです！」

　モニカが力強くボタンを押す。そして、「送信完了なのです！」と嬉き々きとした顔でケータイの液晶画面を柳楽に見せる。画面には「送信しました」と書いてあった。

「……うわっ……本当に送っちゃったん…………………………んあっ？」

　メールの送信が完了した直後のことだった。

　──メリメリメリメリメリっ！

　足元から嫌いやな音が聞こえてきた。それと同時に足元が不安定な角度に傾く。

　──メリメリメリメリメリ……パキっ！

　これは床ゆかが軋きしんでいる音だ、と気づいたときにはもう──床が抜け落ちていた。

　一階にいるのだから、底が抜けても数十センチ下の地面に落ちるだけのはずだが──

「──う、うわあああああああっ！」

　なぜかまっ逆さかさま。柳なぎ楽らたちは身体からだの自由を失い暗がりの中を落下した。

　──ちゃぽーん！　ちゃぽーん！　ちゃぽーん！　ちゃぽーん！　ちゃぽーん！

　降下した五人は井戸の中に落下したかのように水の中へと着水した。

「──ぷはっ……なんだってんだ……」

　柳楽は水の中から這はい上がると、周囲の薄うす暗ぐらい空間を観かん察さつした。

「……なんだろう。地下水か何かかな……それとも人工的な貯水施設？」

　水が溜たまっているのは落下地点のコンクリートに囲まれた部分のみだった。深さはそれなりにあるが、範はん囲いはそれほど広くない。

「モニカさん、大丈夫？」珍しく自力で這い上がってきたモニカの肩を叩たたく。

「大丈夫ですけど……びしょびしょなのです」

「うん、俺おれもびしょ濡ぬれだよ。……ったく、なんなんだ……」

　辺あたりは酷ひどく薄うす暗ぐらかった。上から差し込む光がなければ完全に真っ暗だろう。

「ううう……びしょびしょは嫌なのですぅ……」

　水に濡れたモニカの胸に何気なく目をやると、下着のラインが薄うっすらと確かく認にんできた。

「…………制服が……濡れちゃった……」

「もう！　なんなんですの！　最悪ですわ！」

　背後ではアリサとオリヴィアが制服の裾すそを絞っていた。こちらの二人ふたりも下着が透すけ透けになっている。制服が白じゃなかったら、たぶん透けなかっただろう。

　──下着が透けて見えるなんて……これは貴重なシーンに立ち会えたな。うん、滅めつ多たに見られるもんじゃないぞ。……あ、いや、でも、今は暢気のんきに観賞してる場合じゃないな。

「おい……ジュン。……何がどうなってるんだ？」

　シャツを絞りながら灰はい谷たにが言う。さほど動揺はしていないようだ。灰谷は普通の人間だが、幼いころから柳楽家の『非ひ常じよう識しき』に触れているので、突とつ飛ぴな事態には慣なれっこだったりする。

「残念ながら俺にもわかりません。何が何やらさっぱりです。……でも、まあ、考えたって答えは出ないと思いますし、とりあえずここから脱出しましょう」

「……脱出？　しかし……あそこまで這い上がるのは……無理じゃないか？」

　地上までの高さは推定二十メートルほど。たしかに道具もなしによじ登るのは厳きびしい。

「へへへ、大丈夫ですよ」

　だが柳なぎ楽らにはまだ切きり札ふだが残っていた。とっておきの切り札が──

「──おーい、朝あさ霧ぎりさーん！　上にいるー？」

　たとえ姿が見えなくても、朝霧はどんなときでも柳楽の半径十メートル以内で待たい機きしているはずなのだ。生き真ま面じ目めな朝霧がリリアンみたいに仕事をサボるはずがない。

　──きっとまだ教室にいるはずだ。ロープか何かで引き上げてもらえば──

「お呼びでしょうか、柳楽君？」

　背後から返事があった。真上からではなく背後から。

　振り返ると、朝霧が水の中からザバーっと、音を立てて浮上してきた。
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　全身ずぶ濡ぬれの朝霧はセクシーではあったが──

「…………な、なんで……上にいないの？」

「落下の衝しよう撃げきで柳楽君の身体からだがバラバラになるのではないか、という不安を抱きまして、教室の床ゆかが抜け落ちた瞬しゆん間かん、誰だれよりも先に地下へ落下したんですよ。こう、反動をつけて」

　膝ひざを曲げ、両手をピシッと真上に伸ばす朝霧。聞きたいのはそこではない。

「……へぇ、そう」

「浮かない顔をしていますね？　何か……問もん題だいでも？」

「……い、いえ、特には」

　言うと切腹しかねないので黙だまっておくことにする。

「これは奥に進むしかなさそうだな」灰はい谷たにが嬉うれしそうに言う。「……冒険だ」

「はは、先せん輩ぱいって昔からそういうの好きですよね。冒険とか探検とか秘密基地とか」

「……お、男の……ロマンだ」

　朝あさ霧ぎりが側そばにいるから照れ具合が尋じん常じようではない。

「にしても、さっきのはなんだったんだろうな。いきなり床ゆかが抜け落ちるなんて……」

「陰いん謀ぼう！　陰謀ですわ！　アリサ様を陥おとしいれるための罠わなに違いありませんわ！」

「いや、お前らはたまたまあの場に居合わせただけだろうが」

　柳なぎ楽らと灰谷もそうだ。朝霧は完全に部外者。今回の件に関係がありそうなのは──

　──普通に考えてモニカさんだよな。

　床に亀き裂れつが入ったのは偶ぐう然ぜんではないはずで、やはり何者かの仕し業わざと見るべきだろう。

　今のところモニカにラブレターを送りつけてきた男が一番怪あやしい。どういうつもりでモニカにアプローチしてきたのかはわからないが、もしかしたらモニカの『正体』を知っている者かもしれない。こんな大だい胆たんなことを仕掛けてくるくらいだ。『普通の人間』ではないはずだ。

　──はっきり言ってアリサとかオリヴィアの悪わる巧だくみよりもずっと巧妙だよな。黒くろ幕まくが誰だれなのかはわからないけど……まったく面めん倒どうなことに巻き込まれたもんだ。

「床が抜け落ちたのもビックリですけど、どうして学校の地下にこのような場所が……？」

「……モニカさんがまともな意見を」

　冷静なモニカを見ると不安になるのはどうしてだろうか。

「ここで議ぎ論ろんをしていても埒らちが明きません。奥に進んで脱出ルートを確かく保ほしましょう」

　朝霧が先頭に立つ。頼もしい限りである。

「ま、それしかなさそうだね」

「ちょ、ちょっとお待ちなさい！　奥に進むって……真っ暗ですわよ？」

「あれれぇー？　オリヴィアちゃん、暗所恐怖症でちゅかぁー？」

　嫌いや味みたっぷりに言ってやった。

「そ、そ、そんなわけないでしょう!?　あ、あ、あり、あり、ありえませんわ──っ!?」

「……お前、バレバレだぞ」弱点を一つ発見した。「でも、たしかに暗いよな」

「真っ暗は……真っ暗は恐怖なのです。人間は夜行性ではないのです……」

　ブルブル震ふるえながらモニカが柳楽の腕にしがみつく。モニカが暗くら闇やみに弱いのは遊園地へ行ったときに入ったお化ばけ屋や敷しきで把は握あく済みだ。

「……ここは私に任せて」

　と、それまで静せい観かんしていて存在感のなかったアリサが前に出てきた。

「ん？　どうするんだ？」

「……これを使うわ」

　アリサがケータイのようなものをスカートのポケットから引っ張り出した。ボディの色が黒と灰はい色いろで構成されていて、形は正方形というよりは長方形に近い。よく見ると液晶画面が最新のケータイよりもずっと大きい。

「あれ？　どこかで見たような……って、それもしかして……？」

「作品ナンバー５９……音声対話型携けい帯たい情報端末。通称『なっくん』よ」

「へぇー、それがオリジナルなのか」

　柳なぎ楽らも『なっくん』をポケットから取り出した。

　──こっちのはシルバー一色だけど、形はほとんど同じだな。機き能のうはどうだろう。

　アリサが興きよう味み深ぶかそうにクレメンツ製の『なっくん』に視し線せんを注ぐ。

　一人ひとりだけ話についていけない灰はい谷たには壁かべに寄りかかりひたすらうつむいていた。

「それで？　この状況でなっくんがなんの役に立つんだ？」

「なっくんにはライト機能が搭載されているの」

　そう言って端末を起動した。お馴な染じみの顔がディスプレイに表示される。

《どうもー、なっくんどえーす！》

　なっくんの声に灰谷がビクッと身体からだを震ふるわせた。まあ、最初は誰だれだって驚おどろく。

「なっくん、ライト機能を……」

《らいときのう、ですね？　おまかせください、ごしゅじんさま！》

　やけに従順だ。アリサがそういうふうに設定しているのかもしれない。

《らいときのう、いきまーす。…………ぴかーん！》

　なっくんの目が青白く光ったかと思うと、丸い二つの光の筋が通路を明るく照らし出した。

　まるでＬＥＤライトのようだ。ディスプレイから直接光を照射する辺あたり、宇宙人のテクノロジーの高さを実感する。全すべてアリサが考案した技術なのだろうか？

「おお、なっくんやるなー。よーし、俺おれも端末を起動してっと……あれ？」

　人数が多いからもう一つくらいライトが必要だと思ったのだが、なぜか柳楽の端末は起動できなかった。故障だろうか。アリサの発明品だからありえない話ではない。

「同時起動は不可能よ」アリサが不ふ機き嫌げんそうに言う。「今は私が起動しているから」

「は？　どういうことだ？」

「……つまり……こういうことよ」

　アリサが一度、端末の電源をオフにした。そして、「いいわよ」と柳楽の端末の起動を促うながす。

「電源を入れればいいのか？」

　うんうん、とアリサが頷うなずく。なんだか今日きようはこの手のリアクションが多い。

　柳楽は疑問を解消すべく、なっくんを液晶画面に表示させた。

《…………ど、どうも～、なっくんで～す。…………はぁはぁ……》

「お前、なんで息切れしてるんだ？」

《…………べ、べつに、いきぎれなんて……してない……ですけど？》

「へぇー」

　ある予感を抱いた柳なぎ楽らは端末の電源をオフにした。

　で、アリサの端末を起動。すると、五秒ほど遅れてなっくんが姿を現した。

《……はぁはぁ……ど、どうも……なっくん……です》

　即座に電源を切り、もう一つの端末を起動させる。そうやって何度も電源のオンオフを繰くり返していると、ついになっくんがキレてしまった。

《……い、いいかげんに……しろよ！　このくそがきがぁぁぁ！　ぶっころすぞぉぉぉ！》

「お前、生身なのかよ！　人工知能とかじゃなくて！」

　謎なぞがまた一つ増えた。そのうち『なっくんの七なな不ふ思し議ぎ』なんてものができあがりそうだ。

　──単体起動しかできないのに……なんで市販されてるんだろう……。実はあんまり売れてないんじゃないのか？　俺おれ、今まで起動できなかったことなんてないんだけど……。

　どうもなっくんに関しては納得がいかないことが多いが、開発者自身が端末の同時起動は不可能だと言っているので、とりあえずライト係はアリサに任せることにした。

「オリヴィアはしんがり担当な。しっかり俺たちの背中を守ってくれ」

「……嫌いやですわ」

「なんだよ。そんなに暗くら闇やみが恐こわいのか？」

「……そ、そんなこと……ありませんわ……」

　動揺がモロに顔に出ている。神経の図太い女だとばかり思っていたが、意外な欠点があったものだ。プライドの高いオリヴィアが自分の欠点を認めることはないだろうけど。

「ジュン、そのくらいにしておけ」灰はい谷たにに肩を叩たたかれた。「後ろは俺に任せろ」

「先せん輩ぱいがですか？　んー、まあ、そうですね。それがいいかもしれませんね」

　灰谷は女性に囲まれていると本来の力を発揮できないから後方にいたほうが無ぶ難なんだ。

「……さあ、行こう」

　灰谷は後ろに下がるとき、ちらっと朝あさ霧ぎりを一いち瞥べつした。やはり気にしているようだ。

「おい、オリヴィア。超絶イケメンの灰谷先輩に感かん謝しやしろよ？」

「……感謝なんて……するはず……ありませんわ……」

　と言いつつ灰谷のことを横目で眺めている。

　──なんかモジモジしてるな。まさか先輩に惚ほれちゃったか？　……あー、んー、さすがにそれはないかな……。っていうか、あまり考えたくないな……。

　正直、オリヴィアのプライベートには興きよう味みがないのでそこで思考を打ち切った。

　ライトを持つアリサと朝霧が先頭に立ち、その後ろを柳楽とモニカが歩き、さらにその後ろをオリヴィア、そしてしんがり担当の灰谷。妥だ当とうな配置だと柳楽は思う。

「それにしても……なんなんだろうな、この地下通路は」

「きっと奥に謎なぞの地下施設があって人体実じつ験けんとかやっているんですよ」

　朝あさ霧ぎりが突とつ拍ぴよう子しもないことを言い出した。ないない、と柳なぎ楽らは首を振る。

「冗じよう談だんですよ」と朝あさ霧ぎりが真顔で言う。「でも、この学校は『普通』の学校ではありませんから、何があっても不ふ思し議ぎではないと思いますよ」

「何それ？」

「あら？　柳楽君、リリアンさんから何も聞いていないんですか？」

「だからなんの話？　この学校が普通じゃないってどういうこと？」

「それはですね……」灰はい谷たにの目を気にしてか、朝霧は柳楽にそっと耳打ちした。「私はお会いしたことがないんですが、どうやら南雲なぐも高校の理事長は宇宙人みたいなんですよ」

「……初耳だよ、それ」

「私たちには戸こ籍せきがないので、正規の手続きで教育機き関かんに潜もぐり込むのは難むずかしいんです。私が南雲高校に入学したのは偶ぐう然ぜんではないんですよ。もちろんモニカ様たちも」

「……そ、そうだったんだ」

　てっきり金の力に物を言わせて強引に入学したのだと思っていた。

　──つっても、みんな特例で入ってきたわけだからそれなりにお金は積つんでるかもな。

　モニカたちと出会うまで、「宇宙人なんて所しよ詮せんは架空の存在にすぎない」と決めつけていた柳楽だが、ここ数ヶ月で随ずい分ぶんたくさんの宇宙人と出会った。柳楽が知り合った宇宙人はそのほとんどが……いや、全員が……見た目、地球人と大差ない。もしかしたら自分が知らないだけで、身近なところに宇宙人は潜ひそんでいるのかもしれない。見ず知らずの地球人に対して、「俺おれ、宇宙人なんだよねー」と自ら正体を明かす者は少ないだろうし、明かしても誰だれも信じないはずだ。

「どこまで続くんでしょうね、この通路。もうだいぶ歩きましたけど」

「んー、そうだね。ちょっと長いね」

　歩き始めはまっすぐ延びていた地下通路だったが、徐じよ々じよに右に弧こを描くようになってきた。

　それからさらに数分ほど歩くと、左右の壁かべに電灯が現れた。灯あかりは等とう間かん隔かくに設置されていたが、あまり明るくなかったので、「なっくんライト」は継続の運びとなった。

「……柳楽さん……」

　出口を求めて通路を前進していると、ふいにモニカが足を止めた。

「モニカさん、どうしたの？」

「……急に……おトイレに……行きたくなってきました……」

「え？　トイレに？」

「……あまり……長く保もちそうにありません。……危険領域に突入しつつあります……」

　モニカはブルッと身み震ぶるいすると、その場にしゃがみ込んでしまった。

「だ、大丈夫？　っていうか、我が慢まんできる……？」

「限界は刻一刻と近づきつつ……あります」

「──う、うわ……マジだ……」

　その体勢のほうが我慢しやすいのか、モニカは体育座りをし、太ふと股ももが見えるくらいにめくれ返った白いスカートの先端を両手でぎゅっと握りしめている。

「…………我が慢まんなんてする必要はないわ」

「お、おい、アリサ！　他ひ人と事ごとだと思って煽あおるな！」

「排尿を我慢してもいいことなんて一つもないわ。したいときにするべきよ」

「社会性を考こう慮りよしろよ！　俺おれたちは家か畜ちくか！　本能だけで生きてるのかよ！」

「そもそも人間が社会性を獲かく得とくするに至ったのは……………………あっ……」

「──え？」

　アリサは瞬またたく間まに真まっ青さおになった。端末を床ゆかに落とし、姿勢は前まえ屈かがみ。両手で股こ間かんを控え目に押さえている。いかにも、もよおした、といった感じ。

　──あー、さっき水の中に落ちたから身体からだが冷えたのかもな……。

　アリサは自尊心が強そうだからしばらくは堪こらえるだろうが、モニカは危あやうい。

　柳なぎ楽らの前だから多少は我慢するかもしれないが、温室育ちの王女様は内に秘めた破滅的な力とは裏うら腹はらに精神的に打たれ弱い。

　──果たして我慢できるだろうか。

「柳楽君、柳楽君」朝あさ霧ぎりがポンポンと肩を叩たたく。「私もお手洗いに行きたくなりました」

「……ええーっ！　マジでーっ！」

　そのわりには平然としている。面おも白しろがって冗じよう談だんを言っているだけではないだろうか。

　──まさかオリヴィアの奴やつまで「もよおした」とか言い出さないだろうな？

　背後に目をやると、オリヴィアはすでにその場に屈かがみ込んでいた。

　しかも……お腹なかを押さえている。

「よりによって大のほうかよ！　マジ面めん倒どうくせぇ女だな、おい！」

「……そ、そ、そ、そのような汚らしいものが私の身体から出てくるはずがありませんわ」

　口では否定しているが顔は真っ青だ。心なしかいつもより弱々しく見える。

「……ど、どうするんだ……ジュン」

　灰はい谷たには一人ひとりオロオロしていた。

「……そうですね……解決策が見み出いだせそうになかったら、とりあえず俺たちはこの場を離はなれたほうがいいかもしれないですね。誰だれだって自分の恥ち辱じよくを異性に見られたくないでしょう？」

「そ、そうだな。……しかし、俺たちは平気なのに、なぜ彼女たちだけが……？」

「……まあ、男とは身体の構造が違いますからね。いや、よくわかりませんが……」

　改めて女性陣に目をやると、まずモニカは床にうずくまり、生まれたての小こ鹿じかのように足をぷるぷると震ふるわせていた。その隣となりにいるアリサは身動き一つせずにその場にしゃがみ込んでいるが、顔色は悪く、額ひたいに汗がにじんでいる。先ほどまで虚きよ勢せいを張っていたオリヴィアは壁かべに手をつき、もう一方の手でお腹をさすり、「……サレ……サレ」と怪あやしい呪じゆ文もんを唱となえている。たぶん「……去れ……去れ」と言っているのだと思われるが発音がなんだかコワイ。

「──あれ？　朝あさ霧ぎりさんは……？」

「呼びました？」疑問を浮かべると一いつ瞬しゆんで姿を現した。「柳なぎ楽ら君もおしっこですか？」

「あ、いや……俺おれは大丈夫……です」

　──そんな無表情で「おしっこ」とか言わないでよ……恥ずかしいから……。

「あ、忘れるところでした。──柳楽君、お伝えしたいことがあるんですよ」

「うん？」

「この先にお手洗いがあります。五十メートルくらい先でしょうか」

「……………………は？　…………マジで？」

「マジです。激げきマジです」

　行ってみたら本当にあった。

　──えー、都つ合ごうよすぎなーい？　なんであるのー？　……てか、ありえねぇだろ。

「おトイレです！　夢にまで見たおトイレです！」

　モニカが我われ先さきにトイレへ飛び込んだ。無言でそのあとに続いたのがアリサ。

　オリヴィアは、「ただ化粧を直すだけですわ！」とトイレに入るための口実を設けてから中に入っていった。出てくるのが一番遅かったのは言うまでもない。朝霧は足取りが軽く、「覗のぞかないでくださいね？」と一人ひとりだけ余裕ありげだった。

「先せん輩ぱい、先輩。このトイレ、校舎の中にあるトイレと構造が似てませんか？」

「似ているというか……まったく同じだな。床ゆかの色も壁かべのタイルの模も様ようも……」

　入口から中を覗き込みながら灰はい谷たにが言う。もちろん男子トイレのほうだ。

　トイレは男女別に仕切られていた。入口の天てん井じように蛍けい光こう灯とうが設置してあり、トイレの中も明るめの照明器具が取りつけられている。規き模ぼは多少異なるが、構造は各校舎にあるトイレとだいたい同じ。ピンク色のタイルが女子トイレ、水みず色いろのタイルが男子トイレ。

　──やけに綺き麗れいだな。匂においもしないし……誰だれか掃除してるのか？

「おい、ジュン。あそこの扉とびらを見てみろ」

「え？　どこっすか？」

　疑問に対する答えが返ってくる前に灰谷の言う扉とやらを発見した。

　進行方向の右側、トイレの斜め向かいにその扉はあった。

　薄うす暗ぐらくてわかりにくいが真ん中に隙すき間まらしきものが見えるのでたぶん両開きのドア。

「……鉄製ですね。やけに頑がん丈じようだな」

　近づいて扉に触れてみた。冷たい。太陽の光が届かない地下だから当然と言えば当然だ。

「扉……開けられそうか？」

「無理ですね。鍵かぎがかかってます」

「……何かありそうだな」

「この扉の大きさから言って……」柳なぎ楽らは扉の隙すき間まに右目を当て、「中はそうとう広いんじゃないですかね？　入口近くにトイレがあるのもその関係じゃないかな」

「たくさんの人間が出入りするということか」

「これは何かありますよ」

　二人ふたりは同時に頷うなずき、意味もなく笑い合った。灰はい谷たにが何を思ったのかはわからなかったが、このとき柳楽は、小学生時代に灰谷と廃病院を探検したときのことを思い出していた。

「……けど、これ以上はなんの手がかりも得られそうにないですね」

「ああ、そうだな。この扉とびらは諦あきらめて、通路のほうを進むとしよう。まだ奥に続いているようだからな。それに、二に兎とを追うものは一兎を得ず、だ」

「さすが先せん輩ぱい！　冷静な判断！　不ふ肖しよう、柳楽淳じゆん……一生先輩についていきます！」

「それでは私も」いつの間にか朝あさ霧ぎりが背後に立っていた。「私も灰谷さんについていきます」

「……………………（ガクガク）」

　いきなり現れた朝霧の一言で灰谷は危あやうく失神しかけた。




　　　　☆　☆　☆




　トイレタイム終了後、再び出口を求めて通路を前進し始めたが、それほど歩かないうちに三つの扉が一行の前に現れた。トイレ近くにあった両開きの頑がん丈じような扉とは異なり、その三つの扉は鉄製ではあったものの鍵かぎはかかっていなかった。そしていずれの扉にもセロハンテープでＢ５判の用紙が貼はりつけてあった。用紙には文字が書いてあり、内容はどれも同じもののようだった。

「えーと」先頭の朝霧が書いてある文字を読み上げた。「定員二名……と書いてありますね」

「ＲＰＧの謎なぞ解ときみたいだな」

「奥は……ちょっと暗いですね。すみません、アリサさん。ライトを──」

　朝霧は一番左の扉を片手で開くと、アリサを手招きした。朝霧は背後から照らすアリサのライトを頼りに扉の奥に続く通路に入っていった。

「──え？」

　アリサが扉を抜け、柳楽がそれに続こうとした直後のことだった。

　──バタン！

　なぜか鉄の扉が自動的に閉まり、柳楽は扉に頭をぶつけてしまった。

　──ドンドンドンドン！

　向こう側から扉を叩たたく音がアリサの金切り声と一いつ緒しよに聞こえてくる。

「どうなってるんだ？　この扉……ロックされてる？」

　張り紙にもう一度目をやる。

　──定員二名。

　考えるまでもなかった。どうやらそのままの意味だったらしい。

「ドアノブの下のところ……赤くなっていますわね。他ほかの扉とびらは緑みどり色いろですわ」

「どういうことですか？　柳なぎ楽らさん？」モニカが不安げに柳楽を見つめてくる。

「うーん……たぶん、アリサが通過した直後に扉がロックされたんだろうな」

　不自然な仕掛けだ。作さく為いめいている。

　定員二名。扉は三つ。柳楽たちは偶ぐう然ぜんにも六人で行動している。

　──偶然か？　これは俺おれたちをハメるための罠わななんじゃないのか？

「柳楽君……聞こえますか？」

　扉の向こう側から朝あさ霧ぎりの声がした。柳楽は慌あわてて扉に駆かけ寄る。

「あ、うん……聞こえるよ」

「どうやら先に進むしかなさそうですね」

「朝霧さんならこの扉、素手で壊こわせるんじゃない？」

「別の罠わなが作動する可能性があるので止やめておきます」

「あー、そうだね。そのほうがいいかも」

「作為を感じます。くれぐれもご注意を」

「わかったよ。朝霧さんたちも気をつけてね？」

「お気き遣づかいありがとうございます。それでは──」

　声が遠ざかっていく。先に進み始めたようだ。

「柳楽さん……どうしましょう？」

「んー、できれば別行動は取りたくないけど……」

　残る扉は二つ。どちらの扉も通過できるのは二名まで。

　となれば二手に分かれるしかないだろう。

　──問もん題だいはどういう組み合わせにするかだけど。まずオリヴィアにモニカさんは任せられないよな。あいつ前科あるし。……灰はい谷たに先せん輩ぱいは俺と行動するのがベストだけど……やっぱり俺はモニカさんと行動を共ともにするべきだよな。

「じゃあ、俺とモニカさんは真ん中の扉に入るから、先輩とオリヴィアは右の扉に」

「……仕方ありませんわね」

　珍しいことにオリヴィアは文句の一つも言わずに柳楽の指示に従った。

　柳楽やモニカと組むよりはマシだと思ったのかもしれない。

「………………」

　一方、灰谷は自殺願がん望ぼう者しやのような目でオリヴィアの後ろ姿を見つめていた。

　──厄やつ介かいなパートナーだとは思いますけど、頑がん張ばってください、先輩。




　　　　☆　☆　☆




　それぞれの扉とびらを抜け、三手に分かれた柳なぎ楽らたち。

　左の扉に入った朝あさ霧ぎりとアリサはというと──

「…………」

「…………」

「……………………」

「……………………」

　ひたすら無言のときが続いていた。




　同じころ、右の扉を進んだオリヴィアたちは──

「ちょ、ちょっとお待ちなさい！　どうしてそんなに早足なんですの!?」

　オリヴィアは前を行く灰はい谷たにの制服を強引につかんで立ち止まらせた。

　──なんなのかしら、この失礼な男は。この私をあからさまに避けていますわ。

　必要以上に絡まれるのは困るが、無視されるのもそれはそれで腹が立つ。

「…………す、すまないが……離はなれてくれないか？」

「嫌いやですわ。絶対に離れません」

　即座に拒否で返すと、灰谷は制服をつかまれたまま渋しぶ々しぶ歩き出した。

　──それにしてもこの通路……薄うす暗ぐらいですわね。不気味すぎますわ……。

　灰谷に避けられていることも気にはなっているが、実はそれ以上に生身の人間にくっついていたいという暗くら闇やみに対する不安のほうがずっと強かった。もちろん外面をプライドで塗り固めているオリヴィアがその不安を表に出すことはない。

　──早いところこの地下通路から脱出したいものですわ。……この男を踏み台にしてでも。

　灰谷のシャツをつかんだまましばらく歩いていると、分かれ道に差しかかった。

「どうやら分ぶん岐き点てんのようですわね」

「…………そうだな」

　直進するか右に折れるか。今度は扉がないのでどちらにでも進める。

「それでは右に進みましょう」

　オリヴィアはパートナーに意見を求めず、またそれほど深く考えることなく決断を下した。

　右に進もうと思ったのは直進方向に比べて通路の照明が目に見えて明るかったからだ。

　──これだけ明るければ一人ひとりでも平気ですわ。

　用なしとばかりに灰谷を放置して湾曲した通路を大おお股またで進んでいく。

　と、オリヴィアは歩みを止めた。ありえないものを発見したからだ。

「……これは」

　不自然なほどにバカでかい岩が行く手を阻はばんでいた。

　綺き麗れいな丸型の岩だ。きっと天然のものではない。角を削って丸く整せい形けいしている。

　なんというか……魂こん胆たんが見え見えだ。形にしても配置にしても、罠わなとしての素質を十分に備えた岩であることは言うまでもない。このままアドベンチャーゲームに登場させれば日本中のゲームユーザーを混乱に導みちびいてくれることだろう。

「──こ、こちらに転がってきますわ!?」

　オリヴィアは反射的に踵きびすを返した。──早く戻れ！　と灰はい谷たにの指示が飛ぶ。

　言われるまでもなく駆かけ出していた。

「──岩ごときに潰つぶされる私ではありませんわ！」

　虚きよ勢せいを張ってみたが内心ではあっぷあっぷだった。

　死んじゃうかも、とか思いながら走っていた。

「──きゃ──っ！」

　焦あせりがたたったのかオリヴィアは分ぶん岐き点てんを前にして派は手でに転倒してしまった。

　このままでは岩に押し潰されてペチャンコになってしまう。

　──ああー、なんてこと！　夢と希望と野望と欲望に満ちた私の輝かがやかしい未来が！　……というか、キスすら未み経けい験けんの生き娘むすめだというのに！　処女のまま死ぬなんて！　ひーん！

　後悔の念が津波のように押し寄せてきた。

　あのときもっとこうしていれば……強がらず素す直なおに振ふる舞まっていれば……云うん々ぬん。

「──え？」

　引っ込みのつかなくなった我わが人生を悔やんでいると──

　ふいに誰だれかがオリヴィアの身体からだを抱きかかえ、ゴロゴロゴロ、と地面を転がった。

　しばしの間、目を瞑つむっていると遠くで衝しよう撃げき音おんが轟とどろいた。恐こわ々ごわと目を開くと、灰谷がオリヴィアの顔を覗のぞき込んでいた。オリヴィアは灰谷の腕の中にいた。優やさしく抱きかかえられている。どうやら彼があの窮きゆう地ちから救ってくれたらしかった。

「大丈夫か？」

「……え……ええ……大丈夫ですわ……」

　戸と惑まどいながらそう答えると、灰谷は咳せき払ばらいをしながらオリヴィアを地面に降ろした。そして背を向けたまま、「……すまない」となぜか謝あやまってきた。黙だまっていると灰谷は続けて、

「昔から女性に苦にが手て意い識しきがあって、面と向かって話せないんだ」

「……そ、そうなんですの……」

「避けてばかりですまない。……決してキミを嫌っているというわけではなくて……」

「──と、当然ですわ！」

　動揺のあまりわけのわからないことを口走ってしまった。

　一体どうしてしまったのだろう。灰はい谷たにの声を聞いているだけでドキドキしてくる。

　──まさか……この胸の高鳴りは………………………………恋？

　オリヴィアの恋愛探知レーダー（自称）が敏感に反応した瞬しゆん間かんだった。




　灰谷とオリヴィアが巨大な岩に追いかけられているころ──

　柳なぎ楽らは腕にしがみつくモニカと共ともに通路を前進していた。

「……なんだかものすごい音がしました……？」

「う、うん。そうだね……」

　──まいったな。俺おれたちが一番危あやういパーティーだよな……。

　誰だれかさんがギャンブルに興きようじているおかげで今日きようはいつも以上に不安がある。

　世界各国を旅したことでサバイバル知ち識しきだけは無む駄だに豊富な柳楽だが、地下道のような人工的な空間ではその知識もほとんど役に立たない。他ほかに自信があるのは逃げ足くらいなものだ。

　何事もなければいいが──

「柳楽さん……行き止まりですよ？」

「え？　あ、本当だ……」

　目の前にコンクリートの壁かべが立たち塞ふさがっていた。朝あさ霧ぎりならこのまま壁を破は壊かいして前に突き進みそうだが、常人の柳楽にはそんな非常識なことは実行できない。

「……困ったな……引き返そうにもさっき通った扉とびらは閉まってるし……」

　前に進み分厚いコンクリートの壁に手を伸ばす。

　と、目め線せんの高さに奇妙な出っ張りがあることに気づく。

「……なんだこれ？　スイッチ？」

「なんのスイッチでしょうか？」

「押せそうだけど……押したくないなぁ……」

「柳楽さん！　押しましょう！　押してしまいましょう！」

「んー、罠わなかもしれないけど……他ほかに方法もないし、押すしかないのかなぁ……」

「押しましょう！　ガンガン押しましょう！　どうせなら連打しましょう！」

「あー、じゃあ、モニカさんは下がってて。何が起きるかわからないから」

「わかりました！　柳楽さんがボタンを連打する様さまをじっくり観かん賞しようします！」

「うん、連打してみるよ」

　適当に流した。いちいちモニカの発言を気にしていたら日が暮れてしまう。

「よしっ……押すよ！」

　不測の事態に虚きよを突かれないよう意識的に全身を強こわ張ばらせる。

　モニカが側そばを離はなれたのを確かく認にんすると、柳楽はスイッチに人差し指を伸ばした。

　──ガタン！

　スイッチを押すとまもなく目の前の壁かべが左右に割れ、その結果、行く手を阻はばむものがなくなり先に進めるようになった。しかし──

　──ガタン！

　同様に背後でも物音がした。

　慌あわてて振り返ったが、もうあとの祭りだった。

「──なんだ、この壁は!?」

　スイッチを押したことで目の前の障害は取り除かれたが、それと同時に背後に新たな壁が発生していた。モニカは壁の向こう側。完全に離はなれ離ばなれになってしまった。

「柳なぎ楽らさん!?　柳楽さんはどこですか!?　真っ暗です！　真っ暗で何も見えません！」

「モニカさん！　俺おれはここにいるよ！　とにかく落ち着いて！」

「ううう……この世の終わりです。野の垂たれ死じに決定なのです……」

「諦あきらめるの早すぎだから！」

　──ドンドンドン！　ドンドンドン！

　壁を叩たたいて存在をアピールするが、錯さく乱らん中ちゆうのモニカは気づかない。

　──まずい。大変まずいぞ。このままではモニカさんが暴ぼう走そうしてしまう──




　モニカの悲しみが頂点に達しようかというころ──

　一切言葉を交わすことなく歩いていたアリサと朝あさ霧ぎりはとんでもない動物と遭そう遇ぐうしていた。

　──ガルルルルっ！

　鳴き声からしていかにも獰どう猛もうな動物であることがわかる。

「…………虎とら？」

　アリサは大の動物好きで、地球の動物にも詳しかったりする。

　ただ虎を見るのは初めてだった。

「どう見ても虎ですね。百パーセント虎です。ガルルル、とか言ってますし」

「…………どうして虎が？」

「動物園から逃げ出して地下に逃げ込んだのかもしれませんね」

「………………その可能性は……薄うすいと思うんだけど……」

　──ガルルルルっ！

　虎は大量の涎よだれを床ゆかに垂らしながらアリサたちにじわじわと接近してきた。

　今にも飛びかかってきそうな雰囲気の中、朝霧が疑問を呈ていした。

「あの、アリサさん？　…………虎って、美お味いしいんですかね？」

　アリサは最後までノーコメントを貫つらぬき通した。




　そのころオリヴィアたちは──

「お名前……なんと仰おつしやるのですか？」

「……お、俺おれか？　……は、灰はい谷たに亮りよう介すけだけど……」

「いい名前ですわね」オリヴィアは薄うすく微ほほ笑えみ、「亮介さんとお呼びしてもよろしいですか？」

「…………………………は？」

　灰谷は通路の途中で一時停止した。たっぷりと間を置き、後ろを振り返る。

「何か不ふ都つ合ごうでもありますの？」

　オリヴィアは灰谷のシャツをつかんだままじっとこちらを見つめていた。

　視し線せんが熱ねつっぽい。さっきまでは非ひ難なんするような目で睨にらんでいたはずなのに。

　──嫌いではないが……こういう子は苦にが手てだ。……まいったな。

　灰谷は「先を急ごう」と言ってお茶を濁にごした。しかし、そのストイックな振ふる舞まいがマイナスではなくプラスに働いてしまったことを灰谷は知る由よしもない。




　そのころ柳なぎ楽らは目の前の壁かべを動かすためのスイッチを探していた。

「……くそぉ、どこにもねぇ！」

　だがいくら探してもスイッチらしきものは見つからない。壁が下りてきた以上はそれを制せい御ぎよするためのスイッチが存在しそうなものだが──

「だからって近くにあるとは限らないよな……くそっ！」

　それでも諦あきらめきれず壁をまさぐっていると、「ドゴーン！」という凄すさまじい衝しよう撃げき音おんと共ともに眼前の壁の一部が砕くだけ散った。柳楽は咄とつ嗟さに両手で顔を覆おおい、その場にしゃがみ込んだ。

　衝撃音が遠のき、辺あたりが静かになったのを確かく認にんすると柳楽は目を開けた。

「……これは……モニカさんの仕し業わざかな」

　眼前の壁に大きな穴が開いていた。丸でも四角でもない。あえて言うなら星型だ。

　とても歪いびつな形をしている。前ぜん衛えい的てきなアート作品にすら思えた。

　その歪な穴の奥にモニカの姿がぼんやりと浮かび上がってきた。

「……モニカさん？」

　呼びかけてみたが返事はなかった。

　なんだか妙だ。いつものモニカとはどことなく雰囲気が異なるような気がする。

　暴ぼう走そうしてもモニカはモニカだ。姿形が変わるわけではない。隕いん石せきが降ってこようと、嵐あらしが起きようと、「柳楽さーん！」と涙ながらに駆かけ寄ってくるのがいつものパターンなのだが、今日きようのモニカは静かすぎる。

「……あれ？　なんか……目が赤い……？」

　モニカの両目が怪あやしい光を発していた。その赤い目の輝かがやきはモニカの表情を浮かび上がらせるほど明るいものではなかったが、その控え目な輝きが余計に不気味に映った。

「な、なんつーか、いかにも覚かく醒せいしましたって……感じなんですけど……」

　迂う闊かつに刺し激げきしないほうがいいように思えたので、黙だまって様よう子すをうかがうことにした。

　だが、一分もしないうちにモニカの目の輝かがやきは薄うすれていき、

「柳なぎ楽らさん……？　そこにいるのは柳楽さんなのですか……？」

「モニカさん、気がついたの？」

「柳楽さん！　よかったです！　もう会えないかと思いました！」

　モニカは元気よく立ち上がると全力に近い速度で駆かけ出し、柳楽を突き飛ばす勢いで抱きついてきた。「柳楽さんです、本物の柳楽さんです！」と本気のハグ。

「も、モニカさん危ないって……うわ──っ!?」

　あまりの勢いに柳楽は尻しり餅もちをついてしまった。それでもモニカは柳楽から離はなれようとせず、首にしがみついたまま「ぐすん、ぐすん」と鼻をすすっている。

「モニカさんは泣き虫だなぁ……」

　柳楽はそう言いながらモニカの頭をなでた。そして、なでながら、さっきの現象はなんだったのかな、と頭の片かた隅すみで考えた。だがあれこれ考えるも次第に集中力が落ちていき──

「……何か……柔らかいものがお腹なかに当たってる……」

　精神的には非常に幼いモニカだが、身体からだのほうは人一倍発育している。柳楽は頭をなでなでしているうちにモニカを抱きしめたい衝しよう動どうに駆られた。若い男女が二人ふたりっきりで抱き合っているのだから、変な気分になってきてもおかしくないわけで──

　──というか……チャンスなんじゃないのか？

　柳楽はふと思った。

　常に『半径十メートル以内』を維持し続けている朝あさ霧ぎりとは現在離れ離れになっている。

　リリアンは競けい馬ば。今日きようは完全に職しよく務むを放棄している形だ。

　──そうだよ……！　つまり、邪じや魔ま者ものは誰だれもいない！　ということですよ！

　このところ『恋愛講こう座ざ』はご無ぶ沙さ汰ただったし、今こそ『愛』を説くチャンスだ。

　リリアンはともかく、朝霧は柳楽の元・想おもい人びと。彼女に監かん視しされている状況でモニカに『愛』を説くのはなんだか後ろめたくて……だから柳楽は『恋愛講座』を一時棚上げにしていた。

　ところがどうだろう。今は誰も柳楽たちを監視している者はいない。

　──今なら……今ならやりたい放ほう題だいだ。……でも、がっついてはいけないな。いかにもって感じだとモニカさんも引いちゃうだろうし。よし、紳士的にいこう。クールな語り口で──

「も、も、も、も、も、も、も、モニカひゃん──っ!?」

　盛大にキョドってしまった。

「お、おほんっ！」咳せきをして誤ご魔ま化かす。「モニカさん、ちょっといいかな？」

　そう言ってモニカを引き離し、潤うるんだ瞳ひとみをじっと見つめた。

「……柳楽さん？　なんだか……顔が恐こわいですよ……？」

「そ、そうかなぁ？　いつもこんな顔だと思うよぉ？」

　下心をあっさり見破られてしまった。たまにモニカは本質を突くから侮あなどれない。

　──あー、うん。……しかし、あれだよね。……や、やっぱり、無理やりはよくないよね。ちゃんとモニカさんの同意を得てから……イチャイチャ……いや、愛を語り合うことにしよう。……あ、あれだぞ？　別にエッチなことをしようとか思ってないからね？　本当だよ？

「……柳なぎ楽らさんが……獣けもののような目つきをしています……？」

「あー、モニカさん。『ような』じゃないよ。……男はみんな『本物』の獣なんだ」

　いきなり失言してしまった。紳士的にいこうと決めたばかりだったのに──

「本物の獣なのですか──っ!?」モニカが絶叫する。「ひゃぅぅぅぅぅぅ！　大変なのですぅぅぅぅ！　狼おおかみさんに食べられてしまいますぅぅぅぅぅぅ！」

「も、モニカさん！　落ち着いて！　大丈夫だから！　食べたりしないから！」

「──食べない？　食べないのですか？　ではまさか──っ!?　これから始まるのは噂うわさに聞く、『しんこんしょや』なのですか──っ!?　ついに一いつ線せんを越えてしまうのですか──っ!?」

「ふふふ、その通り──っ！　これから始まるのは新婚初夜…………………………え？」

　モニカの飛ひ躍やくした発言で一気にハードルが上がってしまった。

　しかも、「その通り──っ！」なんて答えてしまったせいで、「ドキドキなのです……しんこんしょやはドキドキなのです……」とモニカがモジモジし始めた。完全に本気にしている。

「柳楽さん……どうしたんですか？『しんこんしょや』の始まりではないのですか？」

「う、うん、そうなんだけどね……」

　困った。どうしよう。キスさえちゃんとできるかどうか不安なのに新婚初夜だなんて。

　ハードルが上がりすぎだ。雲の上まで飛び上がれと言われたっていきなりは無理だ。

　──だ、誰だれか……俺おれにノウハウを！　俺に『その手』の作法を教えてくれ！

「柳楽さん、焦じらさないでください！　ドキドキが止まりません！　心しん臓ぞうが爆ばく発はつします！」

「そ、そうだね……え、えっと……あれをあれして……これをこれして……」

　あたふたしながらモニカの身体からだを地面に横たえる。するとモニカが意外そうな声で──

「何をしているのですか……？　それは『しんこんしょや』ではありませんよ……？」

「──え？　違う？　どこら辺が？」

「横になる必要はないはずです。『しんこんしょや』は入れるだけですから」

「──入れるだけぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ──っ!?」

「入ってしまえばあとは簡かん単たんです。チュパチュパとペロペロが待っています」

「チュパチュパとペロペロ──っ!?」

「……すごくエッチなのです。『しんこんしょや』はすごくエッチなのです」

「え、え、え、エッチなのはモニカさんのほうだよ！　──っていうか、ごめん！　俺、モニカさんのこと見くびってたよ！　まさかこんなにエッチな人だったなんて……っ！」

　子供の作り方さえ知らないのでは、と一時期疑っていたことがあるのだ。

　──意外だ！　意外すぎる！　でもエッチなモニカさんいい！　すごくいい！

　もう『へたれ王女』なんて言わせない。ベッドの上では私がリードする。

　……そんな展開さえありえそうな気がしてきた。

「あ、あのぉ……モニカさん…………ちなみにチュパチュパってどんな感じなんですか？」

「チュパチュパですか？」モニカが前髪を払いながら言葉を紡つむぐ。「──あ、擬ぎ音おんではわかりづらいですね。えーとですね、たしか……そうです！『でぃーぷきす』です！」

「…………………………………………………………はい？」

「日本語では『しんこんしょや』で、英語だと『でぃーぷきす』になります！　舌を絡める激はげしいキスなので、すごくエッチです！　ペロペロとチュパチュパなのです！」

　どう考えても『しんこんしょや』と『でぃーぷきす』はイコールでは結べない。

　モニカにしてみればただのキスよりもずっとエッチなのだろうが──
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　──俺おれ、もっとすごいの想像してたよ！　……ああ、もうっ！　恥ずかしいぃぃぃ！




　　　　☆　☆　☆




　その後、先へ進むと大きな扉とびらが現れ、その扉の前で朝あさ霧ぎりとアリサが柳なぎ楽らたちを待っていた。

　二人ふたりはどういうわけか制服がボロボロになっていて、朝あさ霧ぎりはヘソが丸見えに、アリサのほうはスカートが短くなっていた。……何があったのか詳しよう細さいを訊きくべきか訊くまいか、柳なぎ楽らは迷ったが、アリサの目の周りに涙のあとが残っていたので何も訊かないでおいた。

「……っていうか、結局、同じところに出るんだね……」

　まるで遊園地のアトラクションのようだ。一体、誰だれがこんな地下施設を作ったのだろうか。

　ほどなくして灰はい谷たにたちも扉とびらの前にやってきた。灰谷は見るからにやつれていたが、オリヴィアは灰谷とは対照的に元気いっぱいで無む駄だにテンションが高く、「続・地下通路脱出大作戦ですわ！」などと空気の読めないコメントで場の雰囲気を盛り下げた。

「あー、それじゃあ先に進もうか……」

　柳楽はみんなを扉の前に誘ゆう導どうした。今度の扉には鍵かぎはかかっていなかったが、その両開きの巨大な扉は一人ひとりで開けるには重すぎたので、灰谷と協力して扉を押し開けた。

「──階段ですわね。上のほうが明るいですわ……これはもしや出口が近いのではなくて？」

　階段はそれなりの段数があった。そしてそのそれなりの段数を上り切るとまた扉があった。

　今までの扉とは材質が違う。校舎でよく見かけるタイプの扉だった。

「やりましたね、柳楽さん！　ステージ１をクリアーなのです！」

「……いや、モニカさん……ゲームじゃないんだから。……まあ、そんな感じだったけど」

　なんにしても脱出できるのは嬉うれしい。かなり長い間、地下を彷徨さまよっていたから。

　──ふぅ……いろいろあったけど、みんな無事でよかったよ。さ、脱出、脱出っと……。

　扉を開けて奥に進むと地上の光と蛍けい光こう灯とうの光が一行の目を刺し激げきした。

　扉の奥は校舎内の一室に繋つながっていた。悪あく趣しゆ味みなデザインの本棚が壁かべ一面に並んでいる部へ屋やだった。ソファーやテーブルなども設置されており、おまけにプラズマテレビまであった。

「おー、おー、大おお所じよ帯たいだねー」

　柳楽たちを出迎えたのは体たい操そう着ぎ姿の女子生徒だった。

　格好は変だがなかなか美人だ。ロングヘアーの黒髪を白いヘアバンドで自然な流れに整ととのえている。髪は綺き麗れいなストレート。艶つやがあって柔らかそうだ。体操着少女はソファーにどっぷり腰かけ、机の上にだらしなく足を乗せ、ボリボリとスナック菓子を頬ほお張ばりながらファッション雑誌をペラペラとめくっていた。

「……浅あさ黄ぎサツキ」灰谷が小声でつぶやいた。

「知ってるんですか？」

「……ああ、同じクラスなんだ」

「おー、灰谷ちゃんだー」浅黄と呼ばれた少女がソファーから腰を上げた。「元気してる？」

「……まあ……それなりに」

　どうやら特別親しい仲というわけではなさそうだ。

　単にこの浅黄という女子が馴なれ馴れしいだけなのだろう。

「あのー、ここはどこなんですか？」柳なぎ楽らは率直に尋たずねた。

「えー？　ここー？　生徒会室だけどー？」

「……へ、へぇ、生徒会室……」

　この時点で柳楽はある予感を抱いていたが、みんなには話さなかった。

「私は南雲なぐも高校生徒会副会長の浅あさ黄ぎサツキ！　──おっと、これ以上の個人情報は明かせないぜ。……え？　なぜかって？　それは昨さつ今こんの個人情報保ほ護ご法ほうが私を優やさしく包み込んでいるからさ！　あ、でも、せっかくだから年ねん齢れいは教えてあげよう。えー、泣く子も黙だまる……とは限らないシックスティーンです！　血液型はたぶんＯ型。それっぽいっしょ？　誕たん生じよう日びは七月五日！　来月だよー。プレゼントくれよー。えー、住所は──」

「……個人情報晒さらしまくりなんですが」

「ははは、細かいことは気にしない、気にしない」

「あの、ところで──」

「お黙りなさい、この下げ郎ろう！　──とか言ってみたりしてー。偉そう？　私、偉そう？」

　正直、誰だれも彼女のノリについていけていない。

　副会長様はつわものだ。というか変人だ。わけのわからない人である。

「何も言わなくたってわかってるよ！　さっさと話を進めたいだろうからね、ここは私の解説を聞いてよ。もう余計なことは話さないから。──とか言ってみたりしてー」

「……殴りたい……この人の側頭部を全力で殴りたい……」

「えーと、簡かん単たんに言えばだね……キミたちが『地下』から上がってきたら丁てい重ちように応対するようにって会長に頼まれていたのだよー」

「──会長？　まさか今回のことは全すべてあなた方が仕組んだことですの？」

　それまで静せい観かんしていたオリヴィアが柳楽を押しのけ前にしゃしゃり出てきた。

「そう身構えないでよー。別にキミたちを陥おとしいれようとか考えてたわけじゃないからさー」

「あの悪意に満ちたトラップの数々……ハメる気、満々だったとしか思えませんが……」

「──おっ！　そこのキミはチームリーダーの柳楽淳じゆん君だね？　キミの噂うわさは聞いてるよ！　すごい女たらしなんだってねー」

「………………そんなバカな」

「ありゃ？　その子たちはジュン君のカノジョじゃないの？　ハーレムを築きずいてる真っ最中だって風の噂で聞いたんだけどなー」

「ハーレムなんか築いてませんよっ！」

「えー、つまんなーい。──って、まさかカノジョいないのー？　一人ひとりもー？」

「私です！　私が柳楽さんの大本命なのです！」

　カノジョという言葉に反応してモニカが前に飛び出した。

「おー！　たしかキミはモニカちゃんだね！」

「はい！　モニカちゃんです！　柳なぎ楽らさんの大本命のモニカちゃんなのです！」

「うわあああ……すっごい可愛かわいい」

　浅あさ黄ぎは不用意に近づいてきたモニカに抱きつき、幼おさな子ごにするように頬ほお擦ずりをした。

　──揉もみくちゃにされてる……っていうか、胸揉んでるよ！　……大丈夫かこの人？

　リリアンさんとは別の意味で一方的だな、と呆あきれつつも感心していると──

　──バタン！

　ノックもなしに生徒会室の扉とびらが乱らん暴ぼうに開け放たれた。

　そして何者かが下品な笑い声を上げながら中に入ってきて、

「ふははははっ！　会長様のお出ましだぞ！　全員、跪ひざまずけ！　そして俺おれ様を崇あがめるのだ！」

　長髪を揺らしながら現れたその男は無む駄だにハイテンションで無駄に尊大だった。灰はい谷たにとは顔の系統が異なるが、いかにも女性にモテそうな顔をしている。

　──やっぱりこいつの仕し業わざだったか……ウンザリだぜ……。

　柳楽はこの男が生徒会長用に「キャラを作っている」ことを知っている。

　校内で出会えばだいたいこのノリだ。強引で、やかましくて、偉そうで、一方的で……要約すれば人の話を聞かない大バカ野郎ってことだ。俺様キャラは性た質ちが悪い。

「会長、素す敵てきです！」浅黄が拍手で会長を迎える。「今日きようの会長は一味違います！　──あっ！　よく見ればシャツのボタンが第三ボタンまで開いてるじゃないですか！　ああ、会長の鎖さ骨こつを生で拝見できるなんて！　私はなんて幸せ者なんでしょう！」

「浅黄君、もっとだ！　もっと俺を持ち上げろ！　嘘うそでもかまわん！　捏ねつ造ぞうしろ！」

　会長は高笑いを上げながらソファーに腰かけた。そして柳楽を一いち瞥べつし、

「我わが愚ぐ弟ていよ。生徒会室へようこそ。……ん？　どうした？　何を呆れている？」

「──うっせぇよ、糞くそ兄貴。それ以上、喋しやべんな」




「「「「──兄貴？」」」」




　複数の声が重なった。当事者たちと事情を知る灰谷と浅黄は傍ぼう観かんしている。

　生徒会長と柳楽の関係を知って驚おどろいたのはモニカたちだ。

「あの方は柳楽さんのお兄にい様なのですか……？」

「う、うん……」

　できれば知られたくなかった。身内とは思われたくない恥ずべき兄だから。

「……んで？　今回のことは全部兄貴が仕組んだことなのか？」

「ああ、そうだ。浅黄君にも手て伝つだってもらったが、事を企くわだてたのは俺だ」

「その通りでーす。モニカちゃんに手紙を送りつけたのは私でーす。空あき教室と地下通路に罠わなを仕掛けたのも私でーす。どっちも自信作でーす。──あ、これお茶でーす」

　いつの間にかテーブルの上に人数分の紅茶が用意されていた。

　──兄貴の部下だけあって有能そうだな。ってか、あの手紙書いたのこの人かよ……。

　手紙の文面を思い出す。たしかにあれは兄のセンスではなかった。小こ細ざい工くが苦にが手てな兄にああいう消極的なキャラを演じ切れるわけがない。たとえそれが文章であっても。

「兄貴、なんの罪もない一般生徒を罠わなにハメんなよ。それとも悪評……流されたいのか？」

「罠じゃない。試練だ」恭きよう平へいが右目を眇すがめた。「俺おれは親おや父じからお前の教育を任されている」

「……親父の差し金かよ」

「お前が家を出るから悪いんだ」恭平は言い切った。「──これは親父の言葉だが、『俺の知らないところで淳じゆんが軟弱な男に成り下がっているかもしれない！　恭平よ、淳に試練を与えろ！　柳なぎ楽ら家けの男子はいつの時代も優ゆう秀しゆうでなければならないのだ！　どんな方法を使ってもかまわん！　金なら俺がいくらでも出してやる！　ゾウが踏んでも壊こわれない男に鍛きたえ上げるのだ！』と親父は言っていた。俺は親父の言葉に従ったまでだ。文句を言われる筋合いはないぞ」

「どんだけスパルタなんだよ！　そのうち命落とすぞ！　──っていうか、俺だけならまだいいけど、無関係の人間を巻き込むなよ！　それでも生徒会長か──っ！」

「若いときの苦労は買ってでもするものだぞ。むしろありがたく思え」

「下へ手たしたら死んでたかもしれないっつーのに、よくそんなこと言えるな！」

「まあ……他ほかにも理由はあるんだがな」

「は？　なんだって？」

「こちらの話だ。──それより冷めないうちに飲め。浅あさ黄ぎ君の入れるお茶は最高だぞ？」

「変な薬が入ってたら困るから飲まん」

「ちっ、察しがいいな」

「……………………おい」もうツッコミを入れるのも面めん倒どうだ。「……もうお家うちに帰る」

「まあ、試練云うん々ぬんはともかく、親父が一つ、感心していたことがあったぞ」

「……あ？」

「一学期中にハーレムを築きずき上げるとは、さすがは俺の息子むすこだ──とな」

「だからハーレムじゃねーし！」

「その通りですわ！」柳楽に便乗してオリヴィアが激げき怒どした。「そちらの二人ふたりはともかく、私とアリサ様を頭数に入れないで欲しいですわ！」

「ほう、威い勢せいのいい女だな。だが人前だからと言ってそう照れなくてもいいだろう？」

「照れてなんていませんわ!?」

　必死になって否定するも、恭平のほうが一枚上うわ手てのようだった。

　──たぶん兄貴と互角に渡り合えるのはリリアンさんくらいなものだろうな……。

「しかし、ジュンよ。──お前はまだまだ甘い！　甘すぎるぞ！」

「……あのさ、いちいち声を張り上げなくても聞こえるから」

「俺おれがお前に本物のハーレムというものを教えてやる！　浅あさ黄ぎ君、召集だ──っ！」

　恭きよう平へいが指示を飛ばすと、「了解でーす」と浅黄が答え、入口横のコンソールを操そう作さした。

　──ジリリリリリリリリっ！

　途と端たんにやかましいベルの音が響ひびき渡った。誰だれかが非常ベルの音と勘かん違ちがいしそうだ。

　──バタン！

　ものの数秒で生徒会室に三名の女性が姿を現し、恭平を中心にフォーメーションを組んだ。

　いずれの女性も初見だったが、パッと見で美人だとわかった。
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「彼女たちは俺の部下でもある。風紀委員長、図書委員長、体育委員長……他ほかの委員会の委員長は男だからハーレムの一員ではないが、生徒会に逆さからう委員長は存在しない」

「会長ってばすごいんですよー」浅黄がはりきって解説する。「なんたってこの学校の生徒にして出資者の一人ひとりでもあるんですからねー。学校の経営に口出しできる生徒会長なんてそうそういませんから！　っていうか、存在しませんから！　きゃー、会長、抱いてー」

「……なんなのこの人たち」アリサが呆あきれ顔がおでつぶやく。

「今の話、事実なんですか？」

「う、うん……」朝あさ霧ぎりの問いかけに慌あわてて柳なぎ楽らは頷うなずいた。「……嘘うそみたいな話だけど、兄貴は会社を三つくらい経営してるんだ。どの会社も遊びの延長って感じだけど、兄貴は発想が普通じゃないからさ。今までにないビジネスモデルだって雑誌で取り上げられるほどなんだよ」

「性格的にも向いてそうですよね、社長業に」

「人の上に立つ人間ってのはみんな変態なんだろうね。凡ぼん人じんの俺おれには理解できないよ」

　──兄貴は親おや父じの分身みたいなものだからな……試練がどうとか言ってたけど……俺みたいに『できの悪い人間』に過度の期待はしないで欲しいよ……いや、マジで……。

　この日の恭きよう平へいはそれほどしつこくなく、校内の施せ錠じようの時間が迫ると、「去れ、愚ぐ弟ていよ」と柳なぎ楽らたちを生徒会室から追い出した。慰い謝しや料りようを請せい求きゆうしたい気分だったが、これ以上、ややこしくなるのはごめんなので、柳楽はおとなしく引き下がった。

　が、この選せん択たくが過あやまちだった。恭平が……兄がよからぬことを企たくらんでいたことくらい、この時点で予想できていたはずなのに──




　　　　☆　☆　☆




　なんだか騒さわがしいなぁ、と思いながら一年Ｆ組の教室に足を踏み入れると、すでに登校していたクラスメイトのほぼ全員がお喋しやべりを止やめた。

　──なんだ……この不ふ穏おんな空気は……？

　人並みに自じ意い識しきのある柳楽は入口で足を止めたが、天然のモニカとマイペースな朝あさ霧ぎりは教室に漂う重々しい空気にまったく気づいていないようだった。モニカなどは、「みなさん、おはようございます！」と空気を読まず（というか読めず）元気いっぱいに挨あい拶さつしていた。

「……神経が図太いってのも考えものだよな……」

　そそくさと自分の席に移動し、机の上に鞄かばんを置くと、三つ前の席でだべっていた仲良し女子三人組が柳楽を一いち瞥べつし、こちらの視し線せんに気づくと三人そろって目をそらした。

「おはようございます」

　教科書を机の中に押し込んでいると一いち之の瀬せがやってきた。

「どうした一之瀬？　今いま更さら、口く調ちようを変えたところでお前の凶きよう暴ぼう性せいは周知の事実だぞ？」

「…………」日に焼けたテニス少女は無言でため息をついた。

「おい、ちゃんとツッコめよ。この上なくわかりやすいボケだっただろうが。──それともなんですか？　一之瀬先生はもっと高度なボケを期待しておられたんですか？　あるいは相あい方かたのつまらないボケは黙もく殺さつするのがあなたのポリシー？」

「……あんたの相方になった覚えはないんだけど」

「なんだよ。今日きようはマジでノリが悪いな。……俺、お前の機き嫌げんを損そこねるようなことしたか？」

「……これを読んでも同じことが言える？」

　一之瀬は右手で抱えていた新聞紙を広げると、柳楽に突きつけた。

　どこかで見覚えがあるなと思ったら校内新聞だった。不定期に約四百部を発行している極きわめてローカルな新聞である。記事の大半は校内のゴシップ。はっきり言ってくだらないの一言で終わってしまうようなネタばかりだが、一部の生徒の間では人気がある。

「どこを読めばいいんだよ？」

「一面よ」

「えーと……生徒会長の弟、柳なぎ楽ら淳じゆんにハーレム疑ぎ惑わく浮上……ってなんだこりゃ──っ!?」

　校内新聞のトップを飾っていたのはなんと柳楽だった。写真も掲けい載さいされている。中心に柳楽が立っていて、背後にモニカと朝あさ霧ぎりとアリサが横に並んでいる写真だ。

　──この写真の背景……昨日きのう迷い込んだ地下通路の壁かべにそっくりだな……。

　記事を読み進めていくに従って柳楽の身体からだは徐じよ々じよに冷たくなっていった。




　──ついに生徒会長の弟が本ほん性しようを現した。巷ちまたでは「変態」だの「バカ」だの「へたれ」だの罵ののしられている柳楽淳だが、このほど一年生女子「三大美少女」を口く説どき落とし、早くも「ハーレム体制」を築きずきつつあることが発覚した。これは実の兄で生徒会長を務める柳楽恭きよう平へいの証言からわかったことで、「奴やつは俺おれを蹴け落おとし、生徒会長の椅い子すを手に入れるつもりだ。いつもヘラヘラ笑っているが、俺はあいつほどしたたかな男を見たことがないよ」と自信家の生徒会長も弟には一いち目もく置いているようだ──

　──一番の親友（だった）と豪ごう語ごするＮ君は次のように語ってくれた。

『ナギラは意外と頭がよくって、成せい績せきも上位のほうなんですよ。僕はいつも彼から宿しゆく題だいを写させてもらっていまして……あ、今のは書かないでくださいね。──え？　女関係？　そうですねぇ、中学時代はあまりパッとしませんでしたけど、高校へ進学して急にモテるようになりましたね。……女には不自由してないって自じ慢まんげに話してましたから。性格も変わったような気がします。最近は本当に付き合いが悪くなって、「あー？　男同士でカラオケとか冗じよう談だんだろ？」とか「寄るんじゃねーよ。負け組の野ブタどもがよー」とか真顔で言うんですよ』

　──取材を重ねるに従い、柳楽淳という男の裏の顔が浮き彫りになってきた。兄をも凌しのぐその鬼き畜ちくな精神構造はいかにして生まれたのか？




　脱力しながら新聞を閉じると、それを一いち之の瀬せが強引に奪い取った。

「柳楽って女たらしだったんだね。知らなかったなぁ……」

「…………何かの間違いだと思いますけど」

「このＮ君ってのは猫ねこ矢やのことよね？　こいつの言うことは当てにならないけど、生徒会長が嘘うそを言うとは思えないし、新聞部の友達に話を聞いたら、『ゴシップ中心でいかにもでっち上げ臭い記事が多いけど、取材はしっかりしてるし、過去の記事を読み返せばわかってもらえると思うけど、うちの新聞って絶対に嘘は書かないよ？』って言ってたのよねぇ……」

「…………ぐ、ぐぅぅ」

　全力で反はん論ろんしたいところだが、素そ行こうに問題のある自分が弁解したところで説得力はない。

　──新聞部も生徒会の支配下にあるのか……くそ、とんでもない捏ねつ造ぞう記事だな……。

　兄の考えそうなことだ。考えなしに柳なぎ楽らの悪い噂うわさを校内に流しても出しゆつ処しよ不ふ明めいの噂はすぐに風化してしまう。だけど、その悪評を信頼性の高い校内新聞の記事に載せ、さらに生徒会長が直じき々じきにコメントを提供すれば──それは噂の域を超え真実となる。

　──これは反はん論ろんしても無む駄だだな。……ったく、兄貴の奴やつ……どっちが鬼き畜ちくなんだか……。




　その日の新聞にはもう一つビッグな話わ題だいが掲けい載さいされていた。

『ホモ疑ぎ惑わく解消？　灰はい谷たに亮りよう介すけに恋人（♀）が!?』

　この見出しには柳楽も食いつき、いつの間に、と心底驚おどろいたが──

「……これも捏造じゃないのか」

　記事は「同性愛者の疑いがかけられていた二年Ｂ組の灰谷亮介と一年Ｆ組所属の留学生、オリヴィア・ヴァレンタインの熱ねつ愛あいが発覚」という書き出しから始まっていたが、その記事には本人たちのコメントはおろか、関係者のコメントも一切なく、記事の右下に掲載された写真を元に憶おく測そくだけで語られているようだった。

　オリヴィアを両手で抱きかかえる灰谷──どうにもできすぎている写真だ。

　きっと一面を飾った柳楽たちの写真同様、これも地下通路で撮さつ影えいされたものだろう。

　何かトラブルでも起きない限り、灰谷が女性を抱きかかえるはずがない。

　──それに先せん輩ぱいはオリヴィアみたいに小うるさいのは苦にが手てなはずだからな……。




　捏造記事はあっという間に校内を駆かけ巡めぐり、柳楽は一いち躍やく有名人となった。

　もちろん、いい意味での『有名人』であるはずもなく──

　その上、柳楽は、不本意にも生徒会と対立関係を築きずいてしまった。

　──これも親おや父じが言う、『試練』の一つなのかな。……なんにしても最悪だよ……。






　　　ＣＡＳＥ３　柳楽淳最後の日《中編》～死ぬの？　死なないの？～




　昼休み、人目を避けるため特別棟へ向かった柳なぎ楽らは一階のトイレで灰はい谷たにと出くわした。

「…………どうも」

「…………ああ」

　挨あい拶さつを交わすことでお互いの心理状態を確かく認にんし合った。

　校内新聞に掲けい載さいされた捏ねつ造ぞう記事は柳楽たちから安息を奪った。

　授業中、シャーペンが七本、ボールペンが六本、定じよう規ぎが四つ、罵ば詈り雑ぞう言ごんで埋め尽くされた紙かみ飛ひ行こう機きが四機、柳楽の後頭部に突き刺さった。仲のいい男子にさえ、「お前さ、『ハーレム』とか校内の全男子に喧けん嘩かを売ってるとしか思えないぞ」と呆あきれられた。

「…………先せん輩ぱい、二人ふたりで学食にでも行きませんか」

「…………ああ、いいぞ……そろそろ空すいてる時間帯だしな……」

「…………二人一いつ緒しよなら人目もそれほど気にならないんじゃないですかね……」

「…………ああ、一人ひとりで校内を歩き回るよりはずっとマシだと思うぞ……」

「…………先輩、日本経済は今後どうなっていくんでしょうか」

「…………格差社会。……俺おれが言えるのはそれだけだ……」

「…………世せ知ち辛がらい世の中になってきましたね。とりわけ俺たちは不幸です……」

　二人は用を足し終えると、学食がある建物へと向かった。その途中、学食に続く渡り廊下を歩いていると、学食側から柄がらの悪い男子が数名、ニヤニヤしながら歩いてきた。

「よー、灰谷。朝の件、考えといてくれたか？」

「……失うせろ、宇う高だか。お前と話すことなど何もない」

　ガンを飛ばしつつ突っぱねる灰谷。相手が男で、しかも嫌いな相手の場合、灰谷は嫌けん悪お感かんを隠そうともしない。こういう手合いには強いんだよなー、と柳楽は感心する。

「つれねぇー」宇高と呼ばれた男はヘラヘラ笑いながら柳楽に歩み寄ってきた。「キミ、柳楽君だよねー？　校内新聞、読んだよ。柳楽君、知ってる？　校内新聞の一面を飾るってことは生徒会に目をつけられてるってことなんだよねぇ。どう？　きついっしょ？」

「……きついっすね」

「柳楽君もさ、うちのサークルに入んない？　リアルハーレム持ちの柳楽君なら大だい歓かん迎げい。今なら入会費無料だしさー。必要なら格技経けい験けん者しやを二、三人くらい護ご衛えいにつけるし。柳楽君、生徒会と戦うつもりなんだよねー？　だったら兵隊必要でしょ？　ほら、うちのサークルって非公式だから生徒会とは相あい性しよう悪いんだよね。つーか、目め障ざわりだからさ。──あ、ついでに灰谷のことも説得してくんないかなー？　うちも戦力不足でさー。欲しいんだよね、灰谷ちゃん」

　どういうサークルなのかはわからないが、おそらく校外でも活動しているグループなのだろう。誠実とは程ほど遠とおい印象を受ける。軽けい薄はくなサークルなのは間違いない。

　──味方は欲しいけど、この人とはとうてい波長が合いそうにないな。

　スルー推すい奨しよう。関かかわるとロクなことにならない。直感がそう警けい鐘しようを鳴らしている。

「灰はい谷たに先せん輩ぱい、学食は止やめにしましょう」

「ああ、そうしよう」

　このまま学食に向かうのは得策ではない。この宇う高だかという男、食事中もしつこく勧かん誘ゆうしてくるに決まっている。ならば学食行きは却下。一つの場所に留とどまるべきではない。

「宇高さんでしたっけ？　俺おれも灰谷先輩も一いつ匹ぴき狼おおかみなんでサークルとかには興きよう味みないんですよ」

　柳なぎ楽らは目で灰谷に合図を送ると、目の前の宇高を放置して校舎に引き返し始めた。

「おーい、ちょっと待てよー」宇高とその取り巻きが追いかけてきた。

　──うわー、もっとはっきり言ってやるべきだったかな。俺たちと宇高さんのグループって明らかにノリが違うじゃないですかー、って。……普通、直感的にわかると思うんだけどな。こいつとはそりが合う、合わないって。ただ単に戦力が欲しいだけなのか？

　購こう買ばい部ぶがある中央棟の一階を早足に進んでいると、前方に別の集団が見えてきた。

　後方からは宇高たちが迫りつつある。

「──今度はなんだ？」

　柳楽たちの前に立たち塞ふさがったのはさえない男たちの一団だった。

　色白、メガネ、小太り、猫背、痩やせ型がた、挙きよ動どう不ふ審しん──

　一目でわかった。宇高たちとは対極の位置にある集団だと。

「──待ちたまえ」

　先頭に立っていた黒いフレームメガネの男が柳楽を呼び止めた。

「僕は『アリサファンクラブ』の初代会長を務めている者だ」

「…………」柳楽はやや引き気味に首を傾かしげた。「…………ふぁ、ふぁんくらぶ？」

「アリサちゃんはみんなのエンジェル！　我われ々われにはアリサちゃんの貞てい操そうを守る義務がある！」

「……は、はぁ……」

　背後で宇高が、「そんな義務ねぇだろ」とつぶやくのが聞こえた。もっともである。

「アリサちゃんはみんなのエンジェル！　我々にはアリサちゃんの貞操を守る義務がある！」

　初代会長が繰くり返し言うと、背後にいる他ほかのファンクラブの会員たちが騒さわぎ出した。

「ハーレムなんて……ハーレムなんて！」「ハーレムはたしかに羨うらやましいけどぉ！　アリサちゃんをメンバーに加えるとは……けしからん！」「アリサちゃんは史上最強の不ふ思し議ぎ系けい美少女なんだ！　そもそも男になびくはずがないんだ！」「そうだ！　そうだ！　しかも今時、珍しいことに発明少女なんだぞ！」「要約すると、不思議系発明美少女だ！」

　背後で宇高が思いっきり舌打ちをした。場の空気が重みを増していくのがわかる。

　──辛つらい、辛すぎる。……なんなんだ、この人たちは。俺おれに何を求めてるんだ……。

　早く本ほん題だいに入ってくれ、と内心でぼやいていると初代会長が──

「柳なぎ楽ら君、いいかね？　──キミを海の底に沈めるのは簡かん単たんだが、我われ々われも鬼ではない。ここは一つ、取引といこうじゃないか」

「──取引？」

「うむ……」急に初代会長の歯切れが悪くなった。「えっと……その……アリサちゃんの生写真を撮とってきて欲しいんだ。……できれば全身が写っているものが、いーなーって……」

「……なんだか要求レベルが低くないですか？」

「いや、そんなことはない。オリヴィア・ヴァレンタインという留学生を知っているだろう？　あの女がアリサちゃんの側そばにいつもついていて、周囲に目を光らせているから迂う闊かつに近づけないんだ。望遠レンズを使ってもなぜかシャッター音に気づくし、シャッター音がしないコンパクトデジタルカメラを使っても必ず撮さつ影えい者しやの居場所が特定されてしまうんだ。すでに三十台以上のカメラが破は壊かいされている。アリサちゃんの生写真はこの世に一枚も存在しないんだ」

「……あのぉ」今回ばかりはオリヴィアを応援したい気分だ。「盗撮は犯罪ですからね？」

「そういうわけだから一枚頼むよ！　次期生徒会長の柳楽君！」

「人の話は聞きましょうよ！　っていうか、生徒会長になる予定はありませんから！」

「頼む！　写真さえ手に入れば僕たちはキミの邪じや魔まをしない！」

「……いや、そう言われても……盗撮は犯罪ですし……」

「お金も払うよ！　二千円までなら出せる！　どうか、我々の頼みを聞いてくれ！」

　初代会長は唾つばを飛ばしながら柳楽の肩をガタガタと揺らす。

　──二千円って…………安くないですか？

　そろそろ鬱うつ陶とうしくなってきた。しかし、簡単に引き下がるような相手では──

「おい、てめぇら！　いい加減、うぜぇんだよ！　とっとと散れや！」

　そのとき、痺しびれを切らした宇う高だかが初代会長の出っ張った腹に拳こぶしを突き刺した。

「……な、何をするんだね、キミ……」初代会長が前まえ屈かがみになる。

「るせぇ！　きめぇんだよ！　何が『キミ』だ！　俺の前から消きえ失うせろ！」

　宇高は初代会長を突き飛ばすと、よろめいた初代会長の股こ間かんに前まえ蹴げりをヒットさせた。

「──ぬおおおおおおおおおおおおお──っ！」

　悶もん絶ぜつしながらその場に崩れ落ちる初代会長。フレームメガネが床ゆかに落ちた。

　──あーあ、やっぱこうなるか。この二つのグループって最高に相あい性しよう悪いよな。ま、俺に言わせればどっちもどっち、似たようなもんだ。欲望に忠実で自己主張が激はげしいという点では共通してるし。人の趣しゆ味みにケチをつける気はないけど……頼むから俺を巻き込まないでくれ。

「──死ねやああああああああああ──っ！」「──ぬおおおおおおおおおおおお──っ！」

　二つの濃こいグループに囲まれ、立たち往おう生じようしていると、

　──カンカンカン……。

　足元に白いラベルの缶がどこからともなく転がってきて、「ぷしゅー」と音を立てて白い煙を吐き出した。その無臭の白煙はたちまちのうちに辺あたりを覆おおい尽くした。

　──変な臭においはしないし身体からだに害はなさそうだけど……朝あさ霧ぎりさんがやったのかな？

「おい、ジュン。聞こえるか？」近くで灰はい谷たにの声が聞こえた。「なんだかよくわからないが、今のうちに退散しよう。俺おれは購こう買ばい部ぶへ向かう──」

「──うっす！　了解です！　俺も購買部を目指します！」

　たしかに逃げるなら今がチャンスだ。柳なぎ楽らは壁かべ際ぎわに移動し、煙えん幕まくの中をまっすぐ進めるように右手で壁に触れたまま前に足を踏み出した。だが──

「──う、うわあああああああ!?」

　何歩も前に進まないうちに柳楽はバランスを崩した。横からにゅっと伸びてきた細腕に近くの教室へ引っ張り込まれたからだ。視界が不ふ明めい瞭りようだから避けようがなかった。

「……痛いったいなぁ……何すんだよ……」

　強打した膝ひざをさすりながら顔を上げると、革張りの椅い子すにちょこんと腰かけ、携けい帯たいゲームに興きようじるアリサの姿があった。お前の仕し業わざか、と問うと、「素す晴ばらしいわ。にん●んどーのゲームにハズレはないわね」とわけのわからないことを言いながら不気味に微ほほ笑えんだ。

　アリサは今日きようも白い帽子をかぶっていた。留学初日に数学教師の岩いわ田たに、「教室では帽子を脱げ」と注意を受けていたが、「……その涼しげな頭を世せ間けん様に晒さらすことがどれだけの罪であるか一度じっくり考えることね」と精神攻こう撃げきで返していた。とんでもない毒どく舌ぜつだ。

「──あなたは自分の置かれた立場を正しく理解しているのかしら？」

　背後で聞き覚えのある声がした。振り返ると戸口の前に銀ぎん髪ぱつの女が立っていた。

「俺をこの教室に引っ張り込んだのはお前か？」

「感かん謝しやして欲しいものですわ。先ほどの煙幕もタダではないのですから」

「んー？　ああ……一応、助けられたことになるのか……」

　オリヴィアは小悪党のイメージが強いので、また拉ら致ち監かん禁きんされるのかと思ってしまった。

　しかし、前科持ちのオリヴィアとモニカに対抗意い識しきを燃もやしているアリサがなんの打算もなく善意だけで自分を助けるとは考えにくい。

「──んで？　何用だよ？　何かあるんだろ？」

「校内新聞の件ですわ」

「……あ、ああ……あれね……うん……ぼくもすごーくこまってるんだぁ……」

「安心なさい。あなたをどうこうするつもりはありませんわ。ただ……記事の内容は訂正する必要があります。でなければアリサ様の怒りは治まりませんから」

「新聞部に抗こう議ぎするつもりか？」

「その程度ですむと思っていますの？」

　オリヴィアは裏うら拳けんを繰くり出し、壁かべをへこませた。頭は悪いが怪力なのは朝あさ霧ぎりと一いつ緒しよだ。

「あー、そっか。お前も記事にされたんだっけ？」

「……え、ええ……まあ……」なぜか頬ほおを赤らめるオリヴィア。

「あれも捏ねつ造ぞう記事だよな？　灰はい谷たに先せん輩ぱい、すっげー困ってたぞ」

「……そ、そうなんですの……」

「灰谷先輩はお前みたいに人の話を聞かない自己中心的な女は嫌いだからな。武道を嗜たしなんでいる女性は好きらしいけどな、先輩」

「………………」

　珍しく反はん論ろんがなかった。らしくないリアクションだ。

「おい？　なんで黙だまるんだ？」

「──と、と、とにかく！　ありもしない記事をでっち上げた新聞部に裁さばきの鉄てつ槌ついを！」

「裁きの鉄槌って……穏おだやかじゃないな。暴ぼう力りよくに訴える気か？」

「新聞部壊かい滅めつ大作戦──と言いたいところですけれど、大おお本もとを叩たたかなければなんの意味もありませんわ。聞けば今回の記事は生徒会からの指示で書かれたと言います」

「じゃあ、ターゲットは生徒会なんだな」

「あなたの敵も生徒会ではなくて？」

「つまり共同戦せん線せんを張れと？　手を組めと？」

「……ふ、不本意だけど……じょ、状況を考えると仕方ないわ……」

　今いま更さらのようにアリサが会話に加わってきた。一区切りついたのか、携けい帯たいゲーム機きを長机の上に置き、革張りの椅い子すの上にちょこんと腰かけている。なんだか表情がいつもより硬い。

「あのさ、仮に手を組んだとしても、俺おれなんてたいした戦力にもならないと思うぞ？」

「……そ、その……事情があるの……」

　アリサは意味深なことを言うと、黒いハンドバッグをオリヴィアから受け取った。

　自じ慢まんの発明品が詰め込まれたお馴な染じみのバッグだ。なんでもあの小さなハンドバッグの中に１０７個もの発明品が収納されているらしい。一番実用的なのはそのバッグじゃねーか、と柳なぎ楽らは常々思っているのだが、口にしてはいけないような気がするので黙だまっている。

「まずはこれを見て──」

　言いながらアリサがバッグから取り出したのは巨大なカバのぬいぐるみ。怪かい獣じゆうみたいに二足歩行なのだが、口だけが異様に大きく、手足が不自然なまでに短い。本物のカバも手足は短いが、二本足で立つなら少しくらいバランスを考えるべきだ。……実際、ぬいぐるみは仰あお向むけに転がっている。皮ひ膚ふの色が水色なのはいかにもぬいぐるみっぽいが、水色のカバはこの世に存在しないと思う。

「作品ナンバー７７、『カバカバフューチャー』は人の未来を予測する画期的なマシンよ」

「なんでカバなんだ？」

「…………か、か、可愛かわいいから……よ……」

「ふーん……」女の子の価か値ち観かんはよくわからない。

「……私は……生徒会を潰つぶす策を得るために『カバカバフューチャー』の力を借りることにしたの。未来を知るということは正解と不正解を見分けるということだから」

　このブサイクなカバに搭とう載さいされた『予見レンズ』なるものを使えば対象者の未来が見通せるらしい。原理は聞いてもどうせわからないだろうから質問はしなかった。

「まあ、兄貴が相手だし、それくらいの反はん則そく技わざはかまわないと思うけどさ……その『カバカバフューチャー』って本当に未来を予知できるのか？」

「……できるわ。でなければこんなことあなたに話すつもりはなかった」

「なんだ、それ。どういう意味だよ？」

「私は自分の未来だけではなく、生徒会と関係のありそうな人物、全すべての未来を『カバカバフューチャー』を通して予見したの。その中の一人ひとり……生徒会長の弟……つまりあなたのことだけれど……なぜかあなたの未来は七日後以降が見通せなかった」

「なんでまた？」




「──あなたが七日後に死ぬからですわ」




　アリサに訊きいたつもりだったが、先にオリヴィアが答えを明かした。

「存在しない人間の未来を予見することは不可能ですもの。だからエラーが出るのですわ」

「……死ぬって……俺おれが死ぬのか？」

「先ほどアリサ様が仰おつしやいましたでしょう？　でなければこんなことをあなたに話すつもりはなかった、と。……本来であればあなたの生き死になどどうでもいいのですけど、あなたが死ねばまず間違いなく王女は暴ぼう走そうする。未み曾ぞ有うの災害が予想できますわ。しかも……誰だれにも食い止めることはできない。あなたがいないからですわ。言っている意味、わかりますわよね？」

「……ああ、わかる」

　どんな意味にしろ、モニカは柳なぎ楽らに懐なついている。それ故ゆえ、モニカがこれまで地球で起こした災わざわいは全て柳楽が原因で起きているが、暴走を食い止めるキーパーソンとなっているのも柳楽に他ほかならないのだ。柳楽が死ぬ、ということはモニカが暴走する、ということであり、同時に暴走を鎮しずめる手段を失う、ということでもあるのだ。

「──いや、ちょっと待てよ」柳楽はそこで肝かん心じんなことに気づいた。「その予言って……本当に当たるのか？『カバカバフューチャー』って、アリサの発明品なんだろ？」

「予言が外はずれたことは過去に一度もないわ。……いえ、一度くらいはあったかもしれないけど」

「………………胡う散さん臭くさいことこの上ないな」

　アリサの発明品は非常に信頼性が低い。『人間リモコン』に『ジユウジザイ』に『はーとぶれいく』に『なっくん』──どれも微妙なできばえである。

「で、でも……予言が当たったらどうするの？」

「うっ……それは……」

　たしかに予言が外はずれるとは限らない。アリサの発明品がどれも微妙なできばえなのは事実だが、『まったく機き能のうしない』というわけではないのだ。

「まあ……俺おれもまだ死にたくはないし。今回はアリサの発明品を信じてみることにするよ。それで……えっと？　死因は？　具体的に何かわかっていることはあるのか？」

「……いえ、そこまでは調しらべられなかったわ。だけど……」

「死因はわからなくても問もん題だい点てんははっきりしていますわ！」オリヴィアが熱ねつ弁べんを振るう。「柳なぎ楽ら淳じゆん！　あなたは生徒会に喧けん嘩かを売っていることになっていますのよ？　先ほどもよからぬことを企たくらむ下げ種すな輩やからどもが、あなたに接触してきたではありませんの！」

「あぁー、そうだった。ってことは……七日後に校内で起きるなんらかのトラブルに巻き込まれて死亡するってことなのか？　うわぁー、不ふ慮りよの事故とか……やるせねぇ……」

「……平気よ。未来を変えればいいのだから」

「未来を変えるって……どうやって？」

「『カバカバフューチャー』で任意の人間の未来を予見すると、ただそれだけで未来が変化するのよ。未来を知るから未来が変化するの。だからこまめに未来をチェックしていれば……いずれはあなたの七日後以降の未来が予測可能になるかもしれないの」

「心こころ優やさしいアリサ様はあなたへの協力を惜しまないそうよ。跪ひざまずいて感かん謝しやしなさい」

「跪く必要はないだろ」柳楽は反発しつつも素す直なおに頭を下げた。「ま、一応、礼は言っとく」

「………………」アリサは目を丸くしていた。初めて見る表情だった。

「お、おい……なんとか言えよ。シリアスな展開はごめんだからな」

「……こ、このことは……モニカには内密に」アリサはモジモジしながらつぶやいた。

「んー、まあ、そうだな。さすがに内ない緒しよにしておいたほうがいいな……」

「私も賛さん成せいです」背後で朝あさ霧ぎりの声がした。「大賛成です」

「……………………い、いつからそこにいたの？」

「はい？　最初からずっといましたよ？」

　気け配はいすら感じないとはどういうわけなのか。

　……ともかく、朝霧を含めた四人で秘密を共有することになった。

　この日を境に柳楽はちょくちょくお隣となりさん（７０４号室）を訪れるようになった。

　毎日、朝と昼と夜の三回、日々更新される自分の未来をチェックするのが習しゆう慣かんになったからだ。未来を予見する口のでかいカバのぬいぐるみ──名前をスティーヴンと言う──は目の部分にレンズが、口の中にディスプレイが、腹の中にキーボードが収納されていて、要はぬいぐるみは機き器きを覆おおうカバーにすぎなかった。スティーヴンには機器の熱ねつ暴ぼう走そうを防ぐ冷却機能があるとのことだったが、カバーをかけていたら余計熱を持つのではないか、と思わないでもない。

　予言の事実を知り、もっとも警けい戒かい心しんを強めたのは朝あさ霧ぎりだ。常に刀を二本、持ち歩くようになり、警察に職しよく務む質問を受けたり、校内で教師に追いかけ回されたりと──余計な仕事を増やす結果になったが、朝霧は一切妥だ協きようしなかった。柳なぎ楽ら君の命は私が守ります、とカッコイイことを言いながらトイレやバスルームまでついてきた。ベッドにまで入ってきて、「添そい寝ねしましょうか？」と警けい護ごとは無関係の提案までしてくる始末。それでいて彼女は、「決して私に欲情してはいけませんよ。柳楽君にはモニカ様という婚約者がいるのですから」と情なさけ容よう赦しやない一言を柳楽に浴びせる。……あくまで仕事が優ゆう先せんで個人的な感情を表に出す気はないらしい。彼女が柳楽のことをどう思っているのか、それは未いまだに謎なぞのままだ。

　それはそうとオリヴィアの様よう子すが最近おかしい。アリサの部へ屋やを訪れると、必ずお茶を淹いれてくれるのだ。物腰もやけに丁てい寧ねいで人が変わったようにおとなしい。ジッと観かん察さつしているとたまに素すに戻っていることがあるので、意い識しき的てきに『おしとやかに』振ふる舞まっているのだろう。

　どういう心境の変化だろうか？




　　　　☆　☆　☆




　死期が五日後に迫っていた。あれから二日が経過していたが、柳楽の未来にはなんの変化も起きておらず、相変わらずある日を境に未来を予見することができない。

『生徒会室に行こう』

　昼食中、柳楽はアリサにそんな内容のメールを打った。理由も書いた。

『生徒会のメンバーの未来を見通すんだ。俺おれの死と何か関係があるかもしれない。それに兄貴に一言くらい文句を言ってやりたいからな。時間もないし……』

　数分後、わかった、という簡かん潔けつなメールが返ってきた。

　このとき柳楽はモニカたち（モニカ、朝霧、一いち之の瀬せ、猫ねこ矢やの四人）と一いつ緒しよに学食で昼食をとっていたのだが、早食いの柳楽は誰だれよりも先に食事を終えていた。

「友達と約束があるんだ」そう理由を告げて、一足先に学食をあとにした。

　一之瀬が一人ひとり怪け訝げんな顔をしたものの、モニカは学食の季節限定メニュー、「トマトの冷製パスタ」を食べることに必死だったので、「はい……わかりました……なのです」とリアクションが薄うすく日本語も変だった。季節が変わると料理も変わる。食いしん坊の王女様は季節が一巡りするまで地球の食事に飽あきることはないだろう。




　購こう買ばい部ぶの前でアリサと合流すると、特別棟の一階にある生徒会室を目指した。兄は、授業中以外はたいてい生徒会室にいるという話だから昼休みのこの時間も生徒会室のソファーでくつろいでいるはずだった。

「そういえばオリヴィアの奴やつ、今日きようは休みなんだな」

「……朝、起きたら『何日か留守にします』という書き置きが置いてあったの……」

「は？　なんだそりゃ？」

「……私に訊きかれても困る……」

　アリサはそこで歩ほ調ちようを緩ゆるめ、廊下の途中で立ち止まった。

「おい？　どうしたんだ？　行かないのか？」

「…………モニカはどうしてる？」

「モニカさん？　一いち之の瀬せたちと学食にいると思うけど？　それがどうかしたのか？」

「…………べ、別に……なんでもないわ……」

「なんでもないって……」

　──あー、そういえばアリサってモニカさんに恨うらみがあったんだっけ？　んー、すっかり忘れてたな。……でも、俺おれにばっかちょっかい出してきてるような……なんでだ？

　そのうち『生徒会室』と書かれたプレートが前方に見えてきた。

　一度中に入ったことはあるが、廊下がこうも静かだと緊きん張ちようする。

　──コンコン。

　軽くドアをノックしてみたが中から返事はなかった。

　誰だれもいないのかな、とドアを横に滑すべらせてみると鍵かぎはかかっていなかった。

「……無用心だな……鍵くらいかけ──」

　部へ屋やの中へ足を一歩踏み入れたところで柳なぎ楽らはピタリと静止した。

　下着姿の女子が二人ふたり、部屋の中央に立っていたからだ。

「いやーん♪」

　そうわざとらしく嫌いやがってみせたのは副会長の浅あさ黄ぎサツキだった。彼女は足首にスカートを引っかけたまま身をくねらせた。

「弟君も度胸あるねー。生徒会室にノックもなしに入ってくるなんてさー」

「しましたよ！　ちゃんとノックしましたから！」

「一度や二度のノックじゃ私たちは心を開かないよ？　最低でも二百回はノックしないとね。あと上半身だけじゃダメだよ。平等に下半身にも刺し激げきを与えてあげないと──」

「それは本当に俺が知ってるノックなんでしょうね!?」

　悲鳴でも上げてくれれば即座に謝しや罪ざいしただろうが、ここまであけすけだと罪の意い識しきは感じない。法廷では濡ぬれ衣ぎぬだと主張することにしよう。

「ほら、ソフィアも恥ずかしがらないとダメだよー、せっかくのお客様なんだからー」

「あー？　んなのどうでもいいから、背中を掻かいてくれ。届かないんだ。──あ、そう、そこらへんだ。いや、もうちょっと下だ。そうそう。もうちょっとだけ下。いや、まだ下だ……」

　ソフィアと呼ばれた小こ柄がらな上級生は白い下着を身につけた浅あさ黄ぎとは対照的に際きわどいデザインの黒い下着を身につけていた。可愛かわいらしくお団だん子こヘアーにまとめた頭髪はいわゆるストロベリーブロンドで、モニカの髪に若じやつ干かん、赤味を加えたような色をしている。

「んー、あー、でー？　サツキ、こいつら誰だれなんだ？」

「ほら、会長の弟だよ。ハーレムの申し子と名高い、期待の一年生男子」

「あぁー、あれな。あれっつったらあれだよなぁ。あれしかねぇーわなぁ。つーか……あれ？　あぁ、あれ？　おい、お前……あれってなんだよ？　まさかあれじゃねぇだろうな？」

「……いや、俺おれに訊きかれても困るんですけど」

「はいはい、下級生をいじめなーい」

　浅黄が、どうどう、と馬を制するようにソフィアの背中を叩たたく。

「いやー、ごめんねー。この子、ちょっと気分の浮き沈みが激はげしくってさー」

「……みたいですね」どうでもいいから早く服を着て欲しい。

「一度、会ってるよね？　この子は体育委員長のソフィア・ケイスリー∥ヘイフォード。長ったらしい名前だからソフィアでいいよ。みんなそう呼んでるしね」

　言葉は交わしていないが、先日、生徒会室を訪れたときに顔を合わせている。恭きよう平へいの命令により浅黄が呼び出した専門委員会のトップ三人。たしか目の前にいる体育委員長のソフィアの他ほかにも風紀委員長と図書委員長がいたはずだ。そういえば名前は聞かなかった。

「……ソフィアさんですか」

「様だろ、様。ざけんじゃねぇよ、ボケが。ぶっ殺すぞ。つーか、日本暑いんだよ。蒸むし暑あついんだよ。湿度高たけぇんだよ。意味わかんねーよ。ざけんなよ、ボケが。ぶっ殺すぞ、日本」

「…………誰に喧けん嘩か売ってるの、この人」

　柳なぎ楽らの肩越しに様よう子すをうかがっていたアリサがため息をついていた。

　──こんな性格の悪い人が体育委員長なんて務まるのか？　人選ミスじゃないのか？

　一いつ向こうに着替える意思を見せない上級生二人ふたりを目の端でチラチラと見やっていると──

　パリーン、と派は手でな音がして──

「──あなたね！　浅黄が言う覗のぞき魔まというのは！」

　無意味に窓を蹴け破やぶって生徒会室に現れたのは竹刀しないを握った細身の女性。艶つやのある黒い髪が印象的で、前髪が眉まゆの上辺あたりで綺き麗れいに切りそろえてあった。見るからに殺気立っていて、ソフィアとは別の意味で融ゆう通ずうが利かなさそうである。かなりの長身で、百七十三センチある柳楽とほとんど差がなさそうだ。
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「堂どう々どうと婦女子の着替えを観かん賞しようするなんて……あなたは正しよう真しん正しよう銘めいの変態よ！　人間のクズといっても過言ではないわ！　……ああ、正気の沙さ汰たとは思えない！　汚けがらわしい！」

「……弁解しても意味ないんだろうなぁ……こういう手合いには……」

　窓を蹴け破やぶって現れた時点で狂っているとしか思えないわけだが、その上、思い込みまで激はげしいとなるともう柳なぎ楽らには手に負えない。リリアンなら対抗できるだろうけど。

「ちょっと、何をブツブツ言っているの！　変態は変態らしく変態っぽく振ふる舞まっていたらどうなの!?　……うひひひ、お嬢じようちゃん。今日きようの下着は何色だい？　──とかほざいていたらいいのよ！　ああ、想像しただけで鳥肌が！　なんなのもう！　許せない！　下着の色なんて訊きいてどうしようっていうのよ！　理解できない！　理解できないわ！　その程度の情報で興こう奮ふんできるとでも言いたいの！　俺おれの想像力は世界一だ！　俺は世界一の変態だ！　──って何を言わせるのよ！　私は変態じゃないわよ！　変態はあなたでしょう!?」

　想像力が豊かなのはあなたのほうだと思いますよ、と言ったらややこしいことになりそうだが、そうでなくてもすでにややこしいことになっている。

「えー、この竹刀しないを握った危ない人は風紀委員長の志し良ら堂どうアキナちゃんでーす。人類の半分、つまり男性を世界の敵と認知していて……あ、会長は特別らしいでーす。恋は盲目だからね。重度の潔けつ癖ぺき症しようで除菌スプレーを常に携けい帯たいしていまーす。思い込み激はげしいから気をつけてねー」

「解説はいいですから！　この人、どうにかしてくださいよ！」

「──きええええええええ──っ！」

　竹刀しないを上段に構えた志し良ら堂どうアキナが奇声を発しながらすり足で近づいてくる。

「私の下着はピンク色！　薄うすいピンク色！　だからどうしたと言うの！　変態は消毒！　変態は消毒よ！　この世から抹まつ殺さつ！　目め障ざわりだから抹殺！　不ふ愉ゆ快かいだから消えて！」

「ひぃぃぃぃぃぃ──っ！」

　高速で振り下ろされた竹刀を柳なぎ楽らは紙かみ一ひと重えでかわしたが、その場に尻しり餅もちをついてしまった。

　──ズバーン！

　竹刀が板張りの床ゆかにめり込んだ。とんでもない怪力の持ち主だ。

　──えええええぇ、なんで竹刀折れないの……？　すごく不ふ思し議ぎっ！

　柳楽は体勢を立てなおし入口のほうを見た。アリサはすでに廊下に退たい避ひしていた。

「……俺おれも今のうちに──」

「逃がさないわよ！　変態男！」

　志良堂アキナが竹刀を乱らん暴ぼうに振り回す。一いち撃げき目めは身を低くしてなんとかかわしたが、武道の心得のない素人しろうとの柳楽に続く攻撃を避ける術すべはなく──

　──バチーン！

　志良堂アキナが渾こん身しんの力を込めて放った上段からの一撃は本来ならば柳楽の背中を直撃するはずだった。しかし、生徒会室に突とつ如じよ現れた朝あさ霧ぎりがその必殺の振り下ろしを柳楽に命中する前に素手で受け止めていた。

「──柳楽君を変態呼ばわりするなんて……一体どういう了見ですか？」

「現行犯だからよ！」志良堂が竹刀を上段に構えなおす。「あなた、変態の仲間ね!?」

「柳楽君、ここは私に任せて、撤てつ退たいしてください」

「人の話を聞きなさいよ！　……さてはあなたも変態ね!?　後ろ暗いことをしているから私の問いかけを無視するのね!?　許せない……許せないわ！」

「柳楽君、急いでください！　この変態さんは私がなんとかしますから！」

「誰だれが変態さんですって!?　私はノーマルよ！　非常にノーマルよ！」

「──悪い、朝霧さん！　ここは任せた！」

　志良堂が朝霧に気を取られている隙すきに柳楽は生徒会室を飛び出した。

「──アリサ！　逃げるぞ！」

「……………………」

「おい、どうした？　なんで無反応なんだよ？」

「………………後ろ」

「──は？　後ろがどうしたって──」

　背後を振り返ると、五人の屈くつ強きような男たちが柳楽を見下ろしながらニヤニヤ笑っていた。

　白い短パン、白いタンクトップ、隆起する筋肉──

「おとうとくーん。レスリング部のお兄にいさんたちがキミと鬼ごっこしたいんだってさー」

「ひ、ひぃぃぃぃぃ──っ！」

「さあ、逃げろー。その人たち両刀遣づかいだから男女見み境さかいなしだよー」

「……ひゃ、ひゃん」アリサが引きつった顔で悲鳴を上げる。

「に、逃げるぞ、アリサ！　捕まったら大人おとなのレスリングが待ってるぞ！」

　柳なぎ楽らはアリサの手を引いて廊下を駆かけ出した。脇わき目めも振らず駆けたおかげで中央棟までは無事に逃げおおせたが、体育会系の猛も者さたちを完全にまくことはできなかった。購こう買ばい部ぶの前を駆かけ抜け、一年生校舎まで走るハメになった。

「お、おい、アリサ……お前の発明品でなんとかならないか？」

「…………う、うん、そうね……」

　廊下の途中でアリサが立ち止まった。そして繋つないでいた手を離はなし、お馴な染じみのバッグに手を突っ込み、見覚えのある発明品を取り出した。

「そ、それは……人間リモコン？」

「バージョン２・０よ。バグは完全に取り除いておいたから誤作動の心配はないわ」

　日常会話を無視する傾向にあり、また色いろ恋こい沙ざ汰たとなると顔が真まっ赤かになるアリサだが、発明品を手にすると気が大きくなるらしく、人が変わったように喋しやべり出す。

「……さあ！　味方同士で潰つぶし合いなさい！　この筋肉ダルマどもが──っ！」

　リモコンを両手でかまえるアリサ。ターゲットはもちろん筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうの五人の男たち。

　──カチ、カチ、カチ、カチ、カチ……。

　アリサがリモコンを操そう作さすると廊下を並走していた五人のレスラーがピタリと足を止めた。

　期待半分、不安半分で柳楽が傍ぼう観かんしていると、

「おっしゃああああああああ──っ！」

　一番小こ柄がらな坊主頭の男が突然雄お叫たけびを上げ、他ほかの四人に向かって頭から突っ込んでいった。

　その行為を皮切りにむさ苦しい男たちのバトルが始まった。

「うああああああああ！」「ああああああああああ！」「うりゃあああああああ！」「どりゃああああああ！」「ぎゃああああああああ！」「ぬあああああああああ！」「ぐあああああああああ！」「ふぬぅぅぅぅぅぅぅぅ！」「ぴぎゃあああああああ！」「おほおおおおおおおお！」

　非常に美しくない戦いなので描写は無用だろう。音声のみで十分である。

「ふ、ふぅ……助かった」

　ホッと胸をなでおろしたところで柳楽の身体からだに異変が起きた。

　過去の苦にがい記き憶おくがフラッシュバックする。

「……何？」アリサが怪け訝げんな目で柳楽を睨にらむ。「……ちょ、ちょっと、何？　何するのよ!?」

「身体が言うこと利かないんだよ!?　そのリモコン、ちゃんと直したんだろうな!?」

　前と同じパターンだった。柳楽は嫌いやがるアリサを背後から抱きしめた。

「や、止やめて！　放して！　放してよ！　放してったら──っ！」




「痛い痛い！　本気で叩たたくなよ！」

　それまで廊下を行き交う生徒の多くはレスラー五人組のデスマッチを観かん戦せんしていたが、いつの間にかその半数の生徒たちの視し線せんが柳なぎ楽らとアリサに集まっていた。

「あ、アリサ……早くなんとかしてくれ！　また変な噂うわさを広められるぞ！」

「どうでもいいから放してよ！　放してくれたらなんとかするから！」

「逆だ！　順番逆だから！　お前がなんとかしてくれれば問もん題だいは解決するんだって！」

「何よそれ!?　卵が先か、ニワトリが先か、っていうあれのこと!?」

「なんの関連性もねぇよ！　難むずかしく考えすぎだ！」

　アリサが錯さく乱らんしてしまっては手の施ほどこしようがない。これでは繁はん華か街がいのときと同じだ。

　──アリサの言葉を信じた俺おれがバカだった！　リモコン、直ってないし！

　たしかあのときはしばらくアリサを抱きかかえたまま繁華街を疾しつ走そうし、交差点でようやく暴ぼう走そうが治まったと思ったらモニカと遭そう遇ぐうしてしまったのだ──

「──柳楽さん……？」

　どこかで見覚えのある光景……再現ＶＴＲではない。間違いなく現実だ──

「あ、あはは……奇き遇ぐうだね。モニカさん……」

「何をしていらっしゃるのですか……？」

「こ、これは……いわゆる、あれだよ……演えん劇げきの練習……だよ……」

　必死に言いい訳わけしてみたが、涙るい腺せんの弱いモニカはあっという間に泣き出してしまった。

　その後の展開は説明するまでもない。いつも通りのパターンだ。

　こんなことなら校内新聞をモニカさんに見せておくんだった、と柳楽は悔やんだ。

　説明が面めん倒どうだったからモニカには記事のことを内ない緒しよにしておいたのだ。だけど、よくよく考えてみれば、新聞部が柳楽の新たなスキャンダルを記事にしないとは限らないし、それがモニカの耳に入る可能性はゼロではない。そうなることを見越して、予あらかじめモニカには「何が起きてもそれは全すべて生徒会の陰いん謀ぼうだから」と一言伝えておくべきだった。

　──リモコンの誤作動はこちら側のミスというか……自じ業ごう自じ得とくだけどな……。

　なんにしろ前準備を怠おこたった自分が悪い。正面から生徒会室に乗り込んだのだって今になって思えば愚ぐ直ちよくとしか言いようがない。よほど焦あせっていたのだろう。死期が迫っているから──

「…………ね、ねえ。モニカの目が光ってるんだけど……」

「へ？　光ってる……？」アリサに肩を叩かれ柳楽は我われに返った。「それってどういう……？」

「……不気味なんだけど……なんなの……？」

「…………な、なんか……赤く光ってる」

　モニカは廊下の真ん中に突っ立っていた。両目が赤く光っているので、表情が把は握あくしにくいのだが、頭が斜めに傾き、両手がだらしなく前に垂れているので、パッと見た感じでは居眠りをしているように見える。

　先日、地下通路で罠わなに引っかかったとき、これと同じ現象をモニカに見た。あのときはただ両目が赤く光っただけで実害はこれといってなかったが──

「う、うわ……なんだ──っ！」

　いきなりだった。一ひと際きわ明るい光が辺あたりを包み込んだ。

　咄とつ嗟さに目を閉じると、「きゃっ」と悲鳴を上げたアリサが柳なぎ楽らに寄りかかってきた。

「……う、うう……なんだってんだ……」

　しばらく時間を置いてから薄うす目めを開け、辺りの様よう子すをうかがった。

　──もう……大丈夫っぽいな。……しかし、なんだったんだ、今のは……。

　とりあえず謎なぞの発光現象は収しゆう束そくしたようだった。

「えっと、モニカさんは……あ、元に戻ったみたいだな。……ちょっとフラついてるけど……」

　赤い光を発していたモニカの両目は、今は閉じられている。なんだか全身に力が入っていない感じで、フラフラと上半身が揺れ動いているが、卒そつ倒とうしてしまうほどではなさそうだ。

　先ほど赤い閃せん光こうを放ったのはおそらくモニカだろう。

　あれには一体どんな意味があったのか。

「……あ、いつの間にか動けるようになってるし……」

　発光現象とは無関係だと思うが、これでようやく自分の意思で身体からだを動かせる。

「おい、アリサ。あのリモコンはもう使うな」

「……………………」

「なんだよ？　まただんまりか？」

　アリサは俯うつむいたまま動こうとしない。様子が変だと気づいたのはアリサが焦しよう点てんの合っていない目で柳楽を見つめ、「……この人間のクズ」と辛しん辣らつな言葉を吐いた瞬しゆん間かんだった。

「あ、アリサ？　お前、なんか変じゃないか？」

「…………死ぬがいい」アリサは虚こ空くうを見つめたまま言葉を吐き捨てた。

「お、おい、正気に戻れよ！　なんか微妙にキャラ違うぞ!?」

　肩をつかんで前後に何度か揺さぶってみたが、「し、し、し、死ぬががががいいいい」と声を震ふるわせながら同じセリフを繰くり返すだけで、正気に戻る気け配はいはない。

　──と、そのとき誰だれかに背後から突き飛ばされた。

「い、いきなり何するんだよ──っ!?」

　思わず大声で叫んでしまった。不運が重なりストレスが溜たまっていたのだ。

　身を起こし上半身を後ろに捻ひねると、見知ったクラスメイトが柳楽を見下ろしていた。

「い、一いち之の瀬せ？　お前が俺おれを突き飛ばしたのか？」

「……………………」一之瀬は無言で近づいてきた。そして一言。「…………死ぬがいい」

「お、お前もか──っ！」

　一いち之の瀬せは冗じよう談だんで友人を突き飛ばすような人間ではない。

　おそらくアリサと同じく、正気を失っているのだ。

　この時点である一つの予感を抱いた柳なぎ楽らは、周囲をざっと見回してみた。

　──やっぱりな。みんな虚うつろな目で俺おれを見てる。……ホラーゲームみたいな展開だな。

「あ、それはそうとモニカさんは──」

　見回してみたが近くにはいない。どこに消えたのだろうか。

　──さっきの発光現象が何か関係あるんじゃないかなって思うんだけど……。

　あれこれ思し案あんしていると、自じ我がを失った生徒たちが柳楽に群がってきた。

「こ、こら！　止やめないか！」慌あわてて手で追い払う。「サインが欲しいなら一列に並べよ！」

「…………死ぬがいい」

「またそれかよ！　そろそろ飽あきてきたぞ！」

「…………死にさらせ」「…………死を与えてやろう」「…………死をあなたに」

「いいか！　お前らは今から『死』という言葉を使ってはいけない！　これは命令だ！」

「………………」

　一応、意味は通じたらしく虚ろげな人々は一様に押おし黙だまった。しかし、そのうち誰だれかが、

「…………ならば殺す」

「ひぃぃぃぃ！　余計物ぶつ騒そうになってるぅぅぅぅ！」

　身の危険を感じた柳楽は群がる男女を押しのけ廊下を駆かけ出した。

「…………殺人殺人」「…………殺害殺害」「…………殺さつ伐ばつ殺伐」「…………殺さつ到とう殺到」

　暴ぼう徒とと化した生徒たちがわらわらと集団で追いかけてきた。

　ホラー映画も真まっ青さおな展開だ。救いがあるとすれば『殺』という言葉の使い方が一部マイルドなのと、動きが鈍にぶいことだろう。

「こりゃ……一年生校舎にいる人間は全員おかしくなってるぞ……」

　柳楽は追っ手を気にしつつ、ポケットからケータイを引っ張り出した。

　着信履り歴れきから「リリアン」を捜す。見つけると即座にコールした。

『──どうした？』

「どうしたじゃねーっすよ！　今、どこにいるんですか！」

『屋上にいる。……やけに慌てているようだが、何かあったのか？』

「屋上って、一年生校舎の屋上？」

『ああ、そうだ』

「すぐに行くからそこで待ってて！　逃げないでよ！」

　柳楽は通話状態のまま階段を駆け上がった。階段には人がほとんどいなかったので、暴徒に襲おそわれることもなく、無事に屋上までたどり着くことができた。

「ふむ……それは新たな成長段階に入ったのだ」

　あらかた説明が終わると、リリアンは納得したように何度も頷うなずいた。

「新たな成長段階？　モニカさんが？」

「そうだ。『ヴォルフの血』は災害を起こすだけが能ではない。その気になれば人の心だって操あやつることができる。災害操そう作さがレベル１だとすると人心操作はレベル２だな」

「……どう考えても災害を起こすほうがやばい気がするんだけど？」

「そうでもない。クレメンツを始めとする先進惑わく星せいでは自然災害を緩かん和わする技術や惑星規き模ぼでの天候操作技術が確かく立りつしているからな。災害操作はそれほど脅きよう威いではないのだ」

「なるほど……人心操作のほうが厄やつ介かいってことか」

「ちなみにレベル２で終わりではない。レベル８まである」

「──レベル８──っ!?　これ以上、どんな脅威があるってんだよ──っ!?」

「レベル３はレベル１＋レベル２の複合操作だ。さらにレベル４になると──」

「もういい！　聞きたくない！　聞きたくないよぉぉぉぉ──っ！」

「ふん、腰抜けが」リリアンが鼻で笑う。「──それで？　モニカ様はどこに？」

「や、それが……気づいたらどこかに消えちゃってて……」

　そのとき、立て付けの悪い屋上の鉄てつ扉ぴが「ギィィィ」と音を立てながらゆっくり開いた。

　最初に現れたのは一いち之の瀬せだった。続いてアリサ。その後ろには猫ねこ矢やの姿もあった。

　──ならば殺す。ならば殺す。ならば殺す。ならば殺す……。

　身の毛もよだつ大合唱が扉とびらの奥から聞こえてくる。暴ぼう徒とは一人ひとりや二人ふたりではない。そうとうな数の人間がモニカに心を操られている。早いところなんとかしないと──

「面めん倒どうだな。全員、屋上から突き落とすか」

「いやいやいや！　みんな死んじゃうから──っ！」

「冗じよう談だんだ、冗談」真顔でつぶやく。「……で？　どうする？」

「俺おれが訊ききたいっすよ。はっきり言って無策です」

　そうこうしているうちに残りの暴徒たちも続々と屋上に上がってきた。暴徒の中にはあの場に居合わせたレスリング部の五人もいたが、大半は同じクラスの生徒だった。

「くそっ……扉は塞ふさがれてるし、逃げ場がないぞ……」

　機き敏びんではなさそうだから隙すきを突けば逃げられるかも、と思ったが、暴徒は増えに増え、今や屋上の敷しき地ちの半分を埋め尽くす勢いだ。屋上に逃げたのは完全に失敗だった。

「……ここがお前の墓はか場ばとなるのだ」

　先頭の一之瀬が柳なぎ楽らに詰め寄ってきた。逃げようにも背後はフェンス。逃げ場はない。

「お、おい、一之瀬……正気に戻ってくれよ！」

「……ここがお前の墓場となるのだ」

　一之瀬は同じセリフを繰くり返すと、柳楽の制服に手を伸ばし──

　──ビリビリビリビリっ！

　なぜかシャツを勢いよく引き裂き始めた。

「や、止やめろって！　俺おれの裸なんて誰だれも期待してないって！　──つーか、リリアンさん！　笑ってないで助けてよ！　薄はく情じよう者もの──っ！」

「シャツが破けたくらいでうろたえるな。……ふふふ」

　そう言いながらリリアンはなおも笑う。緊きん張ちよう感かんの欠片かけらもない人である。

「は、話せばわかるはずだ、一いち之の瀬せ。……俺とじっくり話し合おう……」

「……一之瀬？　違う。……私は大宇宙の神秘がもたらした究極の生命体。元々は一いつ介かいの地球人に過ぎなかったが、超アルファ・グノーシス・シンメトリー・キシリトール・インフレーションの揺らぎによって宇宙霊れい子し的てき存在に生まれ変わったのが……つい五分前のこと」

「あ、あの……キシリトールって虫歯の予防とかにいいっていう──」

「…………黙だまれぇぇぇぇぇ！　私を愚ぐ弄ろうする奴やつは許さんぞ！」逆ギレされた。

「ひ、ひぃ、首は！　首を絞めるのは止めてくれ！　ってか、リリアンさん助けて──っ！」

「まったく……面めん倒どうなことになってきたな……」

　リリアンの助けでなんとか一之瀬を引ひき離はなすことはできたが、今度はアリサが襲おそいかかってきた。もちろん、アリサの背後には他ほかの暴ぼう徒とたちも迫っていて──




「──くくくっ……何もかもが裏目に出ているようだな、愚ぐ弟ていよ！」




　逃げ場を失いうろたえていると恭きよう平へいの高笑いが頭上から降ってきた。

　その声に暴徒たちの意い識しきが揺らぐことはなかったが、給水塔のてっぺんに器用に立っている兄を柳なぎ楽らが無視できるはずもなく──

「……く、糞くそ兄貴……」

「どうした？　軽口を叩たたく余裕もないか？」

「……ねぇよ！　あるわけないだろ！」

「親おや父じが見たら泣くぞ」恭平は不敵に笑うと表情を引きしめた。「……それはそうと、お前は知っているんだったな……例の力のことを？」

「……な、なんの話だよ？」

「力の存在は知っているが、使い方は知らない。──そういうことか？」

「……使い方？」

「ふむ、いい機き会かいだ。……力の使い方を教えてやろう」

　話についていけない。例の力とはなんのことなのか？　モニカが内に秘めた力のことを指しているのではないのか？　というか、使い方、とはどういう意味なのか？

「……よく見ておけ。お前にも俺と同じ血が流れている──」

　恭平がこめかみを手で押さえた。と、その瞬しゆん間かん、恭平の両目が淡あわく輝かがやき始めた。

　モニカのときと同じだ、と思ったが恭きよう平へいの目が放つ光の色は赤ではなく、青だった。

　その青い光は一いつ瞬しゆんのうちに眩まばゆいほどの明るさに増幅し、あっという間に世界を満たした。

　柳なぎ楽らが反射的に目を閉じると、周囲からうめき声のようなものが聞こえてきた。

　暴ぼう徒とたちのうめき声だとすぐにわかった。光に目が眩くらんだのだろう。突然のことに反応できなかったのかもしれない。もしくはターゲットを襲おそう以外の行動が取れない状態なのか──後者が正解という気もする。

「……そ、そろそろ……大丈夫かな。………………へ？　……な、なんだ？」

　目を開けると状況が一変していた。

　それまでゾンビのように彷徨さまよっていた暴徒たちが正気を取り戻していたのだ。

「あ、あれ？　私……なんで屋上に……？」

　一いち之の瀬せが困こん惑わく顔がおで周囲を見回している。そのうち上半身裸の柳楽と視し線せんが合って、

「──え？　ええええええ!?　柳楽、その格好は──っ!?」

「…………お前にシャツを引き裂かれたんだよ」

「な、な、何言ってんの!?　私がそんなことするわけ………………あれ？」

　そこでようやく千切れたシャツを右手でつかんでいることに一之瀬が気づく。

「そそそそそんなああああああああああ!?　いいいいいいやああああああああああああ！」

　一之瀬はシャツを放り投げると、あっという間に屋上から姿を消してしまった。

「……あれ……私……なんでこんなところに……」

　アリサがぼんやりとした表情で辺あたりを眺めている。他ほかの生徒たちも、「あれ？」「うわ、なんか人口密度高いし」「どうなってんの？」「さぁ……」「とりあえず校舎に戻るか」などと状況に驚おどろきながらも校舎の中へ引き返し始めた。とりあえず大きな混乱はないようだ。

「ふ、ふぅ……死ぬかと思った……」

　柳楽は呼吸を整ととのえるとひとまずリリアンに駆かけ寄った。

「……さっきの青い光は……まさか──」

　リリアンは神妙な顔つきで給水塔のてっぺんを見上げていた。視線に気づいたのか、恭平はニヤリと笑い、その直後、給水塔から飛び降りた。

「今のは……マナフの力なのか……？」

　こちらに向かって歩いてくる恭平にリリアンが疑問を投げかけた。

「その通り、王女様ご所しよ望もうのマナフだ。柳楽家の男子は『マナフの遺い伝でん子し』を代々受け継いでいてな。俺おれたち兄弟が『マナフの遺伝子』を所有しているのは偶ぐう然ぜんではないんだよ」

「……ぐ、偶然じゃない……？」

　まるで全すべての事情を知っているかのような口振りだ。モニカがクレメンツの王女であることも、そしてモニカと柳楽がどういう関係にあるのかも。

　──な、なんで兄貴が『ヴォルフの血』とか『マナフの遺伝子』のことを知ってんだ？　誰だれから聞いたんだ？　……あ、待てよ。そういえば、うちの学校の理事長は宇宙人だって朝あさ霧ぎりさんが言ってたっけ。もしかしたら……その関係なのか？

「そうか……兄弟だったな」リリアンは小さく頷うなずくともう一つの疑問をぶつけた。「だが、いかに『マナフの遺い伝でん子し』を受け継いでいようと、『ヴォルフの血』が流れていなければ力を操あやつることはできないはずだが？」

「修行をしたからな。それはそれは過か酷こくな修行だ。ジュンには耐えられないだろうな」

　まるで答えになっていない。リリアンは物理的に不可能だ、と言っているのだ。『マナフの遺伝子』はそれ単体ではなんの意味も効果もない──『ヴォルフの血』が加わって初めてその力が表に出せるのだ。修行してどうにかなるものではない。

「……しゅ、修行って具体的にどういうことをやったんだよ？」

「まずエベレストの山頂付近で三十日間の瞑めい想そうをやってだな──」

「……ちょっと待ってくれ。その時点で俺おれには無理そうなんだが……」

「何を言っている。瞑想は準備体たい操そうみたいなものだぞ。そのあと、マリアナ海かい溝こうに──」

　山頂の次は海底だった。しかも、何の道具もなしにマリアナ海溝の底まで潜もぐる、という常人どころか人類には間違いなく実行不可能なムチャクチャな修行だった。

「修行には五つの段階があってだな。海底の修行でようやく第一段階は終了だ」

「………………兄貴、本当は人間じゃないだろ」

　どうして同じ兄弟なのにこうも性能に差があるのだろう。

　恭きよう平へいは父親の才能を余すことなく受け継いでいるような気がする。

「ジュンよ、お前はモニカ王女の暴ぼう走そうを『力』に頼らず何度も食い止めてきたんだろう？」

「そ、そんなことまで知ってるのかよ……」

「どんな手を使ったのかは知らないが、なかなかできることではないぞ」

「な、なんだよ……急に褒ほめたりなんかして。……気持ち悪いって──」

「──というわけで、俺と勝負しろ！　愚ぐ弟てい改め賢けん弟ていよ！　いや、賢弟は言いすぎか！　とにかく！　この俺にお前の真の力を見せてみろ！」

「……あぁ？　勝負だぁ？　いきなり何言い出すんだよ？」

「勝負に勝ったほうがモニカ王女と婚約する、というのはどうだ？」

「………………は、はぁ？　なんだよ、それ？」

「さらに……お前が俺に勝ったら、今後一切、お前たちには手を出さないと約束しよう。生徒会長の座もお前に譲ゆずってやる。だが……俺に負けたそのときは、実家に戻ってきてもらうぞ」

「か、勝手に決めるなよ！　そんな条件、呑のめるかっての！　あ、あとな、俺は生徒会長なんて興きよう味みないからな！　ま、まあ、俺が兄貴に勝てるわけないけど……」

「詳しくは放ほう課か後ごに配布される校内新聞を参照しろ」

「うわあああああああああ！　また校内新聞に掲けい載さいするのかよ！」

「残念だったな！　お前に拒否権は用意されていないのだ！　ふはははははは！」

　恭きよう平へいは我われに返った生徒たちの間を縫ぬって校舎の中に消えた。

「……………………いつになったら終わるんだ……この不幸の連れん鎖さは……」

　このあと、朝あさ霧ぎりと購こう買ばい部ぶの前で合流し、手分けしてモニカの捜そう索さくに当たった。

　中庭のベンチでぼんやりと空を見上げているモニカを発見したのは昼休みが終わる五分前のこと。アリサとの関係を改めて問いただされるのではないか、と柳なぎ楽らはビクビクしていたのだが、幸いなことにモニカは昼休みの一連の騒そう動どうを記き憶おくしていなかった。




　　　　☆　☆　☆




　アリサが当初、抱いていた構想では──次のようになるはずだった。

　モニカをぎゃふんと言わせるため、婚約者である柳なぎ楽ら淳じゆんと接触。ありもしない発明品を根拠に「嘘うその予言」をでっち上げ、柳楽淳を戸と惑まどわせる。その後、協力するフリをして徐じよ々じよに柳楽淳の心をモニカから引ひき離はなしていく。最終的に柳楽淳はアリサにメロメロになり、敗者のモニカは泣きながら地球を去る……そんなストーリー。

「…………途中までは上う手まくいっていたのに……っ！」

　アリサは巨大なゾウのぬいぐるみを力任せに殴りつけた。弾力性があるので、いくら殴ってもぬいぐるみは元の形に戻ってしまう。……何度も殴っていたら可哀かわい想そうになってきた。

「……それもこれも全部、生徒会のせいよ！　なんなのよ、一体！　私は『ド・ジッター』の社長令れい嬢じようよ！　モニカのライバルなのよ！　全然、モニカとの絡みないじゃない！　どういうことよ！　脇わき役やくなんて私は嫌いやよ──っ！」

　宇宙史上最低最悪の軍事国家、クレメンツの第一王女、モニカ・ロスチャイルド。

　宇宙最さい大だい規き模ぼを誇る大企業、『ド・ジッター』の社長令嬢、アリサ・シャムロック。

　辺境の惑わく星せい、地球を舞ぶ台たいに二人ふたりは未み曾ぞ有うの戦いを繰くり広げる。

　……いずれは映画化する予定だったのに、いつの間にか校内は生徒会長と柳楽淳の兄弟対決の話わ題だいで持ちきりになっている。嘘までついて柳楽と接触したというのに……。

　なんでもモニカを賭かけての勝負らしく、勝ったほうがモニカと婚約する、という話だ。

　モニカはヒロイン扱い。アリサは舞台の外に追いやられている。

　──ぐぅー。

　アリサはお腹なかを押さえながらベッドの上に寝転がった。唯一の味方だったオリヴィアは数日前の夜を境に行方ゆくえがわからなくなっている。アリサは出で不ぶ精しような上に料理の心得もないので、冷れい蔵ぞう庫こが空からになった昨日きのうの夜から何も食べていない。

　今日きようは日にち曜よう日びだから学校は休みだ。何か食べようと思ったら外に出るしかない。

「……コンビニ……行こうかな」

　どうせ近所だし、と思いスウェット姿のままコンビニに向かった。

　おにぎりやサンドイッチなんかの食料品を適当に調ちよう達たつし部へ屋やに戻ってくると、ポケットの中のケータイが震ふるえた。通話ではなくメールだったので、コンビニの袋をテーブルの上に置いてからメールボックスを開いた。メールの送り主は柳なぎ楽らだった。

『大事な話があるから俺おれの部屋に来てくれ』

　こちらの予定を無視した一方的な文面。ほとんど命令に近い。

「…………まずは食事しよう」

　例の予言のことで何か相そう談だんがあるのかもしれない。……といっても、あれは柳楽と接点を作るためにでっち上げたアリサの虚きよ言げんであって、本当に柳楽が死ぬわけではない。

　食後、アリサは自室に戻ってクローゼットから白地のワンピースを取り出した。お隣となりに行くだけとはいえ、さすがにスウェット姿で出向くわけにはいかない。最低限の礼れい儀ぎである。オリヴィアには気のない男の部屋に上がるときはスカートを穿はいてはいけない、と言われているが、相手はあの柳楽だし、パンツルックで下半身のガードを高める必要はないだろう。

「……あと……一応、化粧もして……あ、その前にシャワーを浴びて……」

　洗面所の鏡かがみの前でファンデーションのケースを開いた辺あたりで、「さすがにここまでする必要はないかな？」と動きを止めたが、『ド・ジッター』の社長令れい嬢じようがスッピンを晒さらすわけにはいかない、常に完かん璧ぺきであるべきだ、と思いなおし、不ふ慣なれな化粧に精を出した。

　……なんだかんだ言いつつもアリサは柳楽のことが気になっている……らしい……。




　何度チャイムを鳴らしても返事がないので、アリサは無断で部屋の中に足を踏み入れた。

　玄関の鍵かぎはかかっていなかったし、廊下の電気も点つけっぱなしになっていたから、いくらなんでも留守ということはないはずだ。

「…………あれ？　この匂におい……どこかで……」

　廊下を進み、リビングに続く扉とびらを開けた瞬しゆん間かん、甘い香りが鼻び腔こうをくすぐった。

　見れば部屋のあちこちに青いラベルの空あき缶かんがいくつも転がっている。

　──たしかこれって……クレメンツで人気のある清涼飲料水よね……。

　肝かん心じんの柳楽はというと、部屋の中央にある白いテーブルの上で胡坐あぐらを掻かいていた。

「……ね、ねえ、何やってるの……？」

「ああああああ!?　見りゃわかんだろーが！　水だよ！　水飲んでるんだよ！」

　荒れている。酷ひどい荒れようだ。まるで酔よっ払ぱらいのような荒れ具合だ。

　──あ、そういえば、このジュースって一部の惑星の人間が飲むと気分が高揚しちゃうってニュースで見た覚えが。……もしかしたら地球人にも合わないのかも。……だってこの人、どう見ても酔っ払ってるし……。

「つーかよ、呼ばれたらすぐに来いよ。俺は待つのが死ぬほど嫌いなんだからよ」

「…………まるで別人」

「おい、アリサ。んなところに突っ立ってないで、こっちに来いよ。俺おれの隣となりに座れ」

「…………う、うん」

　ここは素す直なおに従っておくことにした。性た質ちの悪い酔よっ払ぱらいに逆さからってもいいことなんて一つもない。こちらが損をするだけだ。感情的にならず冷静に対処するべきだ。

「なあ、アリサ──」

「……え？　な、何？　……というか、この手はなんなの？」

　距きよ離りを少し置いてテーブルの上に腰かけたのだが、柳なぎ楽らは即座に間を詰め、馴なれ馴れしく肩に手を回してきた。平時の柳楽だったらこんな大だい胆たんなことはしない。やはりジュースの影えい響きようで、気が大きくなっているようだ。

　いつものアリサならここでキレているところだが、正気を失っている相手にキレても仕方ない。我が慢まんすることにする。……我慢できるところまでは。

「……アリサ、人生って辛つらいな……」

「そ、そうね……」

　急にテンションが下がった。しかも人生を語り始めた。情じよう緒ちよ不安定になっているようだ。

「……俺は自分の存在意義がわからなくなってきたよ」

「そ、そう……」

「なあ、俺って明日あした……死ぬんだよな？」

「……明日？　……ど、どうだったかしら、よく覚えてないけど……」

「二人ふたりで生徒会室に乗り込んだのが四日前のことだろ？　ってことは、予言通りだとすれば俺が死ぬのは明日ということになる。たぶん俺の計算は間違っていない」

「う、うん……」

「明日は……兄貴との対決の日だ」

　アリサの肩をつかむ柳楽の手に力がこもった。

「……前に兄貴の罠わなにハマって学校の地下に落とされたよな？　あそこにでかいプール施設があるんだって。温水プール。兄貴との勝負はそこで行われるんだ」

「……そ、そうなの……」

「なあ、死因はなんだと思う？　やっぱり溺でき死しかな？　可能性としては一番高いよな？」

「……さ、さあ……何かしら……」

「ううう、ううううううううううう！　う、う、う、うわあああああああーん！　……死にたくない！　死にたくないよぉぉぉぉぉぉ！」

「……ちょ、ちょっと……泣かないで……」

「くっそぉぉぉぉぉ！　なんで俺が死ななきゃなんねぇんだよ！　納得いかねぇよ！　うおおおおおおお！　うわああああああああ！　うわあああああああーん！」

　怒おこり上じよう戸ごになったり泣き上戸になったり、忙せわしないったらありゃしない。

「どうせ死ぬなら……どうせ死ぬなら……どうせ死ぬなら──っ！」

　ふいに柳なぎ楽らがアリサに向きなおり両肩をがっしりとつかんだ。

「アリサ！　アリサ──っ！　俺おれのために一肌脱いでくれぇぇぇぇぇ──っ！」

「ひ、ひぃぃぃぃぃーん──っ!?」
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　力ずくでテーブルの上に押し倒された。……まずい。この雰囲気はとてつもなくまずい。

　恋愛経けい験けんの薄うすいアリサでもこの先の展開は容易に想像できる。

「一肌脱いでくれぇぇ！　……てか、むしろ服を脱いでくれぇぇぇぇぇ──っ！」

「……にゃ、にゃひぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃ──っ!?」

「どうせ死ぬ！　どうせ俺は死ぬんだ！　だったら最後に俺を本物の男にしてくれ！」

「ま、待って！　待ってよ！　待ってったら！」

「無理だ無理だ無理だ無理だ──っ！　ここまで来たらもう後戻りはできない！　覚悟を決めてくれ、アリサ！　俺と一いつ緒しよに大人おとなの階段を上ろう──っ！」

「ち、ちが、違うのよ！　違うの！　違うからもう止やめて！　違うから！」

「何が違うって言うんだ！　土ど下げ座ざか!?　土下座が必要なのか!?　それとも金か!?　金持ちのくせに金を要求してるのか!?」

「そ、そうじゃないの！　そうじゃないのよ！」

　突然やってきた貞てい操そうの危き機き。一体どうすればいいのか？

　──これはもう……全すべてを白状するしかない……？

　言うしかなさそうだ。それ以外の手を考える余裕もないし──

「あ、あなたは死なない！　死なないの！」アリサは声の限り叫んだ。「……だって全部嘘うそなんだから！　予言なんて嘘っぱち！　そもそも私の発明品に『カバカバフューチャー』なんてないの！　オリヴィアの提案をもとにして作ったただの創そう作さくなのよ！」

　一気にまくし立てると柳なぎ楽らの顔から表情が消えた。

「……ご、ごめんなさい……さすがに度の過ぎた嘘だったと思うわ……でも……」

「う、うが……うがが……」

「──え？　うがが？　何？」

「う、うががあああああああああああああああああああああああああ──っ！」

「ふにゃああ──っ!?」

　このピンチを乗り切るには真実を告げるしかないと思ったのだが、柳楽には逆効果だったようで、よりいっそう奇行に拍車がかかってしまった。我われを失い赤く血走った目で、「うががああ！」と叫ぶ柳楽はもはや野や獣じゆうも同然だ。言葉が通じるような状況ではない。

「だ、誰だれか！　誰か助けてぇぇ──っ！」

「うががああああああああああああ──っ！」

　アリサの貞操の危機を救ったのは天てん井じように張りつき（文字通りの意味）柳楽の奇行の行方ゆくえを見守っていた朝あさ霧ぎりだった。彼女はアリサの衣服が柳楽の手によって剥はぎ取られる寸前に天井から降りてきた。

「柳楽君、犯罪に走ってはいけません！　襲おそうなら私を襲ってください！」

　この一言が効いた。レイプ魔ま（未み遂すい）はあっさりターゲットを朝霧に切り替え、「本当だね!?　本当に襲っていいんだね!?」と涎よだれを垂らしながら朝霧に迫った。

　──なんなのよ！　その女のほうが魅み力りよく的てきだっていうの!?　こ、こ、こ、この私よりも！　その女のほうがいいと！（子供っぽい体型の）私よりも！（大人おとなっぽい体型の）その女のほうがいいと！　そうなの？　そうなのね──っ!?

　アリサは柳楽の後頭部目がけて発明品の詰まったバッグを振り下ろした。




　　　　☆　☆　☆




　目が覚めると自室のベッドに横たわっていた。

「柳楽君、気がつきましたか？」

「……あ、朝霧さん？　あれ？　俺おれは一体……何を……？」

　身を起こすと窓の外の暗くら闇やみが目についた。

　──へ？　夜？　今、何時？　ってか、俺おれは何をやってたんだ？

　記き憶おくがあやふやで眠りに落ちる直前のことが思い出せない。たしか午前中は自室で音楽を聴きいていたはずで、それが思い出せる最後の記憶だ。アリサの発明品による死の宣告や、モニカの暴ぼう走そう、兄からの挑戦など、いろいろあってテンションが下がりっぱなしだったので、気を紛まぎらわそうと思ってお気に入りの音楽を聴いていたのだ。

「……朝あさ霧ぎりさん、何があったの？　俺、よく思い出せないんだけど？」

「話すと長くなるんですが……かいつまんで説明すると、こういうことになります」

　朝霧は身振り手振りを交えながら事の顛てん末まつを簡かん潔けつに説明してくれた。

「えーと、つまり……死期が迫って自じ暴ぼう自じ棄きになった俺はリリアンさんからもらったクレメンツで人気の清涼飲料水を大量に飲んじゃって、でもってその影えい響きようでなぜか気が大きくなっちゃって、隣りん室しつのアリサをメールで呼び出して説教して……俺の怒ど声せいにびびったアリサが『予言の真実』を白状して大泣きした、と。……そういうことでいいの？」

「そんな感じです………………脚きやく色しよくしていますが（ボソッ）」

「……そ、そっか……予言はアリサとオリヴィアのでっち上げだったのか……」

　きっとオリヴィアがアリサをそそのかしたのだろう。アリサは取っつきにくい性格をしているが、根っからの悪人というわけではない。ただ子供っぽいだけだ。……たぶん。

「…………なんかもう……怒る気力も湧わかないよ。……ってか、疲れた」

「大丈夫ですか？」

「あ、うん。まあ、平気だよ。……とりあえず不安の一つは解消されたわけだし」

「私も肩の荷が下りました。今日きようはゆっくり休めそうです」

　朝霧が目を細めてかすかに微ほほ笑えんだ。滅めつ多たに見せない安あん堵どの表情である。

「……んー、それにしても……頭がやけに痛いな……」

　あとで確かく認にんしたところ、後頭部に大きなコブができていた。ジュースを飲んだらコブができる──なんてことはないはずだから、我われを失っているときに頭でも打ったのだろう。

　……なんだか腑ふに落ちない点があるような気がしないでもないけど──






　　　ＣＡＳＥ４　柳楽淳最後の日《後編》～やっぱり死ぬかもね～




　その日は雲一つない快晴だったが、柳なぎ楽らの心は酷ひどく荒すさんでいた。

　兄の恭きよう平へいが企くわだてた『兄弟対決』は今日きようの放ほう課か後ご、学校の地下にあるプール施設で行われることになっている。地下というのは以前、教室の床ゆかが抜け落ちたときに迷い込んだあの地下通路のことだ。トイレの向かい側にあった巨大な扉とびらの奥にプール施設は存在するらしい。

「……何も起きないわけがない」

　柳楽は憂ゆう鬱うつな気分で家を出た。どうせ逃げても無む駄だなので観かん念ねんして登校するしかない。

　部へ屋やを出てマンションの通路を進むとエレベーター待ちをしているアリサの後ろ姿があった。

　おはよー、と気けだるげに声をかけるとアリサはビクッと肩を震ふるわせた。隣となりに並ぶとキョロキョロと落ち着きなく視し線せんを彷徨さまよわせ、エレベーターが到着すると我われ先さきに乗り込んだ。

「今日はよろしくな。参加なんてしたくないだろうけど」

「……べ、別にいいわ。あなたには迷めい惑わくをかけちゃったし……」

　柳楽と距きよ離りを取り、壁かべのほうを向いてはいるが、殊しゆ勝しような態度だった。異様なまでに柳楽の挙動を気にしているようだが、昨日きのう、何か変なことを口走っただろうか。少し気になる。

　──うーん、それにしても兄貴の奴やつ……メチャクチャなこと言うよな……。

　恭平は「王女を賭かけて勝負だ！」と提案してきたが、校内新聞には『究極の兄弟喧げん嘩か！』の見出しから始まり、柳楽が生徒会に喧嘩を売った経けい緯いが克こく明めいに（捏ねつ造ぞうだが）記されていた。モニカのことはどこにも書いていなかった。説明が面めん倒どうだったのかもしれない。

　さらに勝負の方法は『団体戦』とあって──

『人の強さは一種類ではない！　腕力が上なら全すべての能力が上と言えるのか？　否いな！　腕力だけで人の優ゆう劣れつが判断できるというのなら戦車なんていらないはずだ！　さー、それでは！　優すぐれた男性に必ひつ須すの能力とは!?　力か？　頭脳か？　──いや、もっとも重要なのは甲か斐い性しようだ！　女の子はみんな頼りがいのある男性に弱いのだ！　そして虜とりこになる！　貢みつぐ！　脱ぐ！　忠誠心！　さあ、行け！　私の可愛かわいい子猫ちゃん！　私のために戦うのだぁぁぁぁ！』

　……というのが建前だ。恭平の本ほん音ねは「客も入れることになってるし、やっぱり華はながないとつまらんだろう。よって我々は団体戦を希望する」というものだ。生徒会側は副会長の浅あさ黄ぎサツキを筆頭に専門委員会のトップに座る女子が団体戦のメンバーとなっている。風紀委員長の志し良ら堂どうアキナ、体育委員長のソフィア・ケイスリー∥ヘイフォード、そしてもう一人ひとり──図書委員長の桜さくら野の理り沙さ──柳楽は校内新聞を読んで初めて桜野という女性の名前を知った。

　生徒会側は恭平を合わせて五人。女性は四人だ。

　一方、柳楽のほうは校内新聞に掲けい載さいされたハーレムメンバーで戦いに臨のぞむのだが、モニカはセコンドという位置づけになっている。これは恭平と話し合って決めたことだった。

　対外的には『兄弟喧げん嘩か』ということになっているが、実際はモニカを賭かけての勝負なわけで、モニカが柳なぎ楽らのために戦うのは趣しゆ旨しに反するということで、モニカはメンバーから除外されたのだ。しかし、朝あさ霧ぎりとアリサはメンバーの一員となっている。

　ちなみに柳楽たちに拒否権はなかった。校内新聞に参加メンバーが記されていたし、「明日あしたは頑がん張ばります！」などのコメント（もちろん捏ねつ造ぞう）も併あわせて掲けい載さいされていたからだ。とてもじゃないが流れに逆さからえる雰囲気ではなかった。

「アリサって意外と律りち儀ぎなところがあるよな。感心、感心」

「……あ、当たり前のことでしょう」横目でチラッと柳楽を見る。「ね、ねぇ、なんで怒らないの？　私は……あなたを騙だましたのよ？　あんな不ふ謹きん慎しんな嘘うそまでついて……」

「いや、反省してるんだろ？　だったら怒ってもしょうがない。っていうか、まっとうな反応ですごく助かる。ほら、俺おれの周りってモニカさんとか朝霧さんみたいなマイペースな人とか、リリアンさんとかオリヴィアみたいな自分勝手な人間が多いからさ」

「……私だって似たようなものよ」また壁かべのほうを向いてしまう。「……基本的には」

「とにかく今日きようはお互い頑張ろうな」

「え、ええ……」

「あー、やっぱさ、アリサ的にはモニカさんと戦いたいんじゃないの？」

「そ、そうね……そのために地球にやってきたんだから……」

　なんだか歯切れの悪い回答だ。モニカよりも気になることが他ほかにあるのだろうか。

「……なーんか、今日のアリサは変だなぁ。いつもはもっとこう、反抗的な感じなのに」

「う、うるさいわね……私の勝手でしょう！」

「お、それそれ」

　必要以上に刺し激げきして痛い目を見るのはごめんなので、これ以上は自重しておくことにした。

「そういえばオリヴィアの奴やつはどうなった？」

「……音信不通」

「おいおい、大丈夫かよ。どっかで野タレ死んでるんじゃないだろーな」

　連れ立ってマンションを出ると、「いっとーしょー！　いっとーしょー！」というかけ声が道路のほうから聞こえてきた。数歩前に進むとブロンドの少女が目に飛び込んできた。

「モニカさん……何やってんの？」

「いっとーしょー！　いっとーしょー！　いっとーしょー、なのですぅぅぅ！」

　モニカが体たい操そう着ぎ姿で屈伸をしていた。額ひたいには白いハチマキ。気合が入っているのはけっこうだが、ハチマキに記された『交通安全』の四文字は体操着姿には相応ふさわしくない。

「柳楽さん！　今日は積せつ極きよく的てきにいっとーしょーを狙ねらっていきましょう！」

「う、うん……そうだね……どうせやるなら一いつ等とう賞しようのほうがいいよね……」

　ツッコミどころ満載だが水を差すような発言は危険だ。というか、やる気になっているのなら何も言うことはない。明るいモニカは安全なのだ。

　──俺おれ、今日きようのことは何も話してないんだけど……まあ、リリアンさんが上う手まく説明してくれたんだろうな。……んー、一いつ等とう賞しようか。要ようは勝ちましょう、ってことだろうけど、やっぱりモニカさんは兄貴よりも俺と結婚したいのかな？　んー、でも、そういうことになるよね？

「いっとーしょー！　じゅんゆーしょー！　どーめだる！　ひょーしょーだいをのがす！」

「モニカ」アリサがモニカの肩を叩たたく。「私はあなたには負けない。今日だってあなたの数倍、活かつ躍やくしてみせるわ。怪け我がをしないようにしっかり屈伸しておくことね」

「はい！　怪我をしては元も子もありません！　お気き遣づかいありがとうございます！」

「気遣ってなんかいないわ！　私は、あなたには負けないって言ってるのよ！　……ちょ、ちょっと、なんなのよ、その足の曲げ方は？　関節を痛めるわよ!?　気をつけなさいよ！」

「はい！　気をつけます！　関節を痛めないよう気をつけます！」

　初めて二人ふたりの会話シーンを見たような気がする。

　──へぇ、アリサって同性相手にはちゃんと話せるんだな。それにしても……まったく話が噛かみ合ってないな。まー、なんにしてもアリサは善人だ。悪役には向いてない。悪役っていうのはオリヴィアみたいなのを言うんだ。……ま、あいつは小悪党だけどな。

　体たい操そう着ぎ姿のまま登校させるわけにはいかないので、モニカには学校指定のジャージを体操着の上から着てもらった。そして必然的に三人で登校することに。

「はぁ……」

　学校が近づくにつれて柳なぎ楽らは落ち着かなくなっていった。柳楽兄弟の『抗争』は校内新聞や校内放送を使って大々的に報じられている。この一大イベントを知らない生徒はモグリといっても過言ではなく──学校に行けば誰だれもが柳楽たちに注目することだろう。自らが企画したイベントなら楽しくもあるが、現在の『構図』は生徒会の計略が生み出したものなのだ。柳楽は恭きよう平へいと争う気などはなからないし、ハーレムを作った覚えもない。

「──おはよう」

　コンビニの角を曲がったところだった。一人ひとりの女子生徒が寄りかかっていた電柱から身を離はなし、ウェーブがかった髪を揺らしながら柳楽たちに近づいてきた。理由はわからないが、制服の上から丈たけの長い白衣を羽は織おっていた。どこかで見た顔だな、と思っていると──

「一度会ってるんだけど、忘れちゃった？」柳楽に話しかけているらしい。「私は図書委員長の桜さくら野のです。桜野理り沙さ。覚えてね、柳楽君。後ろの二人もよろしく」

「……ど、どうも、よろしくお願ねがいします」

「あ、ため口でいいよ。私もみんなと同じ一年生だから。ちなみにＣ組よ」

「は？　一年生なのに図書委員長なの？　……ってか、なれるの？」

「なれちゃったの」平然と言い放つ。「おまけに成せい績せきも上がって、身長も伸びて、宝くじも当たっちゃって、筋肉だってモリモリついちゃって……どうしよう？　筋肉はいらないのに……」

「桜さくら野のさんって、お茶ちや目めなんだね……」

「うん、よく言われる。あと可愛かわいい可愛いって、毎日のように言われる。……私、可愛い？」

「ま、まあ……並以上ではないかと……」

　──うー、扱いづらい人だな。志し良ら堂どうさんみたいに刺とげ々とげしい人よりはいいけど……。

「はい、柳なぎ楽ら君。これあげるね」

　桜野が白衣の内ポケットから取り出したのは小さな紙袋だった。

「え？　何？」

「いいから、いいから」

　桜野は柳楽に過剰に接近し、紙袋を手渡しつつ胸を押しつけてきた。柔らかくて生温かくておまけにボリューム満点だったが、そういった感触を味わう前に、桜野の余裕のある微ほほ笑えみにノックアウトさせられそうになった。こういうタイプの女性は柳楽の周りにはいない。

　──ひ、卑ひ怯きようだ……これでは拒否できないではないか！　できないではないか！

　だからといって頬ほおを緩ゆるめてはいけない。側そばにはモニカがいるのだ。

「本番の三十分くらい前に飲むといい感じかな」すっと桜野が身を離はなす。「絶対、飲んでね」

「……はい？」

「それね、筋肉がムキムキになるお薬なんだ」

「ムキムキになれるのですか……？」モニカが興きよう味みを示す。「筋肉ムキムキは憧あこがれです！」

「いや、モニカさんはそのままでいいよ」

「そうですか？　柳楽さんがそう言うのなら……ムキムキは諦あきらめます。ムキムキはノーです」

「あの……桜野さん。なんでこんなものを俺おれに？」

「柳楽君を応援しているからだよ」

「え？　敵なのに？」

「だって会長が勝っちゃったら……困るもん。他ほかの人たちはどうでもいいみたいだけど、私は独占欲が強くってね。副会長だっていつか谷底に突き落とすつもりだし」

「……兄貴……愛されすぎだろ」

　比較的まともな人だと思っていたが一番病やんでいた。……女って超恐ろしい。

　──でも、兄貴は昔から変な女が好きだからな。これくらいがちょうどいいんだろう……。

「じゃ、また放ほう課か後ごに会いましょう」

　桜野は白衣をひらひら揺らしながら去っていった。

「…………図書委員なのに白衣、しかも変な薬。……マッドサイエンティスト？」

「それっぽいよな、雰囲気は」アリサの意見に柳楽は頷うなずいた。「にしてもこの薬……」

「──柳楽君！　お待ちください！」

　袋を開けようとすると、空から朝あさ霧ぎりが降ってきた。

「万が一ということもあります。私に毒味させてください」

「え？　毒味？」

「そうです。毒味です。決して筋肉ムキムキになりたいわけではありません」

　朝あさ霧ぎりは柳なぎ楽らが手に持つ紙袋に半ば無理やり手を突っ込み、透明な容器に入った白い液体の薬を取り出した。子供が風か邪ぜを引いたとき病院からもらうシロップ状の薬に似ていた。容器もそれっぽいのでなおさらそう見えた。

「液体かと思いましたが、なんだかドロドロしていますね」

「朝霧さん、注意したほうが…………って、あああああ──っ!?」

　少しくらい躊ちゆう躇ちよしてもよさそうなものなのに朝霧は一気に半分ほど飲み下してしまった。

　容器が口から離はなれると、白い液体がドロリ、と朝霧の口の端からこぼれ落ちた。

「喉のど越ごしは悪いですけど、味のほうはなかなかいいですね。全部、飲んでもいいですか？」

「……筋肉ムキムキになっても知らないよ」

「ムキムキになるのですか？　ムキムキになってしまうのですか？　マジムキですか？」

「こだわるね……モニカさん。そんなにムキムキがいいんだ……」

「ムキムキしたいです！　私もいつかムキムキするのです！」

「モニカ様、それはムキムキ違いです。ムキムキしてはいけません。卑ひ猥わいですから」

　朝霧のその一言でモニカが、「ムキムキは卑猥……なのです？　なぜなのです？」と、うんうん悩み始めた。一方、意味を悟ったアリサは赤せき面めんし、俯うつむいてしまった。

「あの、朝霧さん？　身体からだ、本当に大丈夫？　筋肉に変化とかない？」

「そうですね。今のところ、変化はないですね。──あ、そうです、アリサさん」朝霧が薬の入った容器をアリサに差し出す。「アリサさんなら何かわかるのでは？」

「……手のひらの上に……少し落として……」

「これくらいでいいですか？」ドロッとした液体がアリサの手の上に少量載っかる。

「匂においは問もん題だいなさそう」

　アリサはその液体をペロっと舌で舐なめとった。……と、その瞬しゆん間かん──

「…………ふふ、ふふふふ、ふふふふふふふ……」

　突然、アリサが不気味に微ほほ笑えみ始めた。

「ど、どうしたんだ、アリサ？　薬のせいか？」

「ふふ、ふふふ……あははは、あはははははは、あははははははっ！　あははは──アゴが、アゴが、アゴが──あははははははははははははっ！」

　腹を抱えての大だい爆ばく笑しようだった。アリサは地面に腰を下ろし、バカみたいに笑い続けた。

「どうやら笑いが止まらなくなる薬のようですね」

「……えっ……笑いがって……あの……朝霧さんは、平気なの？」

　少量舐めただけでアレなのだから、朝霧が平然としているのは不自然だった。

「ええ、今のところは」

「本当に？」

　素人しろうとにはわからなかっただろう。自称『朝あさ霧ぎりマニア』の柳なぎ楽らは、朝霧がやせ我が慢まんをしていることにいち早く気がついた。よく見ればわかる。いつも一いつ緒しよにいるのだから。

「……口元が緩ゆるんでるみたいだけど？」

「気のせいでは？」

「……いや、さっきからピクピク震ふるえてるし……口とかも半開きになってるし……」

「すみません、だらしない顔をしていて。遺い伝でんなんです。両親もだらしない顔をしてます」

「あのさ……正直に言って欲しいんだけど……我慢してるよね？」

「……いえ……………………………………………………うふふっ……」

「ほら！　やっぱり我慢してるじゃん！」

「ふふふ……そんなことは……ふふふ……いえ、これは何かの間違い……ふふふふっ！　あははははははっ！　これは演技であって……あははははっ！　違うんです！　柳楽君──あはははははははははははっ！　信じてくだひゃ──ひゃはははははははははははっ！」

　さすがに我慢の限界が訪れたのか、朝霧は堰せきを切ったように笑い始めた。

「違うんです、違うんでひゅ──あはははははっ！　でひゅって、でひゅって──あはははははははははははっ！　噛かみ噛み！　私、噛み噛み──あははははははははっ！」

　結局、朝霧たちは二十分間にわたって笑い続けた。

　その後、我われに返ったアリサは、「……忘れて」と恥ずかしそうに俯うつむくだけだったが、生き真ま面じ目めな朝霧は、「私はゴミ虫です！　どうしようもないゴミ虫です！　死んでお詫わびします！」とナイフを逆さか手てに握った。

　…………で、なだめるのにさらに二十分の時間を要した……。




　薬の効果が切れたあと、急いで学校に向かったがモニカの走行速度に合わせたこともあって遅ち刻こくは免まぬかれそうになかった。マッドサイエンティスト女のせいで朝から散さん々ざんだ。

「……ん？　あれは？」

　校門の前に一いち之の瀬せの姿があった。今日きようはやけに待ち伏せが多い。

「こんなところで何やってるんだ？　もう授業始まってるだろ？」

「遅い！　遅い！　遅い！　遅すぎる！　完全に遅刻じゃない！　おかげで私も遅刻よ！」

「朝から機き嫌げん悪いな」立ち止まり汗を拭ぬぐう。「もしかして俺おれたちを待ってたのか？」

「そうよ！　朝の七時くらいから待ってたんだから！　もう二時間も前の話よ！」

「……お前、バカだろ？」

「う、うっさいわね！　私にもいろいろと事情があるのよ！」

「時代は平へい成せいだぞ？　昭しよう和わじゃないんだぞ？　用があるならケータイ使えばいいだろ」

「……だ、だって……待ち伏せしたほうが……インパクトあるかなって……思ったから……」

　ブツブツ言い出した。最近、出番が少ないから、危き機き感かんがあるのかもしれない。

　──なんか……二軍落ちした野球選手のような目をしているな……一いち之の瀬せ。

「んで？　用件は？」

「……わ、私も……その……参加することになって……」

「は？　参加する？　なんの話だよ？」

「ほ、放ほう課か後ごのことよ！　やるんでしょう！　生徒会と！　なんだかよくわかんないけど！」

「はぁー？　なんでお前が参加するんだよ？　生徒会とは無関係だろ？」

「関係あるの！　大アリなの！　だいたいあっちは女子が四人いるでしょう！　数が合わないじゃないの！　私も頭数に入れなさいよね！　っていうか、最初から入れておきなさいよ！」

「な、なんか……えらく気合が入ってるな……」

「言っておくけど、生徒会も了解してるから！　だからあんたが何を言っても無む駄だだから！」

　一之瀬は言いたいことを一方的にまくし立てると校舎に向かって駆かけ出し──

　途中でこけた。




　　　　☆　☆　☆




　地下にプール施設があるとは聞いていたが、まさかこれほどの規き模ぼとは思っていなかった。

　いくら恭きよう平へいが南雲なぐも高校の経営に関かかわっているとはいえ、体育の授業で使う屋外のプールよりも設備が整ととのっているのはどういうわけか。水泳部が怒り狂うのではないだろうか、と柳なぎ楽らは不安になった。

「……オリンピックの会場かよ」

　地下の温水プールは九コースまで用意されていて、しかも五十メートルプール。

　照明は地下とは思えないほど眩まばゆく、おまけに観かん客きやく席せきまであった。

「軽く千人くらいは収容できそうですね」

　プール施設を眺めていると背後から朝あさ霧ぎりがやってきた。

　放課後、副会長の浅あさ黄ぎサツキに案内されてここまで移動したのだが、最初に通されたのはプール施設の奥にある更衣室だった。プール上で『戦う』ことになっているから、参加者は水着に着替える必要があったのだ。空くう調ちようも完備してあるので施設の中は暖かい。

「柳楽君？　どうかしましたか？」

「い、いや……その水着……よく似合ってるなって思って……」

「ありがとうございます。私のようなゴミ虫にはもったいないお言葉です」

　朝霧は片かた膝ひざをついて柳楽を見上げてきた。胸の谷間が目の毒だった。いや、目の保養か。

　ホルターネックの黒いビキニは黒髪の朝霧に違和感なく似合っていた。

　以前、自宅のバスルームでスクール水着姿の朝霧に背中を流されたことがあったが、スクール水着はワンピースタイプの水着だから露ろ出しゆつは少なかった。それに比べてビキニはセパレートタイプだし、局部の布面めん積せきもかなり小さいので、平凡な男子高校生にすぎない柳なぎ楽らにとってはかなり刺し激げき的てきだ。そもそも柳楽は女の子とプールや海に行った経けい験けんがない。

「柳楽……涎よだれ垂れてるよ」

「へ？」いつの間にか目の前に一いち之の瀬せが立っていた。「ば、バカな……涎など……」

「デレデレしちゃって気持ち悪い」

「……一之瀬は赤か。なんか派は手でだな……その水着」

「他ほかに言うことはないわけ？　可愛かわいいとか、似合ってるとか」

「俺おれには赤いビキニを着た一之瀬が立っているだけにしか見えないが」

「──死ね！　来世でも死ね！　永遠に死ね！」背中を思い切り叩たたかれた。

「…………バカみたい」

　今度はアリサがやってきた。彼女は朝あさ霧ぎりたちとは異なり、ワンピースタイプの水着を選んでいた。そのピンク色の水着はかなり子供っぽいデザインだったが、アリサのスタイルを考えると妥だ当とうなチョイスではあった。水着とあってさすがに帽子はかぶっていない。何か感想を述べるべきかと思ったが、褒ほめても貶けなしても面めん倒どうなリアクションが返ってきそうなので柳楽は黙だまっていた。

「柳楽さん！　いっとーしょー目指してバタフライなのです！」

　アリサに遅れること五分、早朝時のテンションそのままのモニカが更衣室から出てきた。

「いっとーしょーこそがこの世の全すべてです！　一いつ生しよう懸けん命めい頑がん張ばればいいなんて、そんな考え方は綺き麗れい事ごとにすぎないのです！　所しよ詮せん、世の中なんてそんなものです！」

「かつてないテンションの高さだ……」まあ、弱気になるよりはずっといい。「モニカさんは自前の水着じゃなくてスクール水着なんだね。それにしても──」

　胸元に『もにか』とひらがなで記されたゼッケンが激はげしく歪ゆがんでいた。これがアリサやオリヴィアだったらたいして変化がないだろう。二人ふたりとも悲しくなるほどに『平ら』だから。

「ね、ねえ……柳楽」一之瀬が肘ひじでコツンと柳楽の背中を小突く。「今いま更さらだけど、学校の地下でこんなことやって……ってまだ何するかわかんないけど……平気……なのかな？　先生に怒られない？　や、そんなことより、学校の地下になんでプールがあるの？　おかしくない？」

「さすが一之瀬、完全無欠のツッコミだな。しかし、俺はその疑問に答えることはできない。俺から言えることがあるとすれば………………兄貴ならこれくらいやりかねない……」

「…………そ、そうなんだ」一之瀬はちょっと引いていた。

「ま、上には上がいるけどな……」

　柳楽は昼休みに母親から届いたメールの内容を思い返した。

『恭きよう平へい君と勝負するんだってね？　負けたらこっちに帰ってくるのよね？　淳じゆんちゃんが家を出てからというもの、みんなストレスの捌はけ口ぐちをなくして機け嫌げんが悪いんです。お母かあさん、とても困ってます（マジっす☆）。ほら、お母かあさんって家庭を顧かえりみないところがあるじゃない？　最近は特にお仕事が忙しいの。今年ことしの四月から新しいお仕事始めちゃったから。え？　なんのお仕事かって？　教えませーん☆　やだぷーです☆　だって淳じゆんちゃんに関係のある……おっと、これ以上は言えないわ。ほら、だって、私って秘密主義だから☆』

　早く成人して就しゆう職しよくして、あの変態一家と縁えんを切りたい──

　自称、『まともな人間』の柳なぎ楽らはそう願ねがってやまない。




　　　　☆　☆　☆




　恭きよう平へいたちがプールを挟んだ向こう側にあるもう一つの更衣室から出てくるころには会場は人で埋まっていた。なぜ教師が誰だれも止めに来ないのか、不ふ思し議ぎでならないが、こんな地下施設の建設を許す時点でこの学校はどうかしている。一いち之の瀬せがたまに、来る学校間違えたかな、とぼやくことがあるのだが、柳楽にもその気持ちは痛いほどわかる。

『みなさん、こんにちは！　今回の実じつ況きようを務める放送部一年の猫ねこ矢や栄えい一いちです！　この前ぜん代だい未み聞もんの兄弟対決！　果たして勝つのは一体どちらなのか!?　東の変態、柳楽淳！　西の帝王、柳楽恭平！　わたくしは彼らの幼おさな馴な染じみでありまして、長年にわたってこの二人ふたりの不毛な争いを見てきましたが、今日きようこそは決着がつくのではないだろうか、と睨にらんでおります！　いやー、本当にバカげた争いです！　はっきり言いまして、女性陣の水着姿が拝おがめなかったら実況役なんて引き受けていません！　さてさて！　解説はもちろんこのお方！　通りすがりのお姉ねえさん！　リリアン・レッドフォードさんです！　リリアンさん、よろしくお願ねがいします！』

『──貴様の話は長すぎる』

『はい！　冷たいツッコミ頂きました！　なんだかご機き嫌げん斜めのようですね！』

　会場がドッと沸いた。猫矢の実況の腕前は以前にも増して上達しているようだった。

　──誰だれか一人ひとりくらいリリアンさんの存在にツッコミを入れろよ……。

　つくづくおかしな学校だ。地下でこんなことやっている時点でアレだが──

「……また猫矢なんだ。あいつの実況って不公平よね……」一之瀬が不満げに言う。

「おいおい、一之瀬。うちの学校に放送部なんてないでしょ！　ってツッコミはないのか？」

「……あんたはあんたで私に何を期待してるのよ？」

「いや、だって、お前からツッコミを取ったら何も残らないだろう？」

「さも当たり前みたいな顔して言わないでよ!?　そんなわけないでしょう!?」

　一之瀬をおちょくってリラックスしている間に猫矢が話を進めていた。

『──というわけで！　さっそく第一回戦に入りたいと思います！　両チームから誰か一人、選出してください！』

　最初ということもあり、みんな出るのをためらっているようだったが、生徒会側から志し良ら堂どうアキナが出てくると、「私が行きます」と朝あさ霧ぎりが前に出た。朝霧の立候補に対して誰だれも意見しなかったのは、志し良ら堂どうの相手をできるのは朝霧しかいない、と無む意い識しきのうちに悟ったからかもしれない。

『どうやら決まったようですね！　それではここで簡かん単たんに戦いの流れを説明していきたいと思います！　まず対戦者の組み合わせですが、これは事前には決まっていません！　今、決定したようにその場のノリで任意に決まります！　次に対戦種目ですが、これは対戦者同士で決めてもらいます！　やっぱりフェアに行きたいですからね！　勝負の方法はもちろん、勝ち負けのルールも対戦者同士で決めてもらいますよ！　さー、フレキシブルに行きましょう！』

　猫ねこ矢やの解説が終わると、係の人たち（運動部らしい）から朝霧と志良堂の二人ふたりに小型マイクが渡された。声が聞こえないとルールが観かん客きやくに伝わらないからだろう。

「──ねえ？　あなたと私って微妙にキャラがかぶってると思わない？」

　マイクを装着するなり志良堂が妙なことを言い出した。

「剣をたしなんでいるところとか、おしとやかなところとか、クールキャラなところとか、どう考えてもかぶっているわよね？　そうよね？　そうでしょう──っ!?」

『おっと！　志良堂先せん輩ぱいの十お八は番こ！「はた迷めい惑わくな思い込み」です！　たしかに剣をたしなんでいるところはかぶっていますが、志良堂先輩はどう考えてもおしとやかではない！　誇張です！　誇大広告です！　見み栄えです！　自分を過大評価している！　しかし、そうでなくては先輩ではない！　ちょっと病やんでいるところが素す敵てき！　──なーんてマニアックなファンもいるようですからね！　わたくしはご遠えん慮りよ願ねがいたいものです！』

　きっと猫矢はあとで袋ふくろ叩だたきにされるに違いない。毒どく舌ぜつを発はつ揮きしすぎている。

「勝負の方法は？」朝霧はいたって冷静だった。

「──そんなもの！　真剣勝負に決まっているわ！　あなたと私のアイデンティティといったらこれ以外に存在しないもの！　さあ、刀を抜きなさい！　八つ裂きにしてやるから！」

　そう言って握っていた二本の刀のうち一方を朝霧に放り投げる。

『出ました！　刀です！　物ぶつ騒そうです！　っていうか、プール関係ありませんね！　なんのために水着になったのか！　──リリアンさん、刀ですよ？　どう思われますか？』

『刀はともかく、あの志良堂とかいう女、白いビキニは透すけるから注意したほうがいいぞ』

『みなさん、白いビキニは透けるそうです！　最前列のお客さん、必見ですよ！』

　水中で戦っても盛り上がらないので、プール上に発はつ泡ぽうポリエチレン製の浮島が設置されることになった。設置に時間を要するため、その間に詳しよう細さいなルールが決められることになった。

「細かくルールを決める必要はないわ。降参したほうが負け。それでいいわよね？」

「そのルールではダメです」朝霧が首を振る。「──私が降参すると思いますか？」

「……じゃあ、どうするのよ？」

「そうですね。それでは…………相手の水着のヒモを斬きる、というのはどうですか？」

「……な、なんですって!?　水着のヒモを──っ!?」

「ちょうどいいことにお互いセパレートタイプの水着です。上と下。両方の水着のヒモを断ち切ったほうが勝者ということにしましょう。何か異い論ろんがありますか？」

「い、いいわ！　その提案に乗ってあげる！　でもね！　予あらかじめ言っておくけど、私にはそういう趣しゆ味みはないわよ！　露ろ出しゆつの気なんてありはしないんだから！　……い、いえ、ないとは言い切れないけれど、どちらかと言えばノーマル寄りよ！　アブノーマルな趣味はないんだから！　本当よ！　信じなさいよ!?」

　心当たりがあるのだろうか。なんだか必死に弁解しているように見える。

『みなさん、聞きましたでしょうか！　どうやら相手の水着のヒモを断ち切ったほうが勝者となる模も様ようです！　……はい！　つまりそういうことです！　敗者は衆しゆう目もくに全裸を晒さらすことになるのです！　いや、もちろん！　それなりの配はい慮りよは必要だと思いますけどね！　しかし、いいのでしょうか！　全裸ですよ、全裸！　教育上よろしくないのでは？　リリアンさん、実はこれやらせだったりしませんよね？』

『あれが演技に見えるか？　あの二人ふたりは天然だ。台本なんて用意しているはずがない』

　リリアンのこの意見には柳なぎ楽らも同意せざるを得なかった。

　──朝あさ霧ぎりさん……またムチャな提案を。きっと負けるなんて思ってないんだろうな……。

『さてさて、ここでスペシャルゲストの登場です！　さあ！　下りてきた、下りてきた！　みなさん、あちらのスクリーンをご覧らんください！』

　飛び込み台後方の壁かべに巨大なスクリーンが現れた。

　そして、ぴよん、と妙な音がして見覚えのある動物の影かげが映し出され──

『出た！　出ました！　この世のありとあらゆる情報を網もう羅らしている、クソ生意気なネコ型風！　ウザ可愛かわいいと早くも女子高生の間で評判の新人マスコットキャラクター！　頼りになるのか、頼りにならないのか、それはケースバイケース！　──その名は、なっくん！』

　映像が切り替えられ、スクリーン上にクソ生意気なネコ型風の全身が映し出された。

《ひゃっほー！　みんな、げんきー！　こくみんてきあいどるの、なっくんですよー！》

　なっくんは高そうな湯飲みを両手で持ち上げ、ズズズっ、とお茶をすすった。

　──なんでお前がスペシャルゲストなんだよ！　消えろ！　出てくるな！

　どうせ何を言っても無む駄だだろうから、心の中で精一杯叫んでおくことにする。

『さて！　このなっくんですが、彼には高性能のカメラが搭とう載さいされています！　一応、運動部から審しん判ぱんが派は遣けんされているんですが、万が一ということもあります！　判定がシビアな場合は「なっくんカメラ」が捉とらえた映像をスクリーンに映し出す予定です！』

　動画機き能のうは柳楽が知らなかった新事実だが、今時動画くらいケータイでも撮さつ影えい可能だ。

　しかし、アリサは「ふふん」と得意げな顔をしていた。

　──もう……何も言うまい。今回、ツッコミはねこやんに一任しよう。……面めん倒どうくせぇし。

　本来、ボケ担当の猫ねこ矢やだが、今は実じつ況きよう者しやなのでツッコミ役に回っている。もっとも、ツッコミながらも要所要所で悪ノリしているわけだが……そこはもう諦あきらめてほしい。

『──おおっと！　開始の合図もまだなのに始まってしまった！』

　浮島の上を駆かけ出した二人ふたりはほぼ同じタイミングでジャンプした。

　いきなり決まるかと思ったが、二人が振り下ろした刀は虚むなしくも空くうを斬きった。空中ですれ違った黒と白の水着少女はそれぞれ別の浮島に着地し、即座に体勢を整ととのえた。

『両選手とも素す晴ばらしい動きです！　野生動物並みの跳ちよう躍やく力りよく！　飛びすぎです！　正直、わたくし引いてしまいました！　果たして彼女たちは我われ々われと同じ人間なのか！　それにしても本当に刀を振り回しています！　放ほう課か後ごに！　学校の地下で！　水着姿で！　刀！　──なんという組み合わせか！　こんなことが許されるの──おおお！　おおおおお！　わたくしが目を離はなしている隙すきにハプニングが！　朝あさ霧ぎり選手が水没している！　何が起こったのか！』

　空中でもつれ合ったのだ。柳なぎ楽らは一部始終を見ていた。近くで見ていたわけではないので全すべての動きを把は握あくできたわけではないが、空中で両者が接触したとき、朝霧が志し良ら堂どうを蹴けり飛とばしたように見えた。その結果、幸運と言うべきか志良堂は浮島に着地。朝霧はプールの中に落下してしまった。

　──蹴りの前に志良堂さんが刀を振り下ろしたように見えたけど……。

　断定できないのはそこだ。柳楽には角度的な問もん題だいで志良堂の動きが把握できなかったのだ。

『さー、ここで「なっくんカメラ」の出番だ！　おーい、なっくん！　教えてなっくん！』

《ざんねんながら、おちゃをのんでいたので、みのがしてしまいました》

『マジかよ、なっくん！　なんて体ていたらくなネコなんだ！　使えないにもほどがある！　まさかわたくし以上に使えない奴やつがいるなんて！　世の中まだまだ捨てたものじゃない！　わたくし安心しました！　自分より下を見て安心する！　わたくし、最低の人間です！』

　はっきり言ってどっちもどっちだ。

　実害を伴わない分、なっくんのほうがマシという気すらする。

『ふむ、どうやら朝霧の水着のヒモが断ち切られたようだな』

『──なんと──っ！　ここでリリアンさんの口から衝しよう撃げきの事実が明らかに──っ！　みなさーん、聞きましたでしょうか！　ついに！　ついに、水着のヒモが！　苦節、五分！　我々は賭かけに勝ったのです！　……わたくし何を言っているのでしょうか！』

　場内が歓かん声せいに沸く中、朝霧が浮島に上がってきた。

　彼女は胸元を左腕で覆おおい隠していた。下の水着はつけているので、斬られたのは上の水着のようだ。今は上う手まく腕で隠しているが、競きよう技ぎ中ちゆうも隠し続けられるだろうか。

「さ、さすが朝霧さん……スタイル抜群……って違うだろ！　応援しないと！　朝霧さーん！　頑がん張ばれ！　精一杯頑張って、それで負けたとしても誰だれも朝霧さんを責めたりしないからさ！」

「……とかなんとか言って……負けてくれないかな、とか思ってるんじゃないの？」

「おい、一いち之の瀬せ！　滅めつ多たなこと言うもんじゃないぞ！　これは真剣勝負なんだぞ！」

「……嘘うそっぽい」アリサも信じていなかった。「いやらしい男……溺でき死しすればいいのに」

「朝あさ霧ぎりさん！　金メダルなのです！　いっとーしょーを目指すのです！」

　モニカだけは柳なぎ楽らの下心に気づかず一いつ生しよう懸けん命めい応援していた。

　ふれー、ふれー、と応援団みたいに両手を振り下ろしながら飛び上がっている。

『これは大きなハンデになりそうだな。朝霧は左手が使えなくなった。まあ、刀くらい片手一本で操あやつれるだろうが、確かく実じつに動きは鈍にぶるだろうな』とリリアンの解説。

『これは一気に勝負がついてしまうかもしれません！　──うおっとおおお！　みなさん、見ましたか！　今、一いつ瞬しゆん、朝霧選手が左腕を離はなしたように見えましたが──いや、元に戻っている！　なんという早はや業わざだ！　──おおおおお!?　おおおお!?　今のは!?　今のは!?』

　実じつ況きようの意味が変わり始めている。こんなことでいいのだろうか。

「ね、ねえ？　朝霧さん動きがよくなってない？」ふと一之瀬が言った。

「ああ……そうだな。志し良ら堂どうさん、さっきから攻こう撃げきを受けてばかりだ」

　逆境に強いのか、朝霧は鬼き神しんのごとき動きで志良堂を攻め立てていた。水着を失い、胸を隠しながら戦っているのにたいしたものだ。

『いけ！　そこだ！　朝霧選手頑がん張ばれ！　志良堂選手の水着を斬きり刻め！　人間は生まれながらに平等なのだ！　斬ったのだから、斬られても仕方ない！　それが人生なのだ！』

　──何が平等だ、お前の実況こそフェアじゃないだろ。

　猫ねこ矢やのことだ。どうせなら二人ふたりとも裸のほうがいい、とか思っているに違いない。

『──おおおおお！　志良堂選手、バランスを崩した！　これを見み逃のがす朝霧選手ではない！』
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　朝霧はハンデをものともせず、あっという間に志良堂の水着を断ち切った。浮島の端に追いやられバランスを崩していた志良堂は水着を斬られた直後、プールに転落した。

『わたくし、この目ではっきり見ました！　下です！　上ではなく下です！　朝霧選手が断ち切ったのは志良堂選手の下の水着です！　朝霧さん、お手て柄がらですよ！』

　志良堂はすぐに浮島に上がってきたが、ちょっと前まえ屈かがみだった。斬られた水着のヒモの繋つなぎ目めを手で押さえているからだ。

「──さすがに下の水着をフォローするのは大変そうですね」

　朝霧が刀をヒュンと一振りし、無表情で告げた。

「こ、これくらい！　なんてことないわ！　余裕のよっちゃんよ！」

「なるほど、状況を楽しんでいるのですね」

　ここで朝霧が妙なことを言い出した。

「な、なんですって!?　私が状況を楽しんでいる!?　ど、どういう意味よ!?」




「ズバリ言いましょう。──志良堂さん！　あなたはドＳの皮をかぶったドＭです！」




　朝あさ霧ぎりの伝でん家かの宝ほう刀とう、『爆ばく弾だん発言』が炸さく裂れつした。

　そして静まり返る場内。空気の読めない猫ねこ矢やでさえ口をぽかーんとさせていた。

「潔けつ癖ぺき症しようを装よそおっているようですが、私の目は誤ご魔ま化かせませんよ。本当はメチャクチャに汚けがされたい！　とか思っているのでしょう？　そうなのでしょう？」

「な、何を根拠にそんなこと言っているのよ!?　名めい誉よ毀き損そんで訴えるわよ!?」

「根拠ならあります。先ほど志し良ら堂どうさん、バランスを崩しましたが……あのとき嬉うれしそうな顔をしていましたよ？　いやん、斬きられちゃう、みたいな顔でしたよ？」

「な、何をバカなことを！　この子の言っていることはでたらめだわ！」

「先日、校内でお手合わせしたときも同じようなことがありました。そのときから妙だなとは思っていたのですが、まさか本物のドＭだとは思いませんでした。ちょっとショックです」

「だから違うと言っているでしょう!?　何度言ったらわかるのよ!?」

　ドＳだろうが、ドＭだろうが、なんでもいいよ、と柳なぎ楽らは思う。

《おっ、これは、ぼくのでばんですね。こんどは、ちゃんと、ろくがしておきましたよー》

　どうでもいいときに限って役に立つ。なっくんとはそういうものだ。

『本当です！　志良堂さん、恍こう惚こつとした表情を浮かべています！　いやー、それにしても画質いいですね！　なっくんカメラ、素す晴ばらしいです！　ようやく役目を果たしてくれました！』

　スクリーン上の映像がまたなっくんに切り替わる。暢気のんきにお茶を飲んでいた。

「これではっきりしましたね」朝あさ霧ぎりが追つい撃げきする。「あなたは真性のマゾなのですよ。しかも男性に汚けがされたい、という願がん望ぼうまである。変態ですね。どうしようもない『ド変態』です」

「ちょ、ちょっと！　汚されたいなんて思ってないわよ！　飛ひ躍やくしすぎでしょう!?」

「自分がマゾであることは認めるんですね？」

「な、何よ!?　なんなのよ!?　どうしてそこまで固こ執しつするのよ!?　他人の性せい癖へきなんて放っておきなさいよ！　い、言っておくけど……私はかなりノーマル寄りよ？　た、たしかに……人に注目されるのは嫌いではないし、ちょっとくらいなら見られてもいいかな、って思ってしまう心がなくもないけど……でも、ドＭは言いすぎなんじゃないの？　……ま、まあ？　少しくらいはサービスしてあげてもいいかなー、という海よりも深い慈じ愛あいの精神が私の中にあることは否定できないけれど……それ一つを取り上げてドＭってのはどうなの？」

　完全に弁解モードに入っている。心当たりがあるのかもしれない。柳なぎ楽らには志し良ら堂どうが、自分で自分に言いい訳わけしているようにしか見えない。

『──まさかのまさか！　志良堂選手はドＭだったのです！　これは驚おどろきです！　これまで刺とげ々とげしく振ふる舞まっていたのは、変態である自分を認めたくなかったからなのかもしれませんね！　うん！　ドＭな志良堂選手、いいですね！　わたくし、志良堂選手のことがちょっとだけ好きになりました！』

「ちょ、ちょっと！　いい加減なこと言わないでくれる!?　ぶち殺すわよ──っ!?」

　志良堂が実じつ況きよう席せきに向かって刀をぶん投げようと朝霧に背を向ける。

　その瞬しゆん間かん──

「変態さん、戯たわ言ごとは終わりです」

「……え？」

「隙すきだらけですよ」

　いつの間にか朝霧が志良堂の背後に立っていた。志良堂が気づいたときにはもう遅く、朝霧が鋭するどく振り下ろした刀は志良堂の水着のヒモを切断していた。

『これは文句なしに決まった！　先ほどの強引な誘ゆう導どう尋じん問もんは志良堂選手の動揺を誘うための作戦だったのだ！　精神的な苦痛を与え、最後は物理的に仕留める！　これはもう完全勝利と言っていいでしょう！　──おっと、そうだ！　大事なことを忘れていました！　そう、全裸です！　敗者は全裸なのです！　さあ、志良堂選手はどうなって──おおおおおおお!?』

　猫ねこ矢やの驚きよう愕がくの声が観かん客きやくのブーイングと重なった。

「──志良堂君の本ほん性しようを見破るとはたいしたものだ。どうだ？　生徒会に入る気はないか？」

　朝霧にそう問いかけたのは恭きよう平へいだった。彼は志良堂の肩にバスタオルをかけ、腰に手を回していた。志良堂は顔を赤くして俯うつむいている。

　その構図を見て柳楽は、なるほどな、と思った。恭平は人の意見を聞き入れない暴ぼう君くんなのだから、その下についている志し良ら堂どうが恭きよう平へいに対して従順なのは当たり前の話で、だとすれば志良堂がドＭなのも納得できないことはない。

　──ただそう考えると他ほかの人たちもドＭってことになっちゃうけど……いや、志良堂さんが極端なだけだな。そもそも男女関係って複雑だし、好きな男の前だと性格が変わる女の子ってそんなに珍しくもないし。……ああ、止やめ止め。兄貴の恋愛事情とかマジどうでもいいわ。

「お断りします」朝あさ霧ぎりは恭平の誘いをきっぱりと断った。

「そうか。それは残念だ」

「タダ働きはごめんですから」

　そんな理由かよ！　と思ったのは柳なぎ楽らだけではないはずだ。……たぶん冗じよう談だんだろうけど。




　両者が自陣に引っ込むと、休む暇ひまもなく第二戦に移った。

　ところが誰だれも出たがらない。一いち之の瀬せは、「……私に話しかけないで」となぜか不ふ機き嫌げんだし、アリサは、「……な、なっくんの調ちよう整せいをしないといけないから」と奥に引っ込んでしまった。セコンドのモニカは「どうするのですか？　どうするのですか？」と立ったり座ったりを繰くり返している。

　──一戦目がすごすぎたからな……尻しり込ごみするのも無理はないか……。

「あちらは体育委員長さんが出てくるようですよ」

　一足先に役目を終えた朝霧が水に濡ぬれた身体からだをタオルで拭ふきながら言った。

「体育委員長って……ソフィアさん？」一之瀬が訊きいた。

「その通りです。お団だん子ご頭あたまのソフィアさんです」

「そう──だったら私が出る」

　一之瀬はベンチから立ち上がると殺気立った声で、

「あの人の相手は私にしか務まらないから。……異い論ろんは認めないからね」

「な、なんだ……？　お前、ソフィアさんと知り合いなのか……？」

「テニス部の先せん輩ぱい。あの人、副キャプテンなの」

　一之瀬はぴしゃりと言い切ると赤いフレームのラケットを手に握った。

　──よーわからんが、何か確かく執しつがあるみたいだな。参加の理由はこれか……？

　第二戦を競きそう二人ふたりがプール際ぎわに移動する。赤いビキニの一之瀬とは対照的にソフィアは水みず色いろのビキニと涼しげだ。彼女の胸はアリサ並みに平へい坦たんで、見た目も下へ手たしたら小学生と間違われかねない感じだ。顔立ちの幼い白人少女と言えばわかりやすいか。

『えー、今入ってきた情報なんですが。どうやら一之瀬さんとソフィアさんは同じテニス部員みたいですね。さらにソフィアさんはテニス部の副キャプテンを務めているとのことなんですが、日本のテニスはレベルが低いし、もうテニスには飽あきた、という理由により最近はほとんど練習に参加していないようですね！　ひゃー、マジかよ！　こいつはクレイジーだぜ！』

　なぜか最後だけ外国人っぽいノリだった。

「なんだぁ？　せっかくプールが用意されてるってのにテニスで勝負しようってのか？」

　ソフィアは早くもうんざりしているようだった。

「当然です」一いち之の瀬せは敬語だった。「フェアだと思いますけど？」

「あー、まー、他ほかの競きよう技ぎでやり合うよりはいいか。じゃないと智とも香かが困るしな。なんたって、私は成せい績せき優ゆう秀しゆう、スポーツ万能……あとなんだっけ？　開かい眼げん供く養よう？　一家心中？　くそっ、日本語複雑すぎなんだよ、ボケが。漢字、死ね。…………あと、容よう姿し端たん麗れいも入れとくか」

「わからないフリは止やめてくださいよ！　先せん輩ぱい、漢字マニアでしょう！」

「うっせぇな。いちいち意見すんな。おっぱい揉もむぞ、こらぁ」

　言いつつ、黒いラケットカバーから白いラケットを抜き出す。用意していたらしい。

『はいはいはい！　またしてもプールと関係のない競技に決まってしまいました！　さて、テニスコートなんですが、プール中央に設置するということです！　プールのほうが大きいですから、コートから出てしまうと、ぽちゃん、ですので気をつけてくださいね！』

　猫ねこ矢やのアナウンス終了後、運動部の男子、数十人がかりでテニスコートが準備された。もちろん本物のテニスコートを運んでくることなどできないわけで──代用品として運ばれてきたのは透明なガラスの板だった。それもかなり分厚いガラスだ。

「──で？　ルールはどうすんだ？」ソフィアが問う。

「先に三ゲーム先取したほうが勝ちってことで」

「一セットマッチなら、普通は六ゲーム先取だろ？」

「観かん客きやくが退屈すると思うんですよ。……それに早く終わらせたいし……」

「まー、私はなんでもいいけどー」ソフィアはだるそうに背伸びをした。「んで？　そんだけなの？　パコパコ打ち合うだけ？　つまんなくねー？」

「そう言うと思ってました」一之瀬はラケットをくるくると回転させ、「……敗者は勝者の要求を一つだけ呑のむ、というのはどうですか？」

「お堅い智香にしては面おも白しろい提案だな。そっちの要求は？」

「私が勝ったら、明日あしたから部活に出てもらいます。もちろん出るだけじゃダメですよ。真ま面じ目めに練習してください。来年のインターハイが終わるまで」

「んー、それは困るな」頭のお団だん子ごを触りながら顔を歪ゆがめる。「じゃあ、本気でやろう」

「そんなの当たり前です」

『はいはいはーい！　コートの準備が整ととのったようですよ！』

　猫矢からアナウンスが入り、二人ふたりがプール上に完成したガラスのコートに移動する。

　中央のネットを挟む形で再び対たい峙じした二人はまずコイントスを行った。

「私がサーブですね」

「なんだよ、レシーブかよ。つまんねーの。ああ、サーブ打ちてぇー」

「明日あしたからいくらでも打てますよ。──先せん輩ぱい、私に勝てるとでも思ってるんですか？」

　別人かと思うほど強気な態度だった。それだけ自信があるのだろう。先に強気な態度を見せたほうが負けを見る、というパターンはよくあるが、一いち之の瀬せは過去に全国ベスト８という実じつ績せきを残している。そう簡かん単たんに負けるとは思えない。

『さあ、ようやく訪れた人生の見せ場！　一之瀬選手にとって今日きようという日は生しよう涯がい忘れることのない特別な日になるでしょう！　──だって、ほら！　もう来ないから！　見せ場なんてそうそうあるわけないし！　そこんところわかっているのか、一之瀬智とも香か！　ホント頑がん張ばれよ！　俺おれも同じだよ！　明日からの生活、不安で不安でたまんねーんだよ！　みんなで寿す司しを食いに行ったあの日が唯一のスタメンだったよ！　チクショウ！　泣けるぜ！』

　一生分のセリフを吐き出さんばかりの勢いだった。あまり文句ばかり言っていると本当に出番が減るぞ、と柳なぎ楽らは思ったが、なぜそんなことを思ったのかは不明だ。なんだ、出番って。

「──あー、智香。ちょっと待て。まだ打つな。私からの要望がまだだろう？」

「そういえばそうでした」一之瀬が一いつ旦たん、動きを止める。「胸を揉もむのはダメですよ」

「好きな男に告白しろ」

「──え？」

「だから告白しろって、好きな男に。いるだろう？　っていうか、いるよなぁ？」

「な、なんですか、それ──っ!?　嫌いやですよ、そんなの──っ!?」

「んあああああああ!?　てめぇ、ふざけんなよ!?　こっちは負けたら来年の夏まで強制労働なんだぞ!?　男にコクるのなんて一いつ瞬しゆんですむだろうがよ!?」

「い、い、いませんから！　好きな男子なんていませんから！　だからできません！　告白なんてできません！　別なのに変えてください！」

「はんっ！　嘘うそだね、そんなもん！　逃げようたってそうはいかねーぞ！　この嘘つき女！　ネコ目女！　ポニーテール女！　安産型！　カルシウム欠乏女！　ドブス！」

「最後のは余計です！」

「他ほかは認めんのかよ！　この安産型！　やーい、安産型！」

「それ、貶けなしてるんですか!?　ツッコミづらいから止やめてください！」

「話をそらすなっての。いや、そらしてるの私か。……えっと、告白。そう、告白な。お前、私に負けたら好きな男を屋上に呼び出せ。いいな？　ダメとは言わせねぇぞ！」

「──も、もう、わかりましたよ！　呼び出しますよ！　呼び出せばいいんでしょう！」

　一之瀬は何度も強く頷うなずいてみせた。自や棄けになっているわけではなさそうだった。

『なんと！　ソフィア先輩の要望は好きな男子への告白！　これは俄が然ぜん面おも白しろくなってきましたね！　だって告白ですよ、告白！　さっすが、ソフィア先輩！　わかってらっしゃる！』

　猫ねこ矢やは心底楽しそうだった。今にも噴ふき出しそうな声こわ色いろに聞こえる。

「へっ、ようやく折れたか。んじゃ、始めますかね。──ほら、打てよ。安産型」

「──ふふ、ふふふふ……」

「お？　なんだ、なんだ？　その笑いは？　頭大丈夫か？」

「──ふ、ふふ……ふふふふふふふ……ふふふふふふふふふふふっ！」

　一いち之の瀬せはひとしきり笑うと急に静かになった。気でも触れたのかと思ったら、

「──うらあああああああああああ──っ！」

　初しよっ端ぱなから本気のサーブだった。若じやつ干かん、飛び上がりながらの綺き麗れいなフラットサーブ。センターライン上を猛烈なスピードで通過したボールはソフィアのラケットに触れることなく後方のプールにぽちゃりと落ちた。直後、割れんばかりの歓かん声せいが場内を包み込んだ。

「す、すげぇ」「何者だよ、あの子！」「名前は？　名前は？」「名前はわかんねー！　名前はわかんねーけど、すげぇ！」「安産型じゃなかったっけ？」「それ、人間の名前かよ？」「なんでもいい、叫べ！　シャウトしろ！」「うおおおおおおおおおおお──っ！　安産型──っ！」

　徐じよ々じよに広がっていく安産型コール。略して、『アンザン！』と叫んでいる者もいる。

『よくやった、安産型！　立派だぞ、安産型！　その調ちよう子しでお団だん子ご先せん輩ぱいをぶっ潰つぶせ！　負けたら公開処刑だぞ！　まあ、負けたほうが安産型のためかもしれないけどさ！　なんたって安産型は……おっと！　これ以上はマズイですね！　みなさん、気にしないでください！』

『えー？　気になるよー。教えてよー、ねこやんくーん』

『──お、おや？　こ、これは一体どういうことなんだ!?　いつの間にかリリアンさんが副会長に摩すり替わっている！　なんというマジック！』

　明らかに仕込みっぽいリアクションだった。事実、そうなのだろう。

『──というわけで！　競けい馬ば中継に夢中なリリアンさんに代わりまして、第二の解説者の登場です！　みなさん、ご存知、生徒会副会長！　浅あさ黄ぎサツキさんです！』

『あまりに退屈なんで解説やっちゃいまーす！　よろしくお願ねがいしまーす！』

　花はな柄がらのパレオを腰に巻いた浅黄が実じつ況きよう席せきで胡坐あぐらをかく。流りゆう暢ちように喋しやべる人だから、リリアンよりは解説向きかもしれないが、どうでもいいことまで喋りそうな予感がある。

　──ってか、競馬中継って……リリアンさん……完全にギャンブル中毒じゃんか……。

『はい！　こちらこそお願いします！　──えー、さっそくですが副会長さん、白はく熱ねつしているテニスマッチですが、ぶっちゃけ、どちらが勝つと思われますか？』

『優ゆう勢せいなのは一之瀬ちゃんだと思うけど、なんたってソフィアには秘策があるからねー』

『秘策ですか？　……というか、一之瀬ちゃん？　ああ！　安産型のことですね！　わたくし、すっかり彼女の本名を忘れていました！　……で、えっと、なんでしたっけ？　あ、秘策？』

『おっと、またエースだねー。一之瀬ちゃん、調子よさそー』

『──なんと！　実況席で我われ々われが話し込んでいるうちに安産型こと一之瀬選手が第一ゲームを先取しているではありませんか！　一之瀬選手、本気モードです！』

　早くも第一ゲームが終了し、今度はソフィアがサーバーとなる。

「はー、ようやくサーブが打てる。──よっしゃあ！　行くぞ、こらぁ！」

　威い勢せいこそよかったが、ソフィアが放ったサーブは一いち之の瀬せほどのスピードはなかった。

　だが、コントロールが抜群だった。サーブ後、ラリーに持ち込んだソフィアは左に右に一之瀬を翻ほん弄ろうし、確かく実じつにポイントを稼かせいでいった。そしてゲームはラブゲームで進んでいき──

『スマッシュが決まったああ！　さすがソフィア先せん輩ぱい！　第二ゲームは譲ゆずらなかった！』

『まー、テニスはサーブ側が超絶有利だからねー。サーブゲームはしっかりキープ！　そして相手のサーブゲームをブレイク！　あとはひらすら自分のサーブゲームをキープ！　さすれば勝利は与えられん！　テニスってのはそういうスポーツなのさー』

『──ということは次のゲームが勝負の分かれ目になりそうですね！』

　サーブ＆ボレーでポイントを稼いでいく速攻型の一之瀬は第三ゲームも自分のスタイルを崩すことなくポイントを獲かく得とくしていった。ところが「３０‐０」と一之瀬がリードしたところでソフィアがニヤリと笑い──

「おい、智とも香か！　お前は嘘うそつき野郎だよ！　この狼おおかみ少女め！　安産型狼少女！」

「……先輩、試合中に何を言い出すんですか？　負けそうだからってわけのわからない言いがかりをつけるのは止やめてくださいよ」

「へへへ、言いがかりじゃないんだな、これが！」ソフィアは強気だった。「お前さ、私に練習に出てほしい……なーんて要望出してきたけど、本当はそんなことどうだっていいんだろ？」

「……な、なんですか、それ……意味がわからないです」

「あれだろ？　昨日きのう、私が『あいつ』のことを悪く言ったから怒ったんだろ？」

「………………ひきっ!?」妙な声を発し、一之瀬が硬直する。

　──なんのことだろう？　昨日、二人ふたりで何か話したのか？　わけがわからんな……。

　ソフィアはなおも観かん客きやくそっちのけで一之瀬を問いただそうとする。

「私を練習に参加させるようにって、部長から頼まれてたのは知ってるけどさー。でも、こうして私とやる気になった本当の理由はそれだよなぁ？　違いますかねぇ、智香ちゃん？」

「……ち、ち、ち、違います！　部長にどうしてもって頼まれたからです！」

「へぇ、違うんだー。『あいつ』のためじゃないんだー。部長に頼まれたからなんだー」

「も、もう黙だまってくださいよ──っ！」

　一之瀬は絶叫しながらサーブを放った。しかし、ファーストサーブもセカンドサーブもネットに引っかかった。ダブルフォルトだ。カウントが「３０‐１５」になる。

『これは一体どうしたことか！　ここまでノーミスできていた一之瀬選手ですが、ここにきて痛つう恨こんのダブルフォルト！　──副会長さん！　盛り上がってきましたね!?』

『出たよー、出ましたよー。ソフィアの秘策がついに出ちゃいましたよー』

『今のが秘策だったんですね！　なるほど！　──あー、うーん、しかしながら、ソフィア先せん輩ぱいが言う「あいつ」とは一体、誰だれのことなんでしょうか？　気になります！』

『はーい！　はーい！　私、知ってまーす！　言ってもいいですか？』

『おお！　さすがは副会長さん！　ではさっそく──って、一いち之の瀬せ選手！　実じつ況きよう席せきにサーブを打ち込まないでください！　反則負けにしますよ！』

『あははー。なんか実名を出すのは可哀かわい想そうだからヒントだけにしとくねー』

『ヒントですか？』

『ふふふ、なんと「あいつ」は、この会場にいまーす！　ヒントは以上だよ！』

『はい！　ありがとうございます！　わたくしは今のヒントで答えがわかっちゃいました！　まー、冷静に考えてみると「あの男」しかいないもんねー』

　猫ねこ矢やは早々と納得したようだったが、柳なぎ楽らにはまるで見当もつかなかった。

　──んー、もしかしたら「あいつ」＝一之瀬の好きな男、なのかもなー。……うーん、その男も一之瀬みたいな女に惚ほれられるなんて……大変だな。気の毒だ。

　柳楽は名も知らぬ「あいつ」に同情した。

『ダメだ！　一之瀬選手、もうボロボロだ！　テニスはメンタルスポーツ！　頼れるのは自分だけ！　誰だれも助けてはくれないのだ！　──うわあああああ！　ついにソフィア先輩が一之瀬選手のサーブゲームをブレイクだ！　一之瀬選手、もうあとがない！』

　ゲームカウント２‐１でソフィアがリード。しかも次のゲームはソフィアがサーブ。

　第四ゲームをソフィアが取ると残りのゲームを争うことなく勝負が決まる。

「覚悟しろー、智とも香か！　私のテクニカルなサーブでトドメを刺してやるからな！」

「……う、うううう……」一之瀬は半泣き状態だった。「……もう帰りたい……」

「うらああああああ！　死ねやあああああ！　告白しろやあああああ！」

　怒ど濤とうの連続ポイントであっという間にマッチポイント。

　ついに追い込まれてしまった一之瀬。果たしてここから挽ばん回かいは可能なのか。

「一之瀬さん！　ファイトなのですぅ！　しっかり戦うのですぅぅ！」

「もがけ！　もがくんだ、一之瀬！　死ぬ気でやればなんとかなる！」

　モニカと二人ふたりでエールを送る。一之瀬は声援に気づかなかったようだが、最後の最後で息を吹き返した。リターンエースを二つ決め、「４０‐３０」と巻き返し始めた。しかし──

「アウト！　ゲームセット！」

　一之瀬のリターンがアウトの判定となり無情にもゲームセットのコール。

　終わった。誰もがそう思った。だが次の瞬しゆん間かん──一之瀬が猛然と抗こう議ぎを始めた。

「──どこ見てるのよ!?　今のはオンラインでしょう!?　あんたの目は節穴なの!?」

　一之瀬がラケットを振り上げ審しん判ぱんに詰め寄る。穏おだやかではなかった。

「い、いえ……今のはアウトだったかと……」

　主審はテニス部の二年生男子。ここまでつつがなく主審を務めてきたのだから、誤審だとは考えにくいが、一いち之の瀬せは全国ベスト８の精せい鋭えいだ。動体視力は人一倍優すぐれているだろう。

『これは「なっくんカメラ」の出番ですね！　おーい！　なっくん！　頼んだぞ！』

《はいはい、おまかせを。えーと、ここをこうして、ぽちっと、これでいけます》

　巨大スクリーンがなっくんのマヌケ顔から、テニスコートを真上から捉とらえた映像に切り替わる。ソフィアが最後のサーブを打とうとしているシーンからだった。

『トスが上がり、ソフィア先せん輩ぱいのセカンドサーブ！　これが際きわどいところに入り……そして肝かん心じんの一之瀬選手のリターンだ！　フォアハンドで返し──うおおおおおおお！　なんだこの映像は！　赤い！　映像が赤いぞ！　なっくん、この映像はどうしたんだ！　──あ！　あああああああ！　わかりました！　納得しました！　この赤いのは一之瀬選手の水着です！　そしてこの形は──お尻しりだ！　一之瀬選手のお尻がぷりっと絶妙に突き出た、そんな決定的瞬しゆん間かんを捉えた貴重な映像だったのです！　まったくとんでもないエロネコだな、なっくんは！』

《きょうはたいりょうです。ごちそうさまでした。ごじつ、いちまいひゃくえんくらいで、がぞうを、だうんろーどはんばい、するよていです。みなさん、ごきたいくださいねー》

『しかも売る気だ！　こんなことが許されるのか！　副会長さん、いいんですか!?』

『私、ソフィアの水着姿の写真が欲しいにゃー』

『大変です！　副会長さんの目つきが親おや父じっぽいです！　ソフィア先輩、逃げてー！』

　結局、「なっくんカメラ」は役に立たず、判定も覆くつがえらなかった。

「あー、疲れたー。……おい、智とも香か。お前の負けだからなー？」

「……うううう」

「なあ、わかってるよなぁ？　告白、ちゃんとしろよぉ？」

「……ううう、うううううううう……」

「明日あしたな、明日。約束だからな、マジで。……絶対だぞ？　逃げるなよ？」

「……や、です。──やっぱり嫌いやです！　嫌です、嫌です、嫌です、嫌です──っ！」

　この期ごに及んで泣き言だった。

「だ、だいたい！　こんなところで水着でテニスとか卑ひ猥わいです！　お尻の映像まで流されるし！　こんな仕打ちないですよ！　お、お巡まわりさんにいいつけてやるぅぅぅぅ！」

「──なっ、お前！　逃げんな！　約束守れや、こらぁ！　そのポニーテール、ハサミでぶった切るぞ！　こらぁ、智香！　止まれって！　逃げんなって！　安産型！」

　一之瀬が裸足はだしで、というか水着姿のまま会場を出ていく。運動部の男子が止めに入ったが、格好が格好だけに男子には捕まえにくいようで、簡かん単たんに逃げられてしまった。

「──約束を破るなんて卑ひ怯きようだぞ！　智香！　それでも日本人か！　武士道精神はどうした！　ったく、この野郎！　地じ獄ごくの果てまで追いかけてやるからな！」

　ソフィアまで会場を飛び出し、そのうち声も聞こえなくなった。

『一之瀬選手、逃亡です！　うーん！　いつか見た光景ですね！　やはり一之瀬選手はこうでなくっちゃ、らしくありません！　──えー、そういうわけでー、第二戦も終わり、一勝一敗と勝負はフリダシに戻りました！』

『そうだねー。──あ、そうそう。今ね、会長からメールが届いたんだけど、時間がないから次で最後にしろってお達しでさ。実はあと二十分で午後六時を回っちゃうんだよねー』

『なるほど、施せ錠じようの時間までという話でしたからね』

『──最後は二対二でやろうかな！　私はこのまま解説をやるから、会長と桜さくら野のちゃん、弟君とアリサちゃんのコンビで戦ってもらおうかにゃー』

『なるほど！　モニカさんは選手ではありませんし、どうしたって生徒会側は一人ひとり余っちゃいますもんね！　それでは、引き続き副会長さんには解説をお願ねがいしましょう！』

「二対二……」柳なぎ楽らは思わずつぶやいていた。「……そうきたか。……いや、でも、俺おれたちの戦力を考えるとそれがベストなのかも……」

　アリサは頭でっかち。柳楽は平々凡々な男子高校生。

　個別に戦うより、一いつ緒しよになって戦ったほうが、勝しよう機きが望めそうな気がした。

「うっし。アリサ、行こう。二人ふたりならなんとかなるさ、きっと」

「…………まあ、一人で戦うよりはマシね」

　意見が一致したところで連れ立ってプール際ぎわに移動した。

　あちらの二人は早々と所定の場所に集まっていた。

「もう少しやる気を出したらどうだ、ジュン？　まだ前座が終わったばかりだぞ？」

　腕組みをしながら恭きよう平へいが笑えみを浮かべる。

「……前座扱いかよ」

　朝あさ霧ぎりは勝ったからいいものの罰ゲームまで強しいられた一いち之の瀬せが浮かばれない。

「な・ぎ・ら・さーん！　ふぁ・い・と・なのですぅぅぅぅ！」

「──う、うわっ！　モニカさん、何やってんの？」

「応援です！　応援するのです！　なるべく近くで応援するのですぅぅぅぅ！」

　モニカは両手にボンボン（ビニール製の房ふさ）を持っていた。

　スクール水着との組み合わせは微妙だが、観かん客きやくたちは概おおむね満足のようで、特に男子生徒たちはほぼ全員が総立ちになってモニカに声援を送った。

「──おい、ジュン、そろそろ種目を決めるぞ。俺から提案がある」

「あ、うん。わかってるよ。──えっと……提案？」

「安心しろ。身体からだを使う競きよう技ぎはフェアではないからな──頭脳戦で勝負だ」

「…………それもフェアじゃないような……いや、アリサがいるからそうでもないか」

「浅あさ黄ぎ君！　ルールの説明をしてくれ！」

　どうやら最初から準備をしていたようで、すかさず浅黄に指示を飛ばした。

『はーい！　任せてくださーい！』

　浅あさ黄ぎの間の抜けた声が会場に響ひびくと、なっくんが映し出されているスクリーンが白い背景に切り替わり、『私たちどうなっちゃうの!?　究極の○×クイズ！』と黒字でタイトルらしきものが表示された。

『ルールの説明をしまーす！　といっても、タイトルの通り、「○×クイズ」をやるだけなんだけどね！　──ただし！　問もん題だいに答えられるのは男性陣のみ！　女性陣はプール際ぎわに用意された椅い子すに座ってもらって……そして……ここがポイントなんだけどー、男性陣が不正解を出すたびに、女性陣に不幸が襲おそいかかりまーす！　くれぐれも注意してねー！』

　運動部の男子がマッサージチェアみたいなものをプール際に運んできた。椅子の裏側に妙な機き具ぐ（人間の手の形をしている）が取りつけられているが、あれが作動するのだろうか。

「私、会長を信じていますから」

　桜さくら野のは恭きよう平へいに笑え顔がおでそう告げると、所定の位置に走っていった。

　一方、アリサは──

「…………大丈夫……よね……？」

　すごく心配そうだった。まあ、当然だろう。柳なぎ楽らは見るからに頭が悪そうだから。

　──俺おれ、見た目ほど頭は悪くないんだぞ？　……兄貴と比べたら見劣りするけど……。

「あ、アリサ……！　俺の才能を信じろ！　お前には負けるけどな！」

「…………頑がん張ばって……ね……」

　アリサは不安げにつぶやくと、ふらふらと歩き出した。

『はいはーい！　準備が整ととのったみたいだから、今度は勝利条件を説明したいと思いまーす！　○×クイズですから、常に二に択たく問題なんですけどー、さっきも言ったように不正解を出すと女性陣が不幸になっちゃいまーす！　……でもってー、先に二回、不正解を出したほうが負け、ということになりまーす！　つまり、不正解を出さない限り、勝負は永遠に続くということになるねー！　……あー、でも、施せ錠じようの時間迫ってるんだよねー。──というわけで、さっさと始めちゃいましょうー！　出題はねこやんくんにお願ねがいしたいと思いまーす！』

　恭平とジャンケンをした結果、柳楽が先に挑戦することになった。

　以降、恭平・柳楽・恭平・柳楽──と交互に答えていくことになる。

「柳楽さーん！　ガンバです！　ガンバなのです！」

　モニカがボンボンを激はげしく振り回しながら柳楽に声援を送る。

　実はすぐ真横にいるので、観かん客きやくに見られているのかと思うと、ちょっと恥ずかしい。

『では問題です！　……おっとぉー、これはサービス問題ですねー。ラッキーですよ、柳楽選手！　──えー、猫に関する出題です！　あ、別にわたくしの苗みよう字じが猫ねこ矢やだから猫の問題を選んだわけではありませんよ。偶ぐう然ぜんです。──え？　どうでもいいから早く進めろ？　何を言ってるんですか？　猫ですよ？　どうでもいいわけないでしょう？　人類最古のペットといっても過言ではないんですよ？　──え？　猫は好きだけど、お前は嫌いだ？　あはははは！　またまたご冗じよう談だんを！　わたくし、騙だまされませんよ！』

　誰だれと会話をしているのだろうか。誰も猫ねこ矢やに野や次じは飛ばしていないのだが。

　──小こ芝しば居いはいいから、とっとと問もん題だい文ぶんを読んでくれ。……イライラするな、もう。

『さて、猫と言えばあの愛らしい目、耳、鼻、ヒゲ、肉球、そして尻尾しつぽ。機き嫌げんがいいときは尻尾を立て、不快なときは尻尾を横に振ると言われています。──さー、ここでクエスチョン！　副会長さんが自宅で飼っているアメリカンショートヘアの名前は「きょうへいくん」である！　○か×か！』

「おい、こら──っ！　前フリ──っ！　前フリなんの関係もないぞ──っ！」

　極きわめてプライベートな問題だった。推測など不可能、勘かんで答えるしかなさそうだ。

『いやー、本当にラッキーですよー。ねぇー、副会長さん？』

『そうだねー、ラッキーだねー。運がいいとしか言いようがないよねー』

　明らかにムチャ振ぶりなのに、出題者たちは「ラッキー」を連れん呼こした。

　──でも、まあ……○×だからな。常に五十パーセントの確かく率りつで正解するんだよな……。

　さて、どっちだろうか。サービス問題だ、と言っているので、「○」の可能性が高いような気がするが、実はそれは引っかけで、やっぱり「×」という気もする。

　──いや、ここは「○」だな。裏の裏は表……よし、「○」に勝負をかけよう。

『柳なぎ楽ら選手！　あと十秒以内に解答をお願ねがいします！　施せ錠じようの時間が迫ってますから！』

「……時間制限あるのかよ！　あー、もう！　……○だ！　○でいい！」

『はいはいはい！　柳楽選手の回答は○だそうですよ──っ！　さー、正解はどっちなんでしょうかー！　なっくん、教えてくれ──っ！』

　タイトルを表示していたスクリーンが今度はなっくんの全身を映し出す。

《せいかいは……なんと……まさかの……×ですよ──っ！》

　なっくんが「×」と赤字で記されたプレートを両手で掲かかげる。

《ちなみに、ふくかいちょうさんが、かっている、ねこのなまえは、「きょうへいさん」です。ざんねんながら、「くんづけ」ではなく、「さんづけ」なんですねー》

「くおらぁぁぁぁぁ──っ！　何がサービス問題だ──っ！　糞くそ問題じゃねーか──っ！」

　柳楽は実じつ況きよう席せきに向かって声の限り叫んだが、猫矢は涼しい顔で、

『不正解です！　初しよっ端ぱなから不正解です！　──というわけで……可哀かわい想そうですがアリサさんに未み曾ぞ有うの不幸が襲おそいかかります！　さー、スイッチオン！』

　猫矢が小さな端末を操そう作さし、ピッ、と何かのスイッチを押した。

　その瞬しゆん間かん──

　アリサが腰かけている椅い子すの後部に取りつけられているマジックハンドのようなものが動き出し、アリサの身体からだを両手で持ち上げた。

「な、何よこれぇぇぇ──っ！　きゃ、きゃああああああああ──っ！」

　マジックハンドはアリサを抱えたまま上空に伸びていき、三メートルくらいの高さまで上がるとようやく動きを止め──その後、アリサを大の字の姿勢で固定した。
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『これは恥ずかしい！　大おお股また開びらきだ！　しかも水着姿だからなおのこと恥ずかしい！』

「た、た、た、助けてぇぇぇぇぇ──っ！　神様ぁぁぁぁぁぁ──っ！」

　アリサの絶叫が響ひびき渡わたる中、観かん客きやく席せきのあちこちからフラッシュが焚たかれた。

「今がチャンスだ！　アリサちゃんの生写真、しかも水着写真をゲットだぁぁぁぁ！」

　そのうちの一人ひとりにアリサファンクラブの初代会長がいた。

　──あの変態ファンクラブめ……あとでリリアンさんに頼んでカメラを破は壊かいしてもらおう。

　アリサがマジックハンドから解放されたのはそれから約一分後のことだった。

「…………今度…………間違ったら…………許さないから…………」

　はぁはぁ、と乱れた息を整ととのえながら柳なぎ楽らを睨にらみつけるアリサ。

　いつになく凄すご味みがあった。よほど頭にきたのだろう。

　──ってか……次、間違ったら終わりだよな。二回、不正解を出した時点で終了だ……。

『さぁー、お次は我われらが生徒会長の出番だぁぁぁぁぁ──っ！』

　解答者が柳楽から恭きよう平へいに移る。さて、恭平にはどんな問もん題だいが出題されるだろうか──

『では問題です！　──おっとぉぉぉ、これは難なん問もんだぞー！』

　柳楽のときは「サービス問題」と言っていたが、今度は一転して「難問」らしい。

　だが猫ねこ矢やの言うことはイマイチ信用できない。問もん題だいを聞いてみるまでは。

『えー、わたくし、猫矢栄えい一いちの身長は百六十三・七センチ！　これは世界の常じよう識しき！　人類の常識！　当然、みなさんも知っていることと思いますが──』

　常識なわけがない。というか猫矢は小こ柄がらとはいえ、成長期なのだから身長は日々伸びているはずで、もし猫矢の身長が世界の常識だとしたら、猫矢の身長が伸びるたびに全世界に向けていちいち報告しなければならない。……まあ、揚あげ足あしを取るほどのことではないが。

『──さー、ここでクエスチョン！　この百六十三・七センチという身長は南雲なぐも高校全男子７４５名中、６３４番目の高さである！　○か×か！』

　またしても微妙な問題だった。６３４番目という数字が正解かどうかはともかく、こういう問題は正せい確かくなデータを持っていなければ答えようがない。柳なぎ楽らのときは「くん」か「さん」かの違いだったわけで、今度の問題も本当は「６３５」のところを「６３４」に変えているだけかもしれない。……だとしたら最悪だ。

『さぁー！　お答えください、生徒会長さん！　残り時間、十秒ですよ！』

　猫矢は恭きよう平へいが相手でも容よう赦しやがなかった。さすが悪ノリの帝王である。

　──珍しく、平等にやってるじゃねーか、ねこやん。……マジ、助かるぜ……。

「ふむ、これは○だな。……おい、俺おれは○を選ぶぞ──っ！」

　恭平は自信ありげだった。推測でどうにかなる問題だとは柳楽には思えないのだが──

『生徒会長さんの回答は○のようです！　さあ、なっくん！　正解を教えてくれ！』

　スクリーン上のなっくんが「○」と「×」のプレートをわざとらしく動かし、「○」と見せかけて、「×」と見せかけて、やっぱり「○」と見せかけて……という感じにテレビのクイズ番組のような手法で観かん客きやくを焦じらす。だがそのうちなっくんの手の動きが止まり──

《せーかいはー、○ですよー！　せいとかいちょうさん、おめでとうございますー！》

　不正解を期待していた柳楽は、「くそぉ……」と肩を落とした。

「俺は全校生徒の身長と体重を暗記しているからな。計算するのに多少手間取ったが、まあこの程度の問題、わかって当然だ」

「──それは本当なんだろうな──っ!?　っていうか、プライバシーは──っ!?」

「おいおい、ジュン。そう熱あつくなるな。──次はお前の番だぞ？　少しは冷静になれ？　次を落とせば自動的にお前の負けになるんだぞ？」

「ぐ、ぐうううう……」

　そうだった。もうあとがないのだ。

　不正解を二回出した時点でゲーム終了。

　そしてこの団体戦の最終的な決着もつく。

「──ふれー、ふれー、な・ぎ・ら・さ・ん！　ふれー、ふれー、な・の・で・す！」

　モニカは相変わらずボンボンを振り回しながら柳楽を応援している。だいぶ声に元気がなくなってきているが、モニカがこれだけ長い間、応援し続けるとは意外だ。

「なんにしろ──あと数分もすれば、俺おれとお前のどちらが王女の婚約者に相応ふさわしいか、決するわけだ」

「……そっすね」

　いよいよまずいことになってきた。

　次もまた不正解を出してしまったら、モニカが恭きよう平へいに──




「あのぅ、柳なぎ楽らさん……？　婚約者に相応しい男……とはどういうことですか……？」




　そのとき、柳楽のすぐ側そばで応援していたモニカが素すの表情で見上げてきた。

「……う、うん？　どういうことですかって……何が？」

　この時点でかなり嫌いやな予感がしていたが、これまでに経けい験けんした苦にがい思い出たちが、柳楽の目を現実からそらす方向に働いた──それはパブロフの犬にも等しい条件反射だった。

「あ、あの……モニカさん。つかぬことをお伺うかがいしますが……」

「はい？」

「我われ々われは今、何をやっているのでしょうかね？」

「今ですか？　運動会……です？」

「……………………え？」

「いえ、違います！　間違えました！」モニカは言いなおした。「水泳大会です！」

「……………………ば、ば、ば──」

　──バカなー！　趣しゆ旨しを理解していないだと!?　リリアンさんがそう教えたのか？　ぐぬぬぬぬぬ！　それならそうと予あらかじめ教えておけっての！　あのギャンブル狂が！

「おい、ジュン？　何をゴチャゴチャ言っている？」

「……あ、いや、その……なんというか……」

「まさかとは思うが、王女に何も説明していないのか？」

「……えっと……それは……」

「──柳楽さん？　どういうことですか？　ただの水泳大会ではないのですか？」

　モニカが詰め寄ってくる。彼女にしては珍しく不ふ審しんの表情を浮かべていた。

　よく考えてみると──勝ったほうと婚約する、なんて条件をモニカが呑のむわけがない。

　そんなことを知れば泣き出してしまうに決まっているわけで……。

　──勝負のことで頭がいっぱいだったからな……くそぉ、もっと早く気づくべきだった。

　とにかく、恭平に事情を話して穏おん便びんにすまさなければ──

「王女よ、これは単なる水泳大会ではないのだ」

「ちょ、ちょっと待てよ、兄貴！　それ以上は言う──」

　制止の言葉は届かなかった。恭きよう平へいは淡たん々たんとした口く調ちようでモニカに真実を告げた。

「ジュンがこの勝負に敗北したら、王女との婚約話は白紙に戻る。……そして、王女は俺おれと婚約することになるのだ」

　ついに言ってはならないことを言ってしまった。

　まさに最悪の展開──考えうる中でのワーストケースだ。

「……婚約……白紙……白紙……白紙──っ!?　白紙なのですか──っ!?」

　ボンボンを空中に放り投げ、わーっと泣き出すモニカ。

　このままでは暴ぼう走そうするのも時間の問もん題だいだ。

「──お、おい……兄貴──っ！　なんてことしてくれたんだよ──っ！」

「俺は真実を言ったまでだぞ」

「──で、でも、このタイミングで言わなくても──」

　と、そこで柳なぎ楽らは言葉を切った。

　恭平を問い詰めてもなんの意味も効果もないことに気づいたのだ。

「……そ、そうだ。……今は早いところモニカさんをなだめないと……」

　思考を切り替え、柳楽が行動に出ようとした瞬しゆん間かんのことだった──




　なんの前触れもなく場内の照明が、全すべて、一つ残らず消え去った。




「おい！　何があった！」すぐに恭平の怒ど号ごうが飛ぶ。「上の奴やつらは何をしている！」

　場内のざわめきが暗がりの中を広がっていくのがわかった。

　時間にして三十秒くらいだろうか、目が暗くら闇やみに慣なれる前に眩まばゆい光が再び会場を包み込んだ。

「……ん？　あ？　なんだ？」

　その直後──再び照明が落ちた。しかし、今度は一部の照明のみだった。

『おおお？　おおおおおおお!?　これは演出なのか──っ!?　みなさん、上です！　上をご覧らんください！　あそこです！　スポットライトが当たっている、あの場所です！』

　猫ねこ矢やの声を頼りに視し線せんをめぐらせると、派は手でにライトアップされ、一ひと際きわ目立っている場所が上空に見つかった。屋根のないピンク色のゴンドラが薄うす闇やみの中に浮かんでいた。

「なんか……見覚えのある人ひと影かげが……」

　誰だれだろう、と思いながらじっと目を凝こらしてみると──

「──ぐわ──っ!?　あれ、オリヴィアじゃねーか!?　何やってんだ、あのアホは!?」

　ゴンドラの内側にいるのは紛まごうことなくオリヴィアだった。

「……まったく、あの女は……って、ありゃ？　なんか様よう子すが変だな……格好も妙だし……」

　オリヴィアと言えばダークな衣服がトレードマークだが……なぜか上空のオリヴィアはフリルを何枚も重ねたファンシーなドレスに身を包んでいた。容よう姿しが幼いので可愛かわいいと言えば可愛いが、普ふ段だんのオリヴィアを知っている柳なぎ楽らには違和感しかなかった。

「──亮りよう介すけさん！　姿を現してください！　悪いようにはしませんわ！」

　マイクを片手に場内へ呼びかけるオリヴィア。一いつ瞬しゆん、『亮介さん』が誰だれなのかわからなかったが、すぐに思い至る。柳楽の幼おさな馴な染じみの灰はい谷たにのことだ。

「…………亮介さんって……なんだ……その呼び方……？」

　そういえば、オリヴィアが帰ってこない、とアリサが言っていたような気がするが、まさか灰谷が関係していたのだろうか？

「亮介さん──っ!?　どうしてわかってくれないんですの──っ!?　私のあなたへの愛は完かん璧ぺきだというのに──っ！　このほとばしる愛情が伝わりませんの──っ!?」

　公衆の面前でとんでもないことを言い出した。アホ丸出しだった。

「……そりゃ、先せん輩ぱいも逃げ出したくなるわ。あれはもはや病気の一種だろ……」

　呆あきれながら事態を見守っていると、実じつ況きようの猫ねこ矢やが声を張り上げ、

『な、なんと──っ！　ゴンドラに乗って現れたのは留学生のオリヴィア・ヴァレンタインさんだ！　これはとんだ乱入者です！　彼女が先ほどから呼びかけている「亮介さん」なる人物は、おそらく二年Ｂ組の灰谷亮介先輩のことだと思われますが──二人ふたりの間に一体何があったのでしょうか？　──えー、みなさん、ご存知の方も多いと思いますが、灰谷先輩は「ホモ疑ぎ惑わく解消」の見出しで校内新聞の一面を飾った人物です。この記事には留学生のオリヴィアさんとの関係が綴つづられていたのですが──おおおおお？　またオリヴィアさんが何か叫んでいます！　聞いてみましょう！』

　猫矢が黙だまると、別のスピーカーからオリヴィアの声が聞こえてきた。

「──どうしても……どうしても姿を現さないと言いますのね!?　だったら、私にも考えがありますわ！　これをご覧らんなさい！」

　オリヴィアを照らし出していたスポットライトがわずかに右へ移った。移動した先は足場のない空中だった。そしてその何もないはずの空間にライトアップされたのは──

『おおおおおお──っ!?　あの特徴的な頭髪はモニカさんです！　──おや？　人ひと影かげがもう一つ？　モニカさんだけではない？　もう一人ひとりいる？　んんんん？　あれは安産型……安産型なのか!?　……あ、いえ、失礼しました！　一いち之の瀬せさんですね！　えー、こほん。どうやらオリヴィアさんに捕らえられているのはモニカさんと一之瀬さんのようです！　二人とも水着姿のままロープで逆さかさに吊つるされています！　高さは三十メートルくらいでしょうか！』

　停電の間にさらわれたらしい。どんな神かみ業わざを使ったのやら。そんなことができるのなら灰谷も楽に捕まえられるだろうに、と柳楽は思う。……相変わらず効率の悪いことをする。

「──亮介さん！　早く出てこないと、なんの罪もない善良な女子生徒……かどうかは知りませんけれど……ともかくあと五分以内に出てこなければ、彼女たちの命いのち綱づなを腹いせに切断してしまいますわよ！」

　スポットライトがもう一つ新たに加わりオリヴィアを照らし出した。

　彼女の手には剣つるぎが握られていた。いつだったか柳なぎ楽らの部へ屋やで振り回していた剣だ。たしか『シュチェルビェツ』とかいう名前だった気がする。

　──マズイ状況だな。あの高さから落ちてもモニカさんは平気だろうから、人質としての価値は薄うすいけど……さっきの様よう子すだといつ暴ぼう走そうしてもおかしくないよな。……あ、そういえば一いち之の瀬せも捕まってるんだった。一之瀬は…………落ちたら死んじゃうな。

「……ジュン」そのとき柳楽を呼ぶ声があった。「……こっちだ、ジュン。柱の陰にいる」

「う、うわっ！　灰はい谷たに先せん輩ぱい、その格好どうしたんですか？　制服、破けてますよ？」

「……三時間、鬼ごっこを続けた結果……こうなった……」

「同情しますよ」柳楽は意味もなく手を合わせ、灰谷を拝おがんだ。「……何があったんですか？」

「二日ほど前に……その……いろいろあってだな──」

　灰谷の説明は要領を得なかったが、幼おさな馴な染じみパワー（付き合いの長さに比例して培つちかわれる相互理解のこと。柳楽の造語）を駆く使しすることで事情を察することができた。

「──えーと、つまり、オリヴィアが勘かん違ちがいをして先輩に擦すり寄ってきたから、そんなんじゃない、とやんわり拒否したら逆ギレされた、と。……そういうわけですか？」

「……だいたい……そんな感じだ……」

　灰谷はやつれ切っていた。髪はボサボサ、制服はボロボロ、顔はなぜかすすだらけ。

　足元を見ると靴が片方脱げていて、靴下は両足とも履はいていなかった。

「──オリヴィア！　また貴様の仕し業わざか！　このないちち女が──っ！」

　リリアンが競けい馬ば新聞を放り投げ、観かん客きやく席せきを飛び出す。

「おい、朝あさ霧ぎり！　緊きん急きゆう事態だ、手を貸せ！　あの女を仕留める！」

「よろしいのですか？　モニカ様が人質に取られているようですが？」

「そのときはそのときだ！　落下した場合は気合で抱き止める！」

　相変わらずムチャクチャなことを言う人だ。果たしてそんなことが可能なのか。

「──どうにかしてあそこまで登って────あん？　なんだ？　こいつらは？」

　そのとき、上空から三体の『着ぐるみ』が降ってきた。三体ともペンギンをモチーフにしているようで、見た目はどれも似たようなものだったが、色は赤、青、黄き色いろと信しん号ごう機きのような組み合わせだった。プール際ぎわのタイルの上に華か麗れいに着地した『着ぐるみ』たちはリリアンたちの前に立ちはだかった。人間が入っているにしては動きが機敏で、遊園地で見かける『着ぐるみ』とはどこか違っていた。

《カカッテキナヨ、オジョウサン。オレト、イッショニ、オドロウゼ》

　赤いペンギンが片言の日本語でつぶやく。

「──あ、あれは……ロバート三兄弟……？　まさかオリヴィアが……？」

　アリサが『着ぐるみ』を見て、敏感に反応していた。どうやら何か知っているらしい。

「お、おい……あれってまさか……アリサが作ったのか？」

「……そうよ」アリサは首しゆ肯こうした。「オリヴィアに渡したの。護ご衛えいに役に立つかもしれないって思ったから。……ロバート三兄弟は警けい備びロボットなの。事前に入力した命令に従ってオートで動くようになっていて、私の発明の中ではトップクラスの性能を誇るわ」

「……こういうときに限って役に立つってオチですか……天才発明少女さんよ……」

　期待などしていないというのにロボットたちは優ゆう秀しゆうな働きをみせた。朝あさ霧ぎりが放った渾こん身しんの回まわし蹴げりも、リリアンが繰くり出した鬼のようなスピードの裏うら拳けんも、ロボットたちにはまるで通用しなかった。赤あか子ごの手を捻ひねるかのごとく、片手で攻こう撃げきをさばき、さらに反撃まで加えてきた。

　──ザバーン──っ！

　カウンター気味に入った右ストレートが朝霧の身体からだをプールまで運んだ。

　とんでもないパワーだ。リリアンも完全に力負けしているようだ。

「──志し良ら堂どう君、二人ふたりに加勢してやってくれ。もう一体、いるようだからな」

「了解しました、会長」

　恭きよう平へいの指示に従い、志良堂が戦いの場へ身を投じる。彼女ならいくら殴られても快楽のほうが勝まさるのではないだろうか、と柳なぎ楽らは別の意味で志良堂に期待した。

「……どうしたもんかな。あのロボットたち、ムチャクチャ強いぞ……」

『──あ！　弟くーん！　危ないよ～！』

　そのとき誰だれかの声が場内に響ひびいた。実じつ況きよう席せきの浅あさ黄ぎだと遅れて気づく。

『危ない、危ない！　上、上！　落ちてくるよー！』

「──あ？　上がなんだ……って、うわあああああああああああ──っ！」

　言われるままに視し線せんを上に傾けてみると、巨大な鉄の塊かたまりが目に入った。

　落下物──それは天てん井じようの各所に取り付けられた照明器具だった。

「──ひ、ひぃぃぃぃぃぃぃ!?　潰つぶされるぅぅぅぅぅぅぅ!?」

　柳楽は側そばのアリサを突き飛ばし、地面を転がった。ぐるっと一回転すると、ちょうど頭がアリサの股こ間かんに納まってしまい、「ひきゃああああ!?」という悲鳴と共ともに鉄拳が飛んできた。

「王女の暴ぼう走そうが始まったようだな。……これはもう勝負どころではないな」

　さすがの恭平も勝負を続行する気はないようだった。

「──浅黄君！　観かん客きやくを避ひ難なんさせてくれ！　今すぐにだ！」

　照明器具の落下はその後も何度か続いた。観客たちは浅黄の的てき確かくな指示もあって、短時間で外に避難させることができたが、地下施設の崩ほう壊かいはもはや時間の問もん題だいのようだった。

　──これは災害操そう作さだよな。……人心操作よりはマシ……かな……？

　モニカたちをそのままにして逃げるわけにはいかないので柳楽たちはその場に留とどまった。

　朝霧、リリアン、志良堂の三人はロバート三兄弟と戦せん闘とう中ちゆう。待たい機きしているのは柳楽とアリサと灰はい谷たに……生徒会側は恭平と桜さくら野のと実じつ況きよう席せきを飛び出してきた浅黄。ソフィアは見当たらない。猫ねこ矢やは誰だれよりも先に逃げていくのを柳なぎ楽らは目もく撃げきしていた。最高に友達がいのない男だ。

「おい、あの女はお前たちの仲間じゃなかったのか？」恭きよう平へいが訊きいてくる。

「……あいつは単なるトラブルメーカーだよ」

　状況次第で敵にも味方にもなる。オリヴィアとはそういう生き物だ。

「とにかく、オリヴィアをなんとかしてくれよ。元はと言えば兄貴が校内新聞にあることないこと書くからこんなことになったんだぞ？　灰はい谷たに先せん輩ぱいだって被害者だ」

「あれは俺おれが指示したわけではないんだが……いや、今は言い争っている場合ではないな」

「そうだよ。早くなんとかしないと。──あ、ほら、いつかみたいに『兄貴の力』でモニカさんの暴ぼう走そうを鎮しずめちゃってよ。そうすれば少なくとも生き埋めで死ぬことはなくなるし──」

「無理だな」全すべて言い切る前に恭平の声に遮さえぎられた。「あの力は乱発できるものではない。俺に関して言えば……そうだな……一度、力を行使すると数ヶ月は使用不可能になる」

「マジかよ──っ!?」内心ではけっこう期待していたので落らく胆たんは大きかった。

「王女が力を乱発できるのはそれだけ『血』が濃こいからだろう。……ああ、それからな、前も言ったが、なんの『修行』も積つんでいないお前に『力』を行使することはできんぞ」

「…………ああ、『修行』ってあれね……エベレストね……」

　あんな過か酷こくな修行……こなせるわけがない。きっと自分が『力』を使いこなせる日が来ることはないだろう。断言してもいい。──生身で深海まで潜もぐれるわけがない。

「ふーむ、どうしたものか……」

「兄貴！　暢気のんきに前髪を整ととのえてる場合じゃないぞ！　早くなんとかしないと！」

　しかし、ジョーカーの恭平が役に立たないとなると他ほかに方法は──

「そ、そ、そ、そこのボンクラどもぉ──っ!?　あなたたちでしょう──っ！　亮りよう介すけさんを匿かくまっているのは──っ!?　さっさと私に亮介さんを引き渡しなさいよ!?　は、は、は、早くしないと──た、た、た、た、建物が崩れてしまいますわ──っ!?」

　上空のオリヴィアが、スピーカーがキンキン言うのも構わずマイクに地声を叩たたきつける。

　──誰だれのせいだと思ってるんだ……誰のせいだと……。

「もう、もう、もう！　わけがわかりませんわ!?　なんなんですの、この仕打ちは!?　善意の固まりと名高いこの私がどうしてこんな目に!?　死にますの!?　みんな死にますの!?　ああ、もうぅぅぅ──っ！　こうなったら……し、し、し、死ぬがいいですわ！　全員、死ぬがいいのですわ！　死ね、死ね、死ね！　死んでおしまいなさい！」

　支し離り滅めつ裂れつだ。ムチャクチャなことを言っている。

　あの様よう子すだと、こちらから投降を勧すすめたところで素す直なおに頷うなずきはしないだろう。

「──これは──ようやく私の出番がきたんじゃないかな」

　前に出てきたのはそれまで静せい観かんしていた桜さくら野のだった。彼女は胸の谷間に手を突っ込み、無色透明の液体が入った小こ瓶びんを抜き取った。胸がプルンと縦たてに揺れる。

「はい、柳なぎ楽ら君。これ飲んでみて」

「…………なんの薬？」前科があるので迂う闊かつに信用できない。「…………微妙に生なま温ぬるいし」

「インビジブルマンになれるお薬だよ」

「……は？　いんびじ？　何……それ？」

「映画、観みたことないの？」桜さくら野のは不満そうにつぶやき、「透明人間だよ、透明人間」

「……とうめいにんげん……っすか……」

　日本語にすると幼よう稚ちに感じるが、透明人間と言えば思春期の男子の妄想ネタとしては代表的なアイデアだ。透明人間になって好きな女の子の部へ屋やに侵入する──みたいな。

「透明になれば人質を助けるのも簡かん単たんなことでしょう？」

「あ、うん。そうだね」オリヴィアに気づかれることもない。

「ちなみにそれ、衣服は透明にできないからお薬飲んだら水着は脱いでね」

「……水着を脱がないといけないのか………………っていうか、俺おれが飲むの？」

「ほらほら、飲んじゃおうよ。ぐいっと、ぐいっといっちゃって」

「…………飲まなくていいわ」アリサが柳楽から小こ瓶びんを奪い取った。「……人体を透明にする機き械かいなら私だって持ってるわ。これを……この発明品を使って──」

　キラン、とアリサの目が怪あやしく光る。

　笑いが止まらなくなる変な薬を飲まされた（軽く舐なめただけだが）恨うらみもあるのだろうが、それ以上に発明家としてのプライドを刺し激げきされたように見える。

「作品ナンバー、６９！『限りなく透明に近い私』よ！」

　アリサが卵形の小さなメカをどこからともなく取り出した。

　一いつ瞬しゆんの早はや業わざだったため、本当に出しゆつ処しよがわからなかった。

「ん？　限りなくってことは……それ透明じゃないんじゃない？」と桜野。

「……う、うるさいわね！　私の発明にケチつけないで！」

　桜野のもっともなツッコミに逆ギレするアリサ。相変わらずのネーミングセンスだ。

「ほらほら、柳楽君。こんなアホっぽい女の発明品なんて無視して、私のお薬飲もうね？」

「──誰だれがアホっぽいですって!?」アリサが発明品を片手に柳楽に詰め寄る。「薬は副作用がないとも限らないわ！　私の発明品のほうがずっと安全よ！　そうでしょう!?」

「柳楽君、どうするの？　私のお薬を飲む？　それとも、その子の発明品を使う？」

「そうよ！　どっちよ!?　どっちを選ぶのよ!?」

　柳楽の答えは最初から決まっていた。考えるまでもないことだった。

「──どっちもお断りだ！　最悪の二に択たくだよ！」

　目の前の二人ふたりはありえない、という顔をしたが、柳楽にしてみれば妥だ当とうな結けつ論ろんだった。

　前科持ちのマッドサイエンティストと不良品量産の発明少女──どっちもどっちだ。

「でもさー、弟君」ここで浅あさ黄ぎが冷静に一言。「他ほかに方法あるー？」

「……ないですよ。──ないですけども！　透明人間は却下でしょうよ！」

「おい、ジュン。あまりわがままを言うな。早く透明になって人質を助けてこい」

「──だからなんで俺おれなんだよ！　くそぉぉ、いつもそうだ！　みんな自分の不始末を棚に上げて、俺に尻しり拭ぬぐいをさせようとする！　──しかもな！　今回はオチが見えてるんだよ！　透明になるのはこの際、しょうがないとしてもさ！　モニカさんたちをすんなりと救出できるとは思えないんだよ！　絶対、何か起きるよ！　薬の効果が途中で切れたりとかさ！　アリサの発明品だったら股こ間かんだけ不透明になったりとかさ！　でもってオリヴィアが誤って俺の○○○を切断しちゃったりなんかして……ぐああああああああ！　ありえそうで恐こわい！」

「ジュンよ、お前は最高にネガティブな男だな。みっともないぞ」

「うるせぇよ！　──そもそもな！　古臭いんだよ、透明人間とか！　俺に相応ふさわしくないんだよ！　もっとカッコイイのにしろよな！　銃じゆうとか刀とかさ！　あるだろ！　空を華か麗れいに舞まったりとかさ！　要は見み栄ばえだよ！　見栄え！　透明になって忍び足で救出に向かうとか、地味すぎるんだよ！　つーか、見えねーよ！　俺の活かつ躍やく見えねーじゃん！」

　思えばこの数週間、恭きよう平へいの策略に引っかかり何度も酷ひどい目に遭あっている。ここで、うん、と頷うなずき、『透明人間ミッション』を開始するということは恭平の指示に従うということだ。

　──譲じよう歩ほしてたまるかよ！　兄貴も少しは苦労しろってんだ！　糞くそがぁぁぁぁ！

　意地を張っている場合ではないことくらい柳なぎ楽らにもわかっているが、自分だけが割を食っているようで納得がいかなかった。……まあ、恭平がどうしても、と頼むのであれば透明人間になってもいいかな、と思わなくもないのだが──

「──もういい、ジュン」

　恭平と睨にらみ合っていると、見るからに疲ひ弊へいした灰はい谷たにが兄弟の間に割って入ってきた。

「俺の対応にも問もん題だいがあったんだ。だからこの場は……俺がなんとかする……」

「い、いやいやいや！　何を言ってるんですか！　悪いのは灰谷先せん輩ぱいじゃなくて、うちの兄貴とオリヴィアじゃないですか！」

「上を見てみろ」灰谷が顎あごで示す。「いつ建物の崩落が始まってもおかしくない状況だ。このままだと取り返しのつかないことになる。……だから、俺はオリヴィアの要求を呑のむ」

「要求を呑むって……まさかオリヴィアと付き合う気ですか？」

「……それ以外に何がある」

「ダメですよ、先輩！　そんな生いけ贄にえみたいなのは！　つーか、オリヴィアと付き合うってことは人生を捨てるようなもんですよ！　あの女のことだから、別れたい、なんて言ったが最後、使えるものはなんでも使って先輩を脅きよう迫はくしてきますよ！　待っているのは茨いばらの道ですよ！」

「……死ぬよりはマシだ」灰谷が背を向ける。「それに……考えてもみろ？　あのゴンドラまで人質を助けに行く時間が残っているか？　……俺が要求を呑めばすぐにすむことだ……」

「灰谷、男だな」恭平がぐっと親指を立て灰谷を激げき励れいする。「誰だれかさんとは大違いだ」

「さすがは灰はい谷たにちゃん！　男の中の男だよ！　弟君も見習わないとねー？」と浅あさ黄ぎ。

「今のセリフ、グッときました。危あやうく惚ほれちゃうところでしたよ」と桜さくら野の。

「…………もうホモ谷たにさんなんて言いません」

　あのアリサまでもが灰谷の男おとこ気ぎに敬服していた。

　──あ、あれ？　俺おれ、完全に蚊か帳やの外？　……透明人間はもういいの？　俺、やるよ……？

　柳なぎ楽らは縮ちぢこまって「……俺にも出番を」とつぶやいたが誰だれも聞いていなかった。

　みんな灰谷の動向に注目している。仕方ないので柳楽も行方ゆくえを見守ることにした。

「──オリヴィア！　俺だ！　灰谷だ！」

　灰谷は実じつ況きよう席せきに放置されたマイクを抜き取るとオリヴィアに呼びかけた。

「──亮りよう介すけさん！　ついに私の愛を受け入れる決心がついたのですね！」

　脅きよう迫はくしておいて言うようなことではないが、いかにもオリヴィアらしいセリフだ。

「──オリヴィア！　聞いてくれ！　お、俺は………………強い女が好きだ！」

　早々とないちち女の要求を呑むのかと思いきや、灰谷が意外なことを言い出した。

　何かの作戦だろうか。抵抗している──ようには見えない。

「──お前はどうだ？　強いのか？　俺は強い女にしか興きよう味みはないぞ！」

　オリヴィアはポカンとしていた。灰谷の意図が読めずに戸と惑まどっているのかもしれない。

「──お、オリヴィア……」

　自分でもよく考えがまとまっていなかったのか、口くち下べ手たの灰谷はそこで言葉に詰まった。

　どういう結末を迎えるのか、じっと傍ぼう観かんしていると──




「──オリヴィア！　お、俺と…………決けつ闘とうしろ！」




　人質を取って交際を迫ってくる女もどうかと思うが、その女に決闘を申し込む男もそうとうぶっ飛んだ思考の持ち主だ。灰谷のピントのズレた発言にさすがの恭平も「……おい」とツッコんでいた。柳楽も、「ねぇだろ、そりゃ！」と内心で呆あきれ返ったが、続く灰谷の言葉を聞いてみると、案あん外がいまともな提案なのかもしれない、と考えを改めることになった。

「俺と戦って、もしお前が勝ったなら──そのときはお前の要求に従おう！」

「……要求に……従う──」

　オリヴィアの声がスピーカーを通して途と切ぎれ途切れに聞こえてくる。

「それでどうだ？　ダメか？」

「…………ふ、ふふふ……その勝負、受けて立ちますわ！」

　精せい彩さいを欠いていたオリヴィアの瞳ひとみに力が宿る。この日、一番の笑え顔がおだった。

「だ、だったら、人質を解放してくれ！　それにそこは危険だ！　早く降りてこい！」

「──了解しましたわ！　勝負は後日改めて、ということでよろしいかしら？」

「わかった！　約束する！　ジュンたちが証人だ！」

　思ったよりもあっさりと解決した。わかりやすい提案だったのが吉と出たのかもしれない。

　──オリヴィアはけっこう単純な奴やつだからな……ったく、手間かけさせやがって……。

　人質問もん題だいが解決すると、さっそくオリヴィアが宙づりのモニカたちを解放し、ゴンドラを使って上空から降下してきた。しかし、これで全すべての問題が片付いたわけではなく──

「くぉらああああああああぁぁ！　このロボットどもをなんとかしろぉぉぉぉぉ！」

　降下中のオリヴィアに向かってそう叫んだのは戦せん闘とう中ちゆうのリリアンだった。ロバート三兄弟の生みの親はアリサだが、それを今、動かしているのはオリヴィアだ。

「──うるさいですわねぇ。あなたに指示されなくてもわかっていますわ」

　オリヴィアは黒いボディの小型端たん末まつ機きを取り出すとそれを片手で操そう作さした。

「えーと、たしか……この赤いボタンを押しながら………………あら？　エラー？」

　素すっ頓とん狂きような声を出し、首を傾かしげるオリヴィア。そのエラーがオリヴィアの操作ミスによるものなのか、アリサの設計上の不備によるものなのか、柳なぎ楽らには知る由よしもなかったが──責任の所しよ在ざいはともかく、このエラーの発生によりロバート三兄弟がおかしくなってしまった。

《ワレワレハ、ウチュウジンダ。クリカエス。イヤ、クリカエシマセン。ナゼナラ、ワレワレハ、ウチュウジンダカラデス。……エ？　ワレワレハ、ウチュウジンデハナイノデスカ？》

《オジョウサンガタ、ワタシト、イッショニ、ハッスル、シマショ。アナタト、ワタシデ、ハッスル、ハッスル。──ハッスル、キャッスル、ドライブスルー》

《ネコフンジャッタ～、ネコフンジャッタ～、ボクコ～ワレチャッタ～、ドウシヨォ～。ネコトンジャッタ～、ネコトンジャッタ～、ボクトンジャッタ～ヨ、トリップダ～》

　三者三様のキャラ崩ほう壊かいを起こした警けい備びロボットたちは頭から「ぷしゅー、ぷしゅー」と黒煙を噴ふき出しながらどこかへ走っていく。警備を放棄したのなら好こう都つ合ごうかもしれない、と柳楽は思ったが、その考えは甘かった。ロボットたちは出入口の前で立ち止まり、《コノサキハ、キケンデスカラ、フウサシマス》などと言い出した。地上へと続く唯一の通路だというのに──

「……オリヴィア、その端末機を私に貸して……！」

　ゴンドラから降りてきたオリヴィアにアリサが駆かけ寄る。端末機を受け取ったアリサはさっそくボタンを操作し始めたが、「……壊こわれてるみたい……」とつぶやき、どこからともなくドライバーを取り出し、端末機を分解し始めた。どうやら直すつもりらしい。

「柳楽さん……？　早く逃げないと……危険です……？」

　モニカはまだぼんやりとしていた。けっこうな時間、宙づりになっていたからまだ頭に血が上っているのだろう。隣となりの一いち之の瀬せもこめかみを押さえ、うーうー、と唸うなっている。

　──モニカさん、さっきのことはもう忘れちゃったのかな？　一応、暴ぼう走そうは起きたみたいだけど、今はもう泣いてないし……もう治まったのかな？　ま、宙づりになってたから、あれこれ考える余裕はなかったはずだしな。……といっても、もう地下崩壊しかけてるけど……。

「悠ゆう長ちように話し合っている場合ではないが──」恭きよう平へいが全員に向かって問う。「──あのロボットどもをどかさない限り、脱出は不可能と見える。……さて、どうする？」

「全員でかかればいいんじゃないのかなー？　いけるんじゃないのかなー？」と浅あさ黄ぎ。

「無理ですね」朝あさ霧ぎりが答えた。「今まで戦っていた私たち三人が、どれか一体を集中攻こう撃げきしたとしても、たぶん勝てません。あのロボットたち、かなりタフです。マッスルボディーです」

「……悔しいけれど……私も同じ意見よ……」志し良ら堂どうが同意する。

「だ、だ、だ、だったら！　どうすればいいんですの!?　モタモタしていたら生き埋めですわよ!?　あ、あ、あなたたち！　なんとかしなさいな!?　責任逃のがれは許しませんわよ!?」

「正攻法で挑いどむのは無む謀ぼうのようだな。──他ほかに意見は？」

　恭平がオリヴィアの声を無視して意見を求める。一方、リリアンはオリヴィアの首根っこをつかみ、「貴様だけプールに沈めていこうか？」と脅おどし、その言葉で諸しよ悪あくの根源は押おし黙だまった。

「──あー、そうだ！」柳なぎ楽らはふとある可能性を思いついた。「なあ、アリサ。あのロボットたちって……えーと、なんて言うのかな……主電源？　ほら、テレビとかって普通はリモコンで電源入れるけど、本体にもスイッチあるよな？　そういうのはないのか？」

「──あ、うん、あるわ」アリサが端たん末まつ機きの修理を一時中断し、柳楽を見上げる。「背中についてる。しかもむき出し。……すっかり忘れてたわ」

「おいおい、頼むぜ。開発者さん。──あー、しかし、スイッチがあるのなら話は早いな」

「ですが、柳楽君。あのロボットたちの背後を取るのはそう簡かん単たんなことではありませんよ？」

「大丈夫だよ、朝霧さん。俺おれに妙案があるん──」

　──ズドーン──っ！

　そのとき地下施設の天てん井じようを支える四本のコンクリート柱のうちの一本に亀き裂れつが入り、あれよあれよと言う間に倒壊してしまった。残り三本の柱が崩れるのも時間の問もん題だいのようだった。

「や、やばいな。えっと、えっと、まずは──桜さくら野のさん！」

「言わなくてもわかってるよ。私のお薬を使うんだよね？　違うかな？」

「さっすが桜野さん！　って、ほとんど初対面だけどさ！」

　無色透明の液体が入った小こ瓶びんを桜野から受け取る。アリサの発明品を使ってもよかったのだが、彼女は端末機を直すのに必死だ。それに薬のほうが手軽な気がする。

「……ごく……ごく……ごく……ごふっ……ごほぉぉぉぉぉぉぉぉっ!?」

　意外に喉のど越ごしがいいじゃないか、と思っていたら喉の奥が急にひりひりしてきた。

　これでこの薬が透明人間になる薬ではなく単なる塩酸とかだったら訴そ訟しようを起こすつもりだ。

「──柳楽さんが……消えてしまいました……？」とモニカ。

「水着が……宙に浮いてる……目の錯さつ覚かく……なのかな……」と一いち之の瀬せ。

「あーあー！　柳楽君、急いで急いで！　そのお薬、百秒で効果が切れちゃう！」

「うわあああああ！　それを最初に言ってよ！」

　柳なぎ楽らは大急ぎで水着を脱いだ。透明になっているとはいえ、みんなの前で水着を脱ぐのは抵抗があったが、今は躊ちゆう躇ちよしている場合ではない。生き埋めになって死ぬくらいなら、全裸を全校生徒の前で晒さらすほうがずっとマシだ──いや、最悪のシチュエーションだけど。

「──俺おれがあいつらのスイッチを切ったら、すぐに脱出だから！　そのつもりで！」

　柳楽はロバート三兄弟のもとへ駆かけ出した。ぐんぐん接近していき、残り数メートル、というところで急ブレーキをかけ、慎重にペンギン型ロボットたちの背後に回った。

　──赤いスイッチ……この背中のでっぱりのことだな。よし、これを押してっと──

《キンキュウテイシ！　キンキュウテイシ！　ミナサン、ザンネンナガラ、オワカレデス！》

　ロバート三兄弟（赤）が前方に傾き、ズシン、と音を立てて床ゆかに倒れ込んだ。

　続いてロバート三兄弟（青）も──

《オレタチノ、タタカイハ、ココマデダ！　ゴアイドク、アリガトウゴザイマス！》

　奇妙なセリフを叫びながら卒そつ倒とうしてしまった。最後に残った（黄き色いろ）は──

《ムカシ、ムカシ、アルトコロニ、オジイサント、オバアサンガ、キンタロウノ、マサカリヲ、フリマワシテ、モモヲワリ、ナカカラデテキタ、エンマダイオウニ、ジゴクイキヲ、センコクサレマシタガ、キンタロウノ、マサカリデ、エンマダイオウヲ──プスプス、プスプス、プッスプッス、オナラジャナイヨ、コワレチャッタンダヨ～。プスプス、プスプス、プッス～》

　長い長い遺ゆい言ごん（？）を述べると、両手を広げたまま後ろに倒れてしまった。

　あっけない幕まく切ぎれだ。朝あさ霧ぎりたちがあれだけ苦労したというのに。

「──お手て柄がらだぞ、ジュン！　それでこそ柳楽家の男子だ！」

「いやぁ、それほどでも…………って、逃げるの早いな！　それでも生徒会長かよ！」

　恭きよう平へいは浅あさ黄ぎたちを引き連れ、我われ先さきに通路へ駆けていった。

　施設内を見回すと、残り三本の支柱のうち二本が倒とう壊かいしかけていた。

　あと数分もすれば天てん井じようが落ちてくるだろう。逃げるなら今しかない。

「おい！　そこにいるのか！　置いていくぞ！」

　モニカを抱きかかえたリリアンが柳楽の側そばを駆け抜けていく。

　まだ薬の効果が切れていないので姿が見えないのだ。

「亮りよう介すけさん！　早く避ひ難なんしましょう！　生きて帰って、そして決けつ闘とうですわ！」

「あ、ああ！　わかっている！」

　続いて柳楽の目の前を横切ったのはオリヴィアと灰はい谷たにだった。

　仲良く手を繋つないでいる。灰谷は嫌いや々いやだろうけど、オリヴィアは楽しそうだった。

「──もう！　一体なんなのよ！」「………………ごめんね……ロバート……」

　さらに一いち之の瀬せとアリサが出口に向かって駆けていった。残ったのは──

「──柳楽君、どこにいますか？」

「ここにいるよ」朝霧の腕をつかむ。「さ、逃げよう。長居は無用だよ」

「はい、行きましょう」

　手を放すと、先に朝あさ霧ぎりが出口を抜けた。柳なぎ楽らもあとを追いかけようとしたが──

「──や、やべっ！　俺おれ、裸じゃねーか！」

　助かることが先決なのはわかっているが、助かったあと、一人ひとりだけ全裸なのはまずい。

　あれだけバラエティーに富んだメンバーが集まっているのだ。茶ちや化かされるのはもちろん、カメラで激げき写しやされるかもしれないし、再び校内新聞のトップを飾るとも限らない。それだけならまだいいが、オリヴィアが何かわけのわからないことを言い出したり、男に免めん疫えきのないアリサが逆ギレしたり、挙あげ句くの果てにモニカが暴ぼう走そうしてしまう、ということだってありえる。不安要素はできるだけ摘つみ取っておいたほうがいい。

　──たいしたロスじゃないさ……ちょっと水着を拾ってくるだけだし……。

　柳楽はプール際ぎわまで戻り、タイルの上に脱ぎ捨てられた水着を拾い上げた。

　と、そのとき──

　信じられないことが起きた。いや、柳楽の認にん識しきが甘かったのだ──

「──う、うわああああああ！　通路が！　通路がぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　天てん井じようの一部と側そく壁へきが崩れ落ち、地上へと繋つながる唯一の通路が瓦が礫れきで塞ふさがってしまった。

　分厚いコンクリートが幾いく重えにも層を作っていて、隙すき間まなどは一切見当たらない。

　瓦礫の山を前にして柳楽が呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていると──

「──柳楽君!?　どうしましたか!?　ま、まさか……まだそちらにいるのですか!?」

　朝霧の動揺の声が響ひびき渡わたる。瓦礫の向こう側から呼びかけているようだった。

「ご、ごめん、朝霧さん！　俺が水着なんか取りに戻るから──っ！」

「──今、お助けします！　少々、お待ちください！」

　ガツンガツン、と瓦礫の山を殴おう打だする音が聞こえてきた。

　朝霧さんならなんとかしてくれるはず──

　そんな期待感も虚むなしく、いつまで経たっても、瓦礫が取り除かれる気け配はいはなかった。

　──あ、あれ？　なんか……無理っぽい？　朝霧さんでも……不可能？

　マンションの壁かべをぶち抜いてしまうほどの怪力を有する朝霧だが──しかし、よく考えてみると、マンションの壁の厚さなんて防音が効いているところでも精せい々ぜい、三十センチ程度しかない。一方、目の前の瓦礫は──マンションの壁の何十倍も厚みがありそうだった。

　これはもう個人でどうこうできるレベルではない。

　出口を塞いでいるのは文字通り、瓦礫の山なのだから──

「──柳楽さん!?　柳楽さんはどこですか!?　どこにいるのですか!?」

　朝霧が瓦礫を殴打する音に混じってモニカの金切り声が聞こえてきた。

　どうやら他ほかのメンツもまだ近くにいるらしく、

「え？　何？　柳楽が……取り残された？　嘘うそでしょう？」と一いち之の瀬せ。

「うわぁー、弟君の人生もこれまでだねー。残念なことだねー。黙もく祷とうだねー」と浅あさ黄ぎ。

「あんな男の命、どうでもいいですわ!?　一刻も早く脱出するべきですわ!?」とオリヴィア。

「…………この爆ばく弾だんは使えない……地球そのものが滅びちゃう……」とアリサ。

　柳なぎ楽らにはみんなの声が別れの言葉のように聞こえてならなかった。

　──あぁ、あああぁぁぁ……オワッタ……俺おれの人生、完全にオワッタ……。

　アリサのでっち上げにすぎなかった『柳楽死亡説』が現実になろうとしていた。

「よしっ、全員、脱出するぞ！　ジュンの死を無む駄だにするな！　あいつだって『みんな俺の分まで精一杯生きてくれ！』と願ねがっているはずだ！　あと、『親おや父じの後継者は兄貴に任せたよ！』という声も天国から聞こえてきたぞ！　ジュン、安らかに眠れ！」

「──コラァァァァァ、糞くそ兄貴ぃぃぃぃぃぃぃ！　俺はまだ死んでねーよ！」

「おい、朝あさ霧ぎり！　そいつはもうダメだ！　諦あきらめろ！　脱出できなくなるぞ！」

「──うがああああああ！　リリアンさんまで何言い出すんじゃああああああああああ！」

　絶望的な状況だということは理解していたが、叫ばずにはいられなかった。

　命がかかっているから必死だった。自力ではどうすることでもできないわけで──

「──私はここに残ります」

　朝霧がさも当たり前のように言った。クールだった。極きわめてクールだった。

「柳楽君が死ぬことと、私が死ぬことは同義ですから」

「うおおおおお！　朝霧さん！　超愛してる！　結婚してくれぇぇぇぇぇ！」

「……ふふふ」珍しく朝霧が笑っていた。「……柳楽君、来らい世せでまた会いましょう」

「あー、うん。ははは、来世か。あればいいね、来世。……あ、うん？　来世で？」

　──もしかして。もしかしてだけど、現世ではダメだけと、来世だったら結婚してもいいですよ、って意味なのでは？　……深読みしすぎか？

「柳楽さん！　浮うわ気きは禁止なのです！　柳楽さんは私と結婚するのです！」

　半分冗じよう談だんで言ったことだが、『結婚』というキーワードはモニカの嫉しつ妬と心しんに火をつけるには十分だったらしく、瓦が礫れきの向こう側でモニカの金切り声が響ひびいた。

「モニカ様！　その男を助けるのはもう無理です！　諦あきらめて逃げましょう！」

「放してください、リリアン！」モニカはリリアンに抵抗しているようだった。「──柳楽さんは世界の至し宝ほうなのです！　全人類の命を引き換えにしてでも助け出す必要があります！　ゴミの山よりも、宝石一個のほうが大事なのです！　ゴミの山なんて掘り返してもお腹なかは膨ふくれません！　宝石を売ればお金が手に入るのです──っ!?」

「も、モニカさんが……いつになく辛から口くちだ……」

　たぶん、「何よりも柳楽が大事」という意味のことを大げさに表現しただけであって、宝石云うん々ぬんは聞き流してもいいはずだ。深い意味はないはず。……そうであって欲しい。

「くっ、こうなったら力ずくでも……はっ？　モニカ様？　モニカ様──っ!?」

　向こう側のできごとなので柳なぎ楽らには事態を把は握あくすることはできなかったが、その直後のモニカの絶叫は障害物越しでもはっきり聞き取ることができた。




「──こんなもの……こんなもの！　こんにゃろー、なのです──っ！」




　朝あさ霧ぎりでさえ諦あきらめた瓦が礫れきの山を非ひ力りきなモニカがどうこうできるはずもなく──

「……………………へ？」

　と思ったら目の前の瓦礫が一いつ瞬しゆんにして吹き飛んだ。

　そして柳楽とモニカたちを隔へだてるものがなくなると、

「──こんにゃろー、成功なのです！　さあ、柳楽さん！　早く避ひ難なんしましょう！」

「…………え？　え？　何？　今の何？　モニカさん？」

「さっぱりわかりません！」モニカが柳楽の腕を強く引っ張る。「ですが！　どうやら私には秘められた力があったようです！　少年漫画風に言うと『覚かく醒せい』って奴やつですね！」

「…………へ、へぇ」

　──お、おかしいな。モニカさん、『ヴォルフの血』のことは知ってるはずなのに。……まさか具体的なことは何も知らされていなかったのか？　……ありえそうだな。

「どんどん行くのです！　突き進んでいくのです！」

　モニカと共ともに通路を疾しつ走そうする。朝霧とリリアンもあとからついてきた。

「……リリアンさん……どうなってるの？」

　追いついてきたリリアンに小声で尋たずねた。リリアンは並走しながら、

「レベル４だ」とつぶやき、「自己制せい御ぎよ能力──それがレベル４なのだ。レベル３までは無む意い識しきのうちに力を解放してしまうのだが、レベル４になると自らの意思で力を操あやつることができる。……まさかレベル２からレベル４まで一気に飛ひ躍やくするとは思わなかった……」

「……それはいいことなの？」

「わからない。……だがモニカ様は確かく実じつに成長している」

「ま、まあ……とにかく今は逃げようか……」

　五十メートルほど通路を進んでいくと──

「──あれ？　道が塞ふさがってる？」

　先に避難していた恭きよう平へいたちが行く手を阻はばむ瓦礫の前で立たち往おう生じようしていた。

　どうやらあちこち崩れ始めているらしい。

「ちょ、ちょっと、モニカさん！　一いつ旦たん、止まらないと危ないって！」

「──止まるともっと危険なのです！　このまま突破するのです！」

「いやいやいや、ぶつかるから！　壁かべに激げき突とつするから──」

「──邪じや魔まです！　邪魔なのです！　障害物は全すべて、こんにゃろー、なのです！」

　柳なぎ楽らとモニカはトップスピードのまま壁かべに激突──することもなく、かといって壁をすり抜けることもなく、障害物のある地点を無傷で駆かけ抜けた。

「──ひ、ひぃ!?　なんだ!?」

　目の前を瓦が礫れきの破片が飛び散っている。モニカが『力』を使ったのだと遅れて気づく。

「このまま地上まで一気に行きます！　みなさん、私についてきてください！」

　いつも泣いてばかりいるモニカが先頭に立ってみんなを誘ゆう導どうする。

　今までにない展開だ。まさかモニカに命を助けられるとは思わなかった。

「どんどんいきます！　こんにゃろー！　こんにゃろー！　こんにゃろー、なのです！」
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　進路を塞ふさぐ瓦礫をモニカが次々に破は壊かいしていく。もはやモニカの前に敵はいなかった。

　通路を百メートルほど進むと、巨大な鉄てつ扉ぴが前方に見えてきた。

「──あとはここを抜けて……階段を上がれば生徒会室だな！」

　足元に注意しながら階段を駆け上がっていく。

　階段を上り切るとドアを強引に開き、生徒会室に飛び込んだ。

　恭きよう平へいたちも遅れて階段を駆け上がってきた。

　──ドゴーン──っ！

　恭平がドアを閉めた直後、地下からものすごい轟ごう音おんが聞こえてきた。

　──危ない危ない。……間かん一いつ髪ぱつだったな……。




「ふむ……どうやら、逃げ遅れた者はいないようだな」

　脱出後、恭きよう平へいが点てん呼こを取り、全員の無事を確かく認にんした。

「危き機き一髪でしたね。もう少しで生き埋めになるところでした」

　朝あさ霧ぎりが「ふぅ」とため息をつく。

「会長～、とりあえず地下は封ふう鎖さしたほうがいいですよね～？」

「そうだな。理事長には俺おれから報告しておこう。ああ、それから──」

　恭平が浅あさ黄ぎと相そう談だんを始める。あれだけのことがあったというのにタフだ。

　──そういえばみんな水着なんだよな。着替える暇ひまなんてなかったからな。リリアンさんとオリヴィアは私服だけど……うわっ、朝霧さんの水着のヒモ、なんか解ほどけそうだな……。

「──ところでジュンよ」

　話が一段落したのか、恭平が話しかけてきた。

　やけに真ま面じ目めな顔をしている。何を言われるのかまるで見当がつかない。

　何か悪いことをしたわけではないので怒られることはないと思うが──まさか、後日改めてもう一度勝負をしよう、とか言い出すのではないだろうか？　ありえる。恭平ならそれくらいのことは言いそうだ。

「……う、うん？　なんでみんな俺おれを見てんの？」

　気づけばモニカを始めとする女性陣の視し線せんが柳なぎ楽らに集まっていた。

　モニカはポカンとしていて、朝霧は無表情で、リリアンは鼻で笑っていて、アリサは顔を真まっ赤かにして両手で顔を覆おおっていて、一いち之の瀬せは目を丸くしていて、オリヴィアは「ふ、ふ、ふ、不ふ潔けつですわ！」と憤ふん慨がいしていて、浅黄は「なはは」と微妙な表情で、志し良ら堂どうは「きぇぇぇ！」と奇声を上げていて、桜さくら野のは「可愛かわいい」と意味不明なことを言いながら微笑していた。

　十じゆう人にん十と色いろとはまさにこのことだ。誰だれ一人ひとりとして同じ表情をしている者はいない。

　──え？　え？　何？　どういうこと？　俺、なんか変なことしたっけ？

　状況を把は握あくできていないのはどうやら柳楽だけらしかった。

　全員の視線を浴びたまま固まっていると、灰はい谷たにが──

「……ジュン。……前を隠したほうがいい」

　その一言で柳楽は全すべてを悟った。しかし、悟るのが遅すぎた。あまりに遅すぎた。

「──こ、こ、こ、公然猥わい褻せつ罪ざいですわ──っ！」

　オリヴィアがお馴な染じみの剣つるぎを手に取った。そしていきなり斬きりかかってくる。

「う、うおおおおおおおお──っ!?」柳楽は前転してその攻こう撃げきを上う手まくかわした。

　もう言うまでもないことだが──柳楽は全裸であった。

　トラブルに見み舞まわれたため、結局、あの場に水着を置いてきてしまったのだ。

　みんな逃げるのに必死で柳楽の格好に気づかなかったのだ。

「──き、き、き、きええええええええええええええええええ──っ！」

　オリヴィアに加えて志し良ら堂どうまでもが斬きりかかってきた。

「お前らやめろ──っ！　ってか、なんで攻こう撃げきしてくるんだよ──っ！　バカか──っ!?」

　全裸で床ゆかを転がり回る柳なぎ楽らの姿は酷ひどく滑こつ稽けいだった。シュール極きわまりなかった。

「醜みにくい！　醜いですわ！　目め障ざわりだから切断して差し上げますわ！　泣いて喜びなさい！」

「その縮ちぢみ上がったナニ！　切り落としてあげるわ！　きえええええええええええ！」

「──アホかあああああああああああああ！　ざっけんなよおおおおおおおおおおおお！」

　生徒会室で繰くり広げられる不毛な争い──

　その傍かたわらで、『力』を乱発しすぎて床の上に座り込んでしまったモニカが、

「……柳楽さん……今すぐ結婚なのです……」

　と寝言のようにつぶやいた。




　　　　☆　☆　☆




　翌日の放ほう課か後ご、柳楽とモニカは理事長室に呼び出された。

　──絶対に昨日きのうの件だよな。……ってか、俺おれたち巻き込まれただけなんだけど。

　柳楽は重い足取りでモニカと共ともに理事長室へ向かった。

「……ジュンだな？　入っていいぞ」

　理事長室のドアをノックするとなぜか恭きよう平へいの声が返ってきた。

　まさか兄貴が理事長──なーんてオチじゃないだろうな、と思いながらドアを開けると、

「──いらっしゃ～い、淳じゆんちゃん」

　黒い革張りの椅い子すに腰かけていた年配の女性がすっくと立ち上がった。

　年配といっても……おそらく四十代後半くらい。というか──

「──な、な、な、なんで母かあさんがこんなところにいるんだよ──っ!?」

　目の前にいるのは紛まごうことなく母親、柳楽雪ゆき絵え（４７歳さい）、その人であった。

「お母さん、今年度からこの学校の理事長で～す。……ねえ、どう？　このスーツ？」

「………………嘘うそだと言ってくれよ、マイマザー……」

「そちらはモニカ姫ひめね。初めまして、淳ちゃんのママでーす☆」

「柳楽さんのお母様ですか……？」モニカがぽややんとした表情でつぶやく。

「そうでーす！　お母様でーす！　あなたのことはよく知っているわよー、モニカちゃん☆」

　母親は笑え顔がおでそう言うとまた椅子に腰かけた。黒いスーツを身にまとった母親はとても４７歳には見えないが、手元で光る数々の宝石が悪あく趣しゆ味みな金持ちを連想させる。

「母さん、ダラダラ話している暇ひまはないぞ。このあと、テレビの仕事があるんだろう？」

「あ、そうだったわ」

　恭きよう平へいの指摘を受け、母親が素す直なおに頷うなずく。

「淳じゆんちゃん、実はね──」

「──ちょっと待ってくれ」柳なぎ楽らは母親の言葉を遮さえぎった。「……一つ疑問が」

「なぁーにー？」

「えっと、その……うちの学校の理事長は『宇宙人』だって人から聞いたんだけど……？」

　朝あさ霧ぎりから聞いた話だ。地下通路を彷徨さまよっているときにそう言っていた。

「あ、あれだよな？　前理事長のことだよな？　母かあさんは普通の──」

「──だ・い・せ・い・か・い☆　なーんとお母さんは宇宙人だったりしまーす☆」

「………………嘘うそだと言ってくれよ、マイマザー」

「事実だぞ」恭平が念を押す。「まあ、父とうさんは地球人だ。その点は安心していい」

　それはそれで驚おどろきだ。父親こそ地球人っぽくない気がするのだが。

「……じゃ、じゃあ……兄貴が『例の力』を使えるのって……？」

　柳楽は恐る恐るもう一つの疑問を口にした。すると母親が──




「それはー、お母さんの身体からだの中を『ヴォルフの血』が流れているからでーす☆」




「……………………嘘だと言ってくれよ（以下略）」

　母親の話によると、五百年ほど前、クレメンツ王家で内うち輪わ揉もめが起きたらしい。

　その結果、王家と縁えんを切った王族が何人かいたようで、母親の先祖は当時の第四王女に当たる人物だという。

　五百年も昔の話なので『ヴォルフの血』はかなり薄うすまっていて、母親は『力』を行使することはできないが、『マナフの遺い伝でん子し』を持つ父親との間に生まれた柳楽たちは薄いながらも『ヴォルフの血』が混じったため、力を行使することが可能になったらしい。

「クレメンツ王家はあの手この手で血の濃こさを保っているけど、お母さんのご先祖様は『ヴォルフの血』があまり好きではなかったみたい。きっと普通の人間になりたかったのね」

「…………頭が痛い」

　母親がクレメンツ王家と縁のある人物だったとは驚きだが、同時に都つ合ごうのよさも感じる。

　──兄貴が、『ヴォルフの血』のことを知ってたのはたぶん母さんから話を聞いていたからだよな。……じゃあ、モニカさんが南雲なぐも高校に転入してきたのも偶ぐう然ぜんなのか？　母さんはモニカさんの素す性じようを知った上で受け入れたんじゃないのか？　俺おれと引き合わせるために。……考えすぎかな。でも、なんか……全部、母さんが仕組んだことのように思えてくるよ……。

「──私と柳楽さんは遠い親しん戚せきなのですか……？」

「もう五百年も前の話よ」母親が答える。「元を辿たどれば人類はみーんな兄弟だけどね☆」

　柳楽とモニカが遠い親戚なのは間違いないが、五百年も経たてばもはや完全に他人である。

　五百年前といったら日本は戦せん国ごく時じ代だい──国くに盗とり合がつ戦せんの時代だ。

「まあ、『ヴォルフの血』が流れていようとも、『マナフの力』を行使するためには特別な『修行』を積つむ必要がある。ジュンよ、お前も本格的に『修行』を始めてみないか？」

「──無理っす！　凡人の俺おれには無理っす！　──っていうか、そんなわけのわからない『力』を使えるのは兄貴だけで十分っす！」

「ふん、つまらん奴やつだな」

　恭きよう平へいは不ふ機き嫌げんそうに口元を歪ゆがめると、壁かべに寄りかかり、母親に目配せした。

「もう質問はないわよね？　じゃ、本ほん題だいに入ろっかな☆」

「──は？　本題？」

「私からモニカちゃんに質問があるんだけど、いい？」

　母親は柳なぎ楽らの声を無視して話を進めた。どうやらモニカと何か話があるようだ。

「……はい？　なんですか？」

「実はね……うちの淳じゆんちゃんと恭平君の『エトロ値』はほぼ同値なの。『マナフの遺い伝でん子し』だって本物よ。──ねえ、モニカちゃんは淳ちゃんと恭平君のどちらと結婚したい？」

「……同値……なの……ですか？」

　ぽややんとしていたモニカが表情を硬くした。さすがのモニカも母親の言っていることは理解できたようで、「うーん、うーん」と眉まゆ根ねをひそめて悩み始めた。

　──どっちでもいいです！　とか言われたらどうしよう……俺、泣いちゃうかも……。

　ドキドキしながら回答を待っていると、モニカが口を開き──

「……柳楽さんのほうが……優やさしいような……気がします？」

　どちらと結婚するか、という問いかけだったはずだが、モニカは自分の好みを語り始めた。

「……柳楽さんのほうが……温和……かもしれません？」

　またしても疑問系だったが、性格的な面では恭平よりも柳楽のほうが、評価が高いようだ。

「……えっと……あと……柳楽さんと一いつ緒しよにいるとホッとします……？」

　これは疑問系でも嬉うれしかった。ホッとする。安心できる。……つまり、それだけ柳楽のことを身近な存在として捉とらえているということだ。

「……それに……柳楽さんのほうが……カッコイイです……よ？」

「も、モニカさん……」

　最後の一言はじんときた。まさか恭平よりも「カッコイイ」と言われる日が来るとは夢にも思わなかった。……しかし、モニカのこの発言は余計だったようで──

「ふふ……ふふふ、ふはははははははっ！」

　柳楽に『容よう姿し』で負けたことがよほどショックだったのか……恭平が不気味な笑い声を上げながらテーブルの上の花か瓶びんを柳楽目がけて放り投げてきた。

「──何するんだよ、兄貴──っ!?　危ねーだろ──っ!?」

　半歩横に移動し、飛んでくる花か瓶びんをギリギリのところで避けた。

「──志し良ら堂どう君！　この二人ふたりを地じ獄ごくに突き落としてしまえ！　俺おれが許す！」

　恭きよう平へいが叫ぶと、刀を握った志良堂がいつかのように窓を突き破って登場した。

「ついに本ほん性しようを現したな、柳なぎ楽ら淳じゆん！　私の剣つるぎを受けてみよ！　きえええええええええええ！」

「本性ってなんだよ──っ!?　あんたらバカだろ──っ!?」

　結局、丸く収まることはないらしい。どこまでもふざけた学校だ。

　理事長の目の前で刀を振り回す女子生徒なんて日本中探したってここだけだろう。

「──モニカさん、逃げるよ──っ！」

「はいです！　私は柳楽さんにどこまでもついていく所しよ存ぞんなのです！」

　モニカの腕を取り、理事長室を飛び出す。

　と、同時に朝あさ霧ぎりが天てん井じようから降ってきて、志良堂を迎むかえ撃うつ。

　お決まりのパターンだ。きっと柳楽が卒業するまでこの日常が崩れることはないだろう。

　いや、理事長が母親から別の人間に替わればあるいは──

　……………………………………まあ、そんなミラクル、起きるはずないよね……。

　前ぜん途と多た難なん。問もん題だいは山やま積づみだ──




　後日知ったことだが、恭平が柳楽に勝負を吹っかけてきたのは、「淳ちゃんがどこまで本気なのかたしかめてちょうだい☆」という母親からの指示があってのことだった。父親からの『試練』の意味もあったようで、つまり恭平は両親の命令で動いていたということになる。モニカと婚約する意思も実際のところはなかったようだ。




　最後に残念なお知らせが一つある。

　七月某ぼう日、灰はい谷たにがオリヴィアに………………いや、これ以上は何も言うまい。

　言ったところで結果が変わるわけではないのだから……。

　──強く生きてください、灰谷先せん輩ぱい……っ！






　　　あとがき。




　みなさまお久しぶりでございます。ギャグが滑すべっても気にしない、周す防おうツカサです。

　昔は滑った直後の空気に耐えられず、自分でツッコミを入れていましたが、今ではすっかり神経図太くなりまして、「笑え！　笑えよ！」と相手を張り倒すのがデフォに。この芸風が確かく立りつしたことで、私のギャグで笑わない人間はこの世に一人ひとりもいなくなりました（ただし引き笑いです）。その代わり友達もいなくなりました。……いえ、友達はたくさんいます。

　というわけで「らでぃかる☆ぷりんせす！」の二巻です。今回は「ＣＡＳＥ１」以降の「２、３、４」は前ぜん編ぺん、中編、後編という構成で、校内を中心としたドタバタ劇げきになっています。どうせならド派は手でなバカ騒さわぎを、と思いまして、あれこれ妄想したのですが、気づけばキャラクターが増えに増え、サブキャラを含め８人くらい新キャラが増えていました（人間じゃないのも含めたらもっといます）。あまりに増えたので何人か削ろうか、という話もありましたが、必要なキャラクターばかりなので「リストラ計画」は見送られました。

　これで主要キャラはだいたい出で揃そろいましたので、今後はよほどのことがない限り……というかこれ以上、主要キャラが増えると現在の主要キャラのうち何人かがサブキャラに降格、という事態になってしまいます。もっとも、私の「キャラクター愛」は完かん璧ぺきですから、そんな不ふ手て際ぎわが起こるはずがありません。ちなみに友達はたくさんいます。

　以下、恒こう例れいの土ど下げ座ざタイムです。

　編集の三み木きさん、土つち屋やさん、お疲れ様でした。三木さんはマクロな観かん点てんから原げん稿こうの問もん題だい点てんをズバズバ指摘してくださいます。今回も得とく意い技わざの「ビッグバン」が炸さく裂れつしましてね。あ、このビッグバンなんですが、具体的に説明しようと思ったら５０ページくらい必要になってくるので、詳しよう細さいは省きますが、まあ、簡かん潔けつに言いますと……敵全体に８００ポイントのダメージを与えることができます。ちなみに私のＨＰは１００ポイント。完全にオーバーキルです。

　一方、土屋さんはミクロな指摘を得意としていまして、奥おう義ぎ「千せん手じゆ観かん音のん」が常時発動しているという末すえ恐ろしいお方です。一家に一人、土屋さんがいればあらゆるミスを事前に防ぐことが可能になります（千手観音は土屋さんの１０７の奥義の一つです）。

　イラスト担当の赤あか人ひとさん、今回も素す晴ばらしいイラストをありがとうございます。新キャラのアリサが大変可愛かわいくて……特に表紙は反則的な可愛さです。あまりの可愛さに私のＨＰは一気に２０００ポイントまで上昇しました。ビッグバンに怯おびえる日々はもう終わりです。

　さらにさらに、本書の制作の過程に携たずさわった皆様、この場を借りてお礼を申し上げます。きっと人知れず苦労していらっしゃる方がたくさんおられるに違いありません。

　えー、それではまた次の巻でお会いしましょう。





二〇〇九年三月上旬　周防ツカサ＠お買い上げありがとうございます。
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周防すおうツカサ

第５回電撃hp短編小説賞《大賞》受賞。長崎県出身。プロフィール欄を埋めるためのプロフィールを考えるのはもう止めにしよう、と最近決意しました。……あ、いや、決してネタがないからとかそういうことではなく……。
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赤あか人ひと

４月24日に大阪で生まれて現在千葉在住。

先日マゾゲーと名高い某デモンズどーたらを買ったのですが鬼のような難しさで、翌日売りに行こうと思ったくらいです。

さて、このコメント書き終わったら続きやって城越して４回目に入ろう…。
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